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設立趣旨

ブ リヂス トン美術 館

　 ブ リヂ ス トン美 術 館 は,石 橋 正 二郎 （1889=1976） が 多年 に わ た って蒐 集 愛 蔵 した 内外 の 美術 品 を,社 会 公共 の た め,広

く一 般 の鑑 賞 に供 し,文 化 向上 の 一端 に貢献 した い との趣 旨に基 づ き,1952（ 昭和27） 年1月8日,ブ リヂ ス トンビル デ ィ ン

グ竣 工 と と もに同 ビル内 に 開設 され た もの で あ る。 そ の後1956（ 昭 和31） 年4月 に設立 され た財 団 法 人石 橋 財 団 が その 経

営 を継承 し,1961（ 昭 和36） 年9月 に は同 財 団 が石 橋正 二 郎 か ら所 蔵 美術 品 の寄 贈 を受 け た。 な お,1959（ 昭 和34） 年5月 に

は面 積 が二 倍 に拡 張 され た。1999（ 平 成11） 年12月 に は,面 積 を さ らに拡 張 す る と と もに内装 を一新 した。

石橋美術館

　石橋美術館は,株式会社ブリヂストンの創業者・石橋正二郎が1956（ 昭和31）年4月26日,同 社の創立25周 年 を記念 して,

社会公共の福祉と文化向上のために,郷土久留米市に寄贈した石橋文化センターの中心施設である。1977（昭和52）年,石

橋正二郎の遺族の寄付により増改築が行われ,同年4月 以降,久留米市の要請により,石橋財団がその経営に当たっている。

石橋美術館別館

　石橋美術館別館は,1995（平成7）年1月8日,石 橋正二郎によって蒐集された石橋コレクションのうち書画・陶磁器類を

収蔵展示する施設として石橋幹一郎により久留米市に建設寄贈され,一年余の養生期間を経て1996（平成8）年10月17日

に開館した。なお建設寄贈と同時に石橋美術館と同様,石橋財団が管理運営に当たっている。

機構 運営

石橋財団 （2001年3月31日 現 在）

理事長・評議員　 内田　宏

理事・評議員　　 中川　洋,

監事　　　　　　亀徳正之,

評議員　　　　　石井公一郎,

　　　　　　　　大原　譲

石橋　寛,

唐津高美,

高碕芳郎,

鵜澤昌和,

湯淺達祐

橋口　收,

加嶋昭男,

高階秀爾,

城多秀年,

三木常正,

富山秀男,

石榑和夫,

喜多村禎勇

平野　実,

美術館運営委員会

委員長　　　　　石橋　寛

委員　　　　　　嘉門安雄, 高階秀爾, 内田　宏, 小林　忠, 富山秀男, 喜多村禎勇

寄付助成委員会

委員長　　　　　鵜澤昌和

委員　　　　　 内田　宏, 吉久勝美, 加嶋昭男, 富山秀男, 喜多村禎勇

財団委員会

委員長

委員

内田　宏

石橋　寛,

喜多村禎勇

鵜澤昌和, 亀徳正之, 唐津高美, 湯淺達祐, 城多秀年, 富山秀男

常務理事 城多秀年, 富山秀男

事務局

事務局長 遠藤長夫

ブリヂストン美術館

館長　　　　　 富山秀男 事務部長　　尾島　聰 事務部次長　黒田昌弘 学芸課長　宮崎克己

石橋美術館/石 橋美術館別館

館長　　　　　　喜多村禎勇 事務部次長　郷原耕亮 学芸課長　　田内正宏
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Brief　 Histories　 of　 the　 Museums

Bridgestone　 Museum　 of　 Art

　 On　 January　 8,　1952,　 ISHIBASHI　 Shojiro　 （1889=1976） 　,　wishing　 to　 promote　 cultural　 development　 in　Japan,　 opened　 to　the　 public

a　museum　 of　 art　 within　 the　 newly-completed　 Bridgestone　 Building　 under　 the　 name　 of　the　 "Bridgestone　 Gallery".　 The　 works　 of

art,　 both　 Japanese　 and　 foreign,　 which　 he　 had　 collected　 over　 the　 years　 formed　 the　 nucleus　 of　 the　 exhibits.　 In　 April　 1956,　 the

Ishibashi　 Foundation　 was　 established　 to　 take　 over　 the　 management　 of　the　 Gallery,　 and　 in　September　 1961,　 ISHIBASHI　 donated

the　 works　 in　 the　 Gallery　 to　 the　 Foundation.　 In　 May　 1959,　 the　 Gallery　 was　 enlarged　 to　 twice　 its　 original　 size.　 In　 January　 1968,

the　 English　 name　 was　 changed　 from　 the　 "Bridgestone　 Gallery"　 to　 the　 "Bridgestone　 Museum　 of　 Art".　 In　 December　 1999,　 the

Gallery　 was　 more　 enlarged　 and　 totally　 renovated.

Ishibashi　 Museum　 of　 Art

　 On　 Apri1　 26,　 1956,　 in　 commemoration　 of　 the　 25th　 anniversary　 of　 the　 Bridgestone　 Corporation,　 ISHIBASHI　 Shojiro,　 the

founder　 of　 the　 Corporation,　 donated　 the　 Ishibashi　 Cultural　 Center　 to　 his　 home　 town　 of　 Kurume　 to　 render　 a　public　 service　 and

promote　 cultural　 development.　 The　 Ishibashi　 Museum　 of　 Art　 （originally　 the　 Ishibashi　 Art　 Gallery） 　is　the　 principal　 institution

in　 the　 Center.　 In　 1971,　 the　 English　 name　 was　 changed　 from　 the　 "lshibashi　 Art　 Gallery"　 to　 the　 "lshibashi　 Museum　 of　 Art".　 In

1977,　 the　 Museum　 building　 was　 enlarged　 and　 renovated,　 thanks　 to　 a　contribution　 from　 the　 Ishibashi　 family,　 and　 in　April　 of　 the

same　 year　 the　 city　 of　 Kurume　 entrusted　 the　 Ishibashi　 Foundation　 with　 the　 management　 of　the　 Museum.

Ishibashi　 Museum　 of　 Art,　 Asian　 Gallery

　 On　 January　 8,　 1995,　 ISHIBASHI　 Kanichiro,　 son　 of　 ISHIBASHI　 Shojiro　 donated　 to　 the　 city　 of　 Kurume　 a　 new　 museum

especially　 designated　 to　 exhibit　 Shojiro's　 collection　 of　 Asian　 Arts,　 such　 as　 brush　 painting,　 calligraphy,　 porcelain　 works.　 The

museum　 has　 been　 open　 to　the　 public　 since　 October　 17,1996,　 after　 careful　 observation　 and　 research　 for　 over　 a　year.　 Since　 the　 time

of　 its　 donation　 to　 Kurume,　 the　 museum　 is　being　 managed　 by　 the　 Ishibashi　 Foundation,　 along　 with　 the　 Ishibashi　 Museum　 of

Art.

Organization　 and　 Management

Ishibashi　 Foundation （As　of　March　 31,2001）

President　 of　the　Board　 of　Directors　 and　 Councillor

Directors　 and　 Councillors　 NAKAGAWA　 Yoh

　　　　　　　　　　　　　　　　KITA　 Hidetoshi

Auditors　 KITOKU　 Masayuki

Councillors　 ISHII　 Koichiro

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 MIKI　 Tsunemasa

　　　　　　　　　　　　　　　　OHARA　 Yuzuru

UCHIDA　 Hiroshi

ISHIBASHI　 Hiroshi

TOMIYAMA　 Hideo

KARASAWA　 Takami

TAKASAKI　 Yoshiro

ISHIKURE　 Kazuo

UZAWA　 Masakazu

KITAMURA　 Sadao

YUASA　 Tatsusuke

HASHIGUCHI　 Osamu

HIRANO　 Minoru

KASHIMA　 Akio

TAKAsHINA　 shuji

Executive　 Committee　 of　the　Museums

Chairman　 ISHIBASHI　 Hiroshi

Members　 KAMON　 Yasuo

　　 　　　　　 　　　　　 TOMIYAMA　 Hideo

TAKAsHINA　 shuji

KITAMURA　 Sadao

UCHIDA　 Hiroshi KOBAYASHI　 Tadashi

Program　 Development　 Grant　 Committee

Chairman　 UZAWA　 Masakazu

Members　 UCHIDA　 Hiroshi

　　　　 　　　　　　　　　KITAMURA　 Sadao

YOSHIHISA　 Katsumi　 KASHIMA　 Akio TOMIYAMA　 Hideo

Strategic　Planning　 Committee

Chairman　 UCHIDA　 Hiroshi

Members　 ISHIBASHI　 Hiroshi

　　　　　　　　　　　　　　　 YUASA　 Tatsusuke

UZAWA　 Masakazu

KITA　 Hidetoshi

KITOKU　 Masayuki

TOMIYAMA　 Hideo

KARASAWA　 Takami

KITAMURA　 Sadao

Managing　 Director

Art　 Director

KITA　 Hidetoshi

TOMIYAMA　 Hideo

Administration

Executive　 Secretary ENDO　 Takeo

Bridgestone　 Museum　 of　Art

Director　 TOMIYAMA　 Hideo

Administrator　 OJIMA　 Satoru Manager　 KURODA　 Masahiro Chief　 Curator　 MIYAZAKI　 Katsumi

Ishibashi　 Museum　 of　Art　 /　Ishibashi　 Museum　 of　Art,　 Asian　 Gallery

Director　 KITAMURA　 Sadao

Manager　 GOHARA　 Kosuke　 Chief　 Curator　 TAUCHI　 Masahiro
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展覧会 　ブリヂストン美術館

〈特別展 〉

ル ノ ワ ー ル:異 端 児 か ら 巨 匠 へ の 道 　 1870-1892

2001年2月10日 （土 ）-4月15日 （日）

会場:第4室 一第10室

主催:石 橋財 団 ブ リヂ ス トン美術 館/NHK/NHKプ ロモ ー

シ ョ ン/東 京 新 聞

出 品内 容:油 彩51点,パ ス テル ・素 描12点 　計63点

　　 　　 　 （下記 リス トにお いて*印 を付 け た もの は東京 会

　　 　　 　場 に 出品 され なか った。）

入場 者 総数:331,337人 （1日平 均5,713人 ）

担 当=宮 崎克 己,福 満 葉 子

展覧会ポスター

出品目録:

1.《 水浴 の女 と グ リフ ォ ンテ リア》/1870年/油 彩 ・カ ン ヴ ァス/184×115cm/サ ンパ ウ ロ美 術館

2.《 芸術 家 の兄,ピ エ ー ル=ア ン リ・ル ノ ワール 》/1870年/油 彩 ・カ ンヴ ァス/81×64.1cm/個 人 蔵

3.《 読 書 す るカ ミー ユ ・モネ》/1873年 頃/油 彩 ・カ ンヴ ァス/61.2×50.3cm/ク ラーク・アー ト・イ ンスティテユー ト

4.《 ア ヒルの池 》/1873年/油 彩 ・カ ンヴ ァス/47.3×56.2cm/ト ラメル ・ク ロー夫 妻 蔵

5.《 ア ル ジ ャ ン トゥイユ の庭 で制 作 す るモ ネ》/1873年/油 彩 ・カ ンヴ ァス/46×60cm/ワ ズ ワ ース美 術 館

6.《 セ ー ヌの ボ ー ト遊 び》/1873年 頃/油 彩 ・カ ン ヴ ァス/50.2×61cm/個 人 蔵

7.《 シ ャ トゥーの 橋》/1875年 頃/油 彩 ・カ ンヴ ァス/51×65.2cm/ク ラー ク ・ア ー ト・イ ンステ ィ テ ユー ト

8.《 ル グ ラ ン嬢 》/1875年/油 彩 ・カ ンヴ ァス/81.3×59.1cm/フ ィラ デル フ ィア美 術館

9.《 ぶ らん こ》/1876年/油 彩 ・カ ンヴ ァス/92×73cm/オ ル セー美 術 館

10.《 す わ る ジ ョル ジ ェ ッ ト・シ ャルパ ンテ ィエ嬢 》/1876年/油 彩 ・カ ン ヴ ァス/97.8×70.8cm/石 橋 財 団 ブ リヂ ス

　 　 トン美術 館

11.《 カ フ ェにて》/1877年/油 彩 ・カ ンヴ ァス/35×28cm/ク レ ラー=ミ ュ ラー美術 館

12.《 読 書 す る二人 》/1877年/油 彩 ・カ ン ヴ ァス/32.4×24.8cm/群 馬県 立 近代 美 術 館

13.《 洗 濯女 》/1877-79年/油 彩 ・カ ンヴ ァス/81.4×56.5cm/シ カ ゴ美 術館

14.《 シ ャ クヤ ク》/1878年/油 彩 ・カ ンヴ ァス/59×49.5cm/個 人 蔵

15.《 シ ャ トゥーの舟 遊 び》/1879年/油 彩 ・カ ン ヴ ァス/81.2×100.2cm/ワ シ ン トン・ナ シ ョナル ・ギ ャ ラ リー

16.《 牧 神 の宴 》/1879年/油 彩 ・カ ンヴ ァス/60×72cm/ペ リー=ヒ ル画 廊

17.《 タ ンホ イザ ー の舞 台 （第1幕 ）》/1879年/油 彩 ・カ ンヴ ァス/50×135cm/個 人 蔵,日 本

18.《 タ ンホ イザ ー の舞 台 （第3幕 ）》/1879年/油 彩 ・カ ンヴ ァス/50×135cm/個 人 蔵 日本

19.《 テオ ドール ・ド・バ ンヴ ィル の 肖像 》/1879年/コ ンテ ・紙/30×23.2cm/財 団 法人 長 島美 術 館

20.《 麦 わ ら帽 子 の女 》/1880年/油 彩 ・カ ンヴ ァス/50×61cm/北 九州 市 立美 術 館

21.《 シ ャ トゥー の セ ーヌ河 》/1881年 頃/油 彩 ・カ ンヴ ァス/73.5×92.5cm/ボ ス トン美 術館

22.《 桃 の あ る静物 》/1881年/油 彩 ・カ ンヴ ァス/53.3×64.8cm/メ トロポ リタ ン美術 館

23.《 ヴ ェネ ツ ィア の大運 河 》/1881年/油 彩 ・カ ンヴ ァス/54×65cm/ボ ス トン美術 館

24.《 レス タ ックの オ リー ブ畑》/1882年/油 彩 ・カ ンヴ ァス/37×66cm/丸 紅 株 式会 社

25.《 レス タ ックの岩 山》/1882年/油 彩 ・カ ン ヴ ァス/32.2×40.3cm/個 人 蔵

26.《 ア ラブの 老女 》/1882年/油 彩 ・カ ンヴ ァス/29.9×24cm/ウ ース タ ー美 術 館
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27.《 波 》/1882年/油 彩 ・カ ンヴ ァス/53.3×63.5cm/デ ィク ソ ン美 術 館

28.《 ブ ー ジヴ ァル の ダ ンス》/1883年 頃/油 彩 ・カ ンヴ ァス/88×47.4cm/個 人蔵

29.《 ブー ジヴ ァル のダ ンス （素 描）》/1883年 頃/鉛 筆 ペ ン,黒 イ ンク・紙/30.4×19.2cm/フ ィラデル フィア美術 館

30.《 田舎 の ダ ンス （素 描 ）》/1883年 頃/鉛 筆 ・紙/24.5×12.3cm/オ ル セ ー美 術館 （ル ー ヴル美 術 館 素描 版 画部 保 管）

31.《 ポ ール ・ア ヴ ィラ ンの 肖像 》/1884年/油 彩 ・カ ンヴ ァス/57.5×43.2cm/ネ ル ソ ン=ア トキ ンズ美 術 館

32.《 ヴ ァル ジ ュモ ンの 子 ど もた ちの午 後 》/1884年/油 彩 ・カ ン ヴ ァス/127×173cm/ベ ル リン・ナ シ ョナ ル ・ギ ャ

　　　 ラ リー

33.《 麦 わ ら帽子 を かぶ った若 い娘 》/1884年/油 彩 ・カ ンヴ ァス/54.6×47cm/個 人蔵,日 本

34.《 髪 を編 む娘 》/1884年/油 彩 ・カ ンヴ ァス/57×47cm/ラ ング マ ッ ト財 団

35.《 若 い女 の 肖像》/1884年/油 彩 ・カ ン ヴ ァス/51×44cm/ラ ングマ ッ ト財 団

36.《 花 のあ る静 物》/1885年/油 彩 ・カ ン ヴ ァス/81.9×65.8cm/グ ッゲ ンハ イ ム美 術館

37.《 ア リー ヌ ・シ ャ リゴの 肖像 》/1885年/油 彩 ・カ ンヴ ァス/65.4×53.9cm/フ ィラデ ル フ ィア美 術館

38.《 麦 わ ら帽子 の少 女 》/1886年/油 彩 ・カ ンヴ ァス/48×37cm/呉 市立 美 術館

39.《 少 女 （シュザ ンヌ ・アダ ン嬢）》/1887年/パ ス テル ・紙/60.8×46cm/石 橋財 団 ブ リヂス トン美術 館

40.《 シュザ ンヌ ・ア ダ ン嬢 の 肖像》/1887年/パ ス テル ・紙/61×49cm/個 人 蔵

*41.《 腕 をぬ ぐう水浴 の女》/1884-85年/鉛 筆,イ ンク ・紙/26×21.5cm/オ ル セ ー美 術館 （ル ー ヴル 美術 館素 描 版 画

　　　部 保 管 ）

*42.《 〈大水 浴 〉の ため の習作1》/1884-87年 頃/グ ワ ッ シュ,イ ンク,鉛 筆 ・紙/32 .5×49.5cm/オ ル セー美 術 館 （ルー

　　　 ヴル美 術館 素 描版 画 部保 管 ）

43.《 〈大 水浴 〉の た めの習 作II》/1884-85年/鉛 筆 ・紙/27×43cm/リ チ ャー ド・J・エル カ スJr.夫 妻 蔵

44.《 〈大 水浴 〉の た めの習 作III》/1884-87年 頃/油 彩 ・カ ン ヴ ァス/62×95cm/個 人 蔵 ジュ ネー ヴ

45.《 〈大 水浴 〉の た めの習 作IV》/1884-87年 頃/赤 チ ョー ク,白 チ ョー ク ・紙/71×100cm/個 人蔵

46.《 化 粧 す る少 女》/1885年/油 彩 ・カ ン ヴ ァス/52×37cm/個 人 蔵,日 本

47.《 水 浴 の女 》/1885-87年 頃/赤 チ ョー ク,白 チ ョー ク ・紙/37×28cm/ヘ ル マ ン・シ ュナ ーベ ル氏 蔵

48.《 水 浴 の女 》/1887年/油 彩 ・カ ンヴ ァス/81.5×53cm/個 人蔵 東 京

49.《 母 と子 （ア リーヌ と息 子 ピエ ール）》/1886年/油 彩 ・カ ンヴ ァス/80×64cm/箱 根芦 ノ湖 美術 館 （ユ ニ マ ッ ト近

　　　代 絵 画 コ レク シ ョン）

50.《 母 と子 （習 作）》/1886年/イ ンク,赤 チ ョー ク・紙/71×53cm/姫 路市 立 美術 館 国富 奎三 コ レク シ ョン

51.《 収穫 》/1886年 頃/水 彩,ペ ン,イ ンク,鉛 筆 ・紙/34×31cm/オ ルセ ー美術 館 （ル ー ヴル美 術館 素描 版 画部 保 管）

52.《 牛 飼 い の娘》/1886-87年/油 彩 ・カ ンヴ ァス/53×64cm/個 人 蔵,日 本

53.《 泉 の そ ばの少 女 》/1887年/油 彩 ・カ ンヴ ァス/41×32.5cm/笠 間 日動 美術 館

54.《 読 書 す る少女 》/1887年/油 彩 ・カ ンヴ ァス/35.6×27.3cm/個 人蔵

55.《 葡 萄摘 みの昼 食 》/1888年 頃/油 彩 ・カ ンヴ ァス/55.8×47.7cm/ア ーマ ン ド・ハ マ ー ・コ レク シ ョン

56.《 ムー ル貝 採 り》/1888-89年 頃/油 彩 ・カ ンヴ ァス/56.5×46.5cm/個 人 蔵 東京

57.《 サ ン ト=ヴ ィク トワール 山》/1888-89年/油 彩 ・カ ンヴ ァス/53×64.1cm/イ エー ル大学 美 術館

58.《 樹木 の習作1》/1885-90年 頃/鉛 筆,水 彩 ・紙/14.5×23cm/オ ル セ ー美術 館 （ル ー ヴル美術 館 素描 版 画部 保 管）

*59.《 樹 木 の習 作II》/1885-90年 頃/水 彩 ・紙/14 .3×20cm/オ ル セ ー美 術館 （ル ー ヴル美 術 館素 描 版 画部 保 管）

60.《 花 と果 物 》/1889年 頃/油 彩 ・カ ン ヴ ァス/65.1×54cm/リ チ ャー ド・グ リー ン画 廊

61.《 大 きな夏 の花 か ご》/1890年/油 彩 ・カ ン ヴ ァス/63.5×79cm/個 人 蔵

62.《 リンゴ売 り》/1890年 頃/油 彩 ・カ ンヴ ァス/65.8×54.5cm/ク リー ヴ ラ ン ド美術 館

63.《 鎌 を持 つ女 》/1890年 頃/赤 チ ョー ク,白 チ ョー ク・紙/33.6×26cm/個 人 蔵

*64.《 帽子 の女》/1891年/油 彩 ・カ ンヴ ァス/56×46.5cm/国 立 西 洋美 術 館 松 方 コ レク シ ョ ン

65.《 果物 盆 を い ただ く裸 婦 》/1890-95年 頃/油 彩 ・カ ンヴ ァス/131×41.3cm/ア サ ヒビー ル株 式会 社

66.《 水浴 の女》/1891年/油 彩 ・カ ンヴ ァス/80.9×65.6cm/川 村 記念 美 術館

67.《 ピア ノを 弾 く少女 た ち》/1892年/油 彩 ・カ ンヴ ァス/116×90cm/オ ルセ ー美 術館
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関連事業

「イ ヴニ ング ・レク チ ャー:ル ノ ワール学 入 門」

火 ・木 曜 日　 18:15～19:00　 ホ ール

2001年2月13日

2001年2月15日

2001年2月20日

2001年2月22日

2001年2月27日

2001年3月 　1日

2001年3月 　6日

2001年3月 　8日

2001年3月13日

2001年3月15日

2001年3月20日

2001年3月22日

2001年3月27日

2001年3月29日

2001年4月 　3日

2001年4月 　5日

2001年4月10日

2001年4月12日

「本震 のみ ど こ ろ」　 宮 崎克 己

「本展 のみ ど ころ」　 宮 崎克 己

「ル ノワ ール と は何者 か 」

　 阿部 信 雄 氏 （美術評論家）

「ル ノワ ール の アル ジェ リア ・イ タ リア旅行 」

　 賀 川恭 子 氏 （美術史家）

「ル ノ ワール の コ レク タ ー:シ ャル パ ンテ ィエ家

とベ ラー ル家 を中 心 に」　 賀 川 恭子 氏

「本震のみどころ」　 福満葉子

「セーヌの印象派」　 島田紀夫 氏 （実践女子大学教授）

「ルノワールの裸婦」　 賀川恭子 氏

「ルノワールと日本」　 富山秀男

「モネとルノワール」　 賀川恭子 氏

「ルノワールと音楽（1）:〈ピアノを弾 く女性の主題を

めぐって〉」　 大森達次 氏 （女子美術大学教授）

「本震のみどころ」　 福満葉子

「印象派のグループ展」　 島田紀夫 氏

「ルノワールと音楽（2）:ワーグナーからオッフェン

バックへ」　 大森達次 氏

「ルノワールと日本」　 富山秀男

「描かれた子どもたち」　 阿部信雄 氏

「本震のみどころ」　 福満葉子

「ルノワールの描いた恋人たち」　 宮崎克己

イヴニ ング・レクチ ャー案 内はがき

広報記録:

新 聞 ・雑 誌:

　 C.B.LIDDELL,　 "Renoir　 revealed　 as　 reluctant　 revolutionary",　 Asahi　 Evening　 News,　 February　 16,　 2001

　 Linda　 INOKI,　 "Bridgestone　 Exhibition.　 Renoirls　 transition　 to　 Old　 Master",　 The　 JapanTimes,　 February　 18,

　 2001

　 Robert　 REED,　 "Early　 works　 offers　 insight　 into　 Renoir's　 career",　 The　 Daily　 Yomiuri,　 March　 1,　2001

　 深 井 晃 子 「モ ー ドの 画 家 ル ノ ワ ー ル 」 『日本 経 済 新 聞 』2001年3月10日 夕 刊

　 竹 田 博 志 「固 定 観 念 揺 さ ぶ る 実 験 性 　 ル ノ ワ ー ル 展 」『 日本 経 済 新 聞 』2001年3月16日

　 田 中 三 蔵 「巨 匠 の 試 行 錯 誤 た ど り新 鮮 一 ル ノ ワ ー ル 展 」『 朝 日新 聞 』2001年3月28日 夕 刊

テ レ ビ:

　 「新 日曜美 術館 」 日本 放 送協 会,2001年3月4日 放 送

　 「朝 日ニ ュ ース タ ー ・ニ ュー ス ジ ョ ッキ ー」 株 式会 社 衛星 チ ャ ンネル （朝 日ニ ュ ース タ ー）2001年3月7日 放 送
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<特集展示>

『レ ス タ ンプ ・オ リ ジナ ル』― 世 紀 末 フ ラ ンス の 版 画 革 命

2000年3月7日 （火 ）-6月4日 （日）

会 場:第1室,第2室

主 催:石 橋 財 団 ブ リヂス トン美 術 館/石 橋 財 団石 橋 美術 館

出品 内容:版 画98点

入 場者 総 数:16,739人 （1日平 均217人 ）

担 当=福 満 葉子

*館 報48号 （1999年 度）p.9-11参 照

オ リエ ン トの ガ ラ ス と陶 器

2000年10月6日 （金 ）-2001年1月12日 （金 ）

会 場:第1室,第2室

主 催:石 橋 財 団 ブ リヂス トン美術 館/石 橋 財 団石 橋美 術 館 別館

出品 内容:ガ ラス13点,土 器2点,陶 器44点 　計59点

入 場 者総 数:17,146人 （1日平 均214人 ）

担 当=坂 本 恭子

展覧会ポス ター

出品目録:

1.土 器

1.《幾 何 文 台付 鉢 》/イ ラ ン（テ ペ ・シアル ク）/紀 元前4千 年 紀 （シアル クIII期 ）/H.17.9cm,　 D.16.2cm/cat.no.15

2.《 嘴形 注 口把 手 付壼 》/イ ラ ン（イ ラ ン北部 ）/紀 元前1千 年 紀 （シアル クVI期 ）/H.9.1cm,　 W.19.2cm/cat.no.16

II.ガ ラ ス

3.《 梨 形 長 頸 瓶 》/シ リ ア ・パ レ ス チ ナ また は キ プ ロ ス/1世 紀 中 葉 （ロ ー マ 帝 国 ）/H.22.4cm,　 W.14.2cm/cat.no.1

4.《 梨 形 瓶 》/シ リ ア ・パ レス チ ナ ま た は キ プ ロ ス/1世 紀 後 半 （ロ ー マ帝 国 ）/H.12.8cm,　 W.9.4cm/cat.no.2

5.《 突 起 文 瓶 》/シ リア ・パ レ ス チ ナ/3世 紀 （ロ ー マ 帝 国 ）/H.11.2cm,　 W.7.3cm/cat.no.5

6.《 球 形 長 頸 瓶 》/シ リ ア ・パ レ ス チ ナ/2世 紀 中 葉-後 半 （ロ ー マ 帝 国 ）/H.19.9cm,　 W.14.7cm/cat.no.3

7.《 突 起 文 括 碗 》/シ リ ア ・パ レ ス チ ナ/3世 紀 中 葉-後 半 （ロ ー マ 帝 国 ）/H.8.6cm,　 W.11.7cm/cat.no.6

8.《 貼 付 紐 文 広 口 瓶 》/シ リア ・パ レ ス チ ナ/4世 紀 前 半 （ロ ー マ帝 国 ）/H.11.3cm,　 W.8.7cm/cat.no.7

9.《 貼 付 紐 文 広 口 瓶 》/シ リア ・パ レ ス チ ナ/4世 紀 前 半 （ロ ー マ帝 国 ）/H.7.8cm,　 W.7.3cm/cat.no.8

10.《 円 筒 形 把 手 付 瓶 》/シ リア ・パ レ ス チ ナ/4世 紀 初 頭 一中 葉 （ロ ー マ 帝 国 ）/H.24.8cm,　 W.10.4cm/cat.no.10

11.《 脚 台 把 手 付 瓶 》/シ リア ・パ レ ス チ ナ/4世 紀 （ロ ー マ 帝 国 ）/H.44.3cm,　 W.17.7cm/cat.no.9

12.《 大 皿 》/エ ジプ ト/4世 紀/H.5.8cm,　 D.34.8cm/cat.no.11

13.《 貼 付 幾 何 文 長 杯 》/イ ラ ン （イ ラ ン北 部 ）/2-3世 紀 （パ ル テ ィ ア 朝 ま た は サ ー サ ー ン朝 ）/H.22.7cm,　 W.9.5cm/

　　　cat.no.4
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14.《 円 形切 子碗 》/イ ラ ク/6世 紀 前 半 （サ ーサ ー ン朝 ）/H.8.8cm,　 D.11.8cm/cat.no.12

15.《 貼 付線 文 鼓形 把手 付 瓶 》/イ ラ ン（イ ラ ン北 部 ）/10世 紀 末 （ガ ズ ニ朝 ）/H.19.2cm,　 W.14.1cm/cat.no.13

III.陶 器

16.《 青 緑 釉 耳 付 壺 》/イ ラ ク また は イ ラ ン/5-7世 紀 （サ ー サ ー ン朝 ）/H.17.5cm,　 W.22.4cm/cat.no.18

17.《 青 緑 釉 耳 付 壼 》/シ リア/7世 紀?/H.26.4cm,　 W.21.1cm/cat.no.19

18.《 青 緑 釉 鉢 》/イ ラ ン/12=13世 紀/H.8.6cm,　 D.21.3cm/cat.no.26

19.《 白 地 多 彩 鳥 文 鉢 》/イ ラ ン（サ ー リー ）/10-11世 紀/H.6.8cm,　 D.18.1cm/cat.no.22

20.《 白 掻 落 象 文 鉢 》/イ ラ ン （ガ ル ス ）/11-12世 紀 （セ ル ジ ュ ー ク 朝 ）/H.12.0cm,　 D.28.5cm/cat.no.23

21.《 青 粗 刻 線 文 輪 花 鉢 》/イ ラ ン/11世 紀 後 半 一12世 紀 （セ ル ジ ュ ー ク朝 ）/H.9.1cm,　 D.20.0cm/cat.no.24

22.《 紫 釉 螢 手 刻 線 文 鉢 》/イ ラ ン/12世 紀 （セ ル ジ ュ ー ク 朝 ）/H.7.8cm,　 D.19.0cm/cat.no.25

23.《 青 緑 釉 藍 黒 彩 花 文 瓶 》/イ ラ ン/13世 紀 （セ ル ジ ュ ー ク朝 ）/H.31.4cm,　 W.18.6cm/cat.no.39

24.《 青 緑 釉 文 字 文 鉢 》/イ ラ ン/12-13世 紀/H.8.6cm,　 D.22.8cm/cat.no.27

25.《 青 緑 釉 黒 掻 落 花 文 鉢 》/イ ラ ン/12-13世 紀/H.8.4cm,　 D.19.7cm/cat.no.28

26.《 藍 釉 黒 彩 魚 文 鉢 》 イ ラ ン （ス ル タ ー ナ バ ー ド）/13世 紀 後 半 一14世 紀 前 半 （イ ル ・ハ ー ン朝 ）/H.10.7cm,　 D.21.6cm/

　　　cat.no.45

27.《 白 地 藍 緑 彩 花 文 鉢 》/イ ラ ン （ス ル タ ー ナ バ ー ド）/13世 紀 後 半 一14世 紀 前 半 （イ ル ・ハ ー ン 朝 ）/H.11.2cm,

　 　 D.21.6cm/cat.no.46

28.《 青 釉 黒 彩 花 文 鉢 》/イ ラ ン（スル タ ーナ バ ー ド）/13世 紀 後 半=14世 紀 前 半 （イ ル ・ハ ー ン朝 ）/H.10.4cm,　 D.21.3cm/

　　　cat.no.47

29.《 藍 釉 黒 彩 花 鳥 文 鉢 》/イ ラ ン （カ ー シ ャ ー ン）/13世 紀/H.7.2cm,　 D.15.9cm/cat.no.33

30.《 白 地 藍 黒 彩 花 文 鉢 》/イ ラ ン/13世 紀/H.8.8cm,　 D.20.5cm/cat.no.34

31.《 白 釉 螢 手 花 文 鉢 》/イ ラ ン/18世 紀 （サ フ ァ ヴ ィ ー 朝 一カ ー ジ ャ ー ル 朝 ）/H.6.5cm,　 D.19.2cm/cat.no.54

32.《 青 緑 釉 黒 彩 花 文 把 手 付 壺 》/シ リ ア （ラ ッ カ?）/13世 紀/H.16.1cm,　 W.13.1cm/cat.no.37

33.《 青 緑 釉 把 手 付 壼 》/シ リ ア/13-14世 紀/H.12.9cm,　 W.13.9cm/cat.no.42

34.《 青 緑 釉 黒 彩 蔓 草 文 八 耳 壼 》/イ ラ ン ま た は シ リア/13-14世 紀/H.18.1cm,　 W.22.8cm/cat.no.43

35.《 青 緑 釉 黒 彩 壼 》/イ ラ ン また は シ リア/13-14世 紀/H.24.3cm,　 W.17.5cm/cat.no.38

36.《 ラ ス タ ー 彩 人 物 文 鉢 》/イ ラ ン/13世 紀/H.6.5cm,　 D.17.4cm/cat.no.30

37.《 ラ ス タ ー 彩 幾 何 文 鉢 》/イ ラ ン/13世 紀/H.6.8cm,　 W.15.5cm/cat.no.31

38.《 ラ ス タ ー 彩 草 花 文 輪 花 鉢 》/イ ラ ン/13世 紀 後 半 （イ ル ・ハ ー ン朝 ）/H.9.5cm,　 D.15.3cm/cat.no.32

39.《 ラ ス タ ー 彩 草 花 文 皿 》/ス ペ イ ン/16世 紀?（ イ ス パ ニ ア 王 国?）/H.6.0cm,　 D.37.8cm/cat.no.参 考1

40.《 ラ ス タ ー 彩 蔓 草 文 四 耳 壼 》/ス ペ イ ン/16世 紀?（ イ ス パ ニ ア 王 国?）/H.22.0cm,　 W.17.9cm/cat.no.参 考4

41.《 ラ ス タ ー 彩 蔓 草 文 瓶 》/ス ペ イ ン/17世 紀?（ イ ス パ ニ ア 王 国?）/H.22.8cm,　 W.9.0cm/cat.no.参 考9

42.《 青 緑 釉 ラ ン プ 》/エ ジ プ ト/13-14世 紀 （マ ム ル ー ク朝 ）/H.8.5cm,　 W.12.6cm/cat.no.40

43.《 青 緑 釉 ラ ン プ 》/エ ジ プ ト/13-14世 紀 （マ ム ル ー ク朝 ）/H.8.1cm,　 W.11.1cm/cat.no.41

44.《 青 緑 釉 黒 彩 花 文 皿 》/シ リア/15-16世 紀/H.7.0cm,　 D.26.5cm/cat.no.50

45.《 白 釉 多 彩 花 文 瓶 》/ト ル コ （キ ュ タ フ ィ ア）/17世 紀/H.17.1cm,　 W.8.2cm/cat.no.53

46.《 多 彩 粗 刻 線 文 鉢 》/イ ラ ク/9-10世 紀/H.7.7cm,　 D.22.6cm/cat.no.20

47.《 多 彩 釉 刻 線 文 台 付 鉢 》/東 地 中 海 地 方/12-13世 紀?（ ビ ザ ン ツ 帝 国?）/H.9.2cm,　 D.14.5cm/cat.no.29

48.《 白 盛 上 花 鳥 文 鉢 》/イ ラ ン（ス ル タ ー ナ バ ー ド）/13-14世 紀 （イ ル ・ハ ー ン朝 ）/H.8.2cm,　 D.15.9cm/cat.no.44

49.《 青 釉 文 字 文 鉢 》/イ ラ ン/13世 紀 後 半-14世 紀 前 半 （イ ル ・ハ ー ン朝 ）/H.8.9cm,　 D.16.0cm/cat.no.48

50.《 白 地 藍 彩 花 蔓 草 文 壺 》/イ ラ ン また は トル コ/17世 紀/H.12.2cm,　 W.11.4cm/cat.no.52

51.《 白 地 藍 彩 花 鳥 文 鉢 》/イ ラ ン/17世 紀 （サ フ ァ ヴ ィ 一 朝 ）/H.5.6cm,　 D.11.4cm/cat.no.51

52.《 白 釉 刻 線 文 鉢 》/イ ラ ン/18世 紀 （サ フ ァ ヴ ィ ー 朝 一カ ー ジ ャ ー ル 朝 ）/H.5.4cm,　 D.12.8cm/cat.no.55

53.《 白 地 多 彩 花 鳥 文 鉢 》/イ ラ ン/18-19世 紀 （カ ー ジ ャ ー ル 朝 ）/H.8.5cm,　 D.18.4cm/cat.no.56

54.《 白 地 多 彩 人 物 草 花 文 タ イ ル 》/イ ラ ン/19世 紀 （カ ー ジ ャ ー ル 朝 ）/26.3×35.1cm/cat.no.59

55.《 青 釉 黒 彩 草 花 文 鉢 》/イ ラ ン?/19世 紀 （カ ー ジ ャ ー ル 朝 ）/H.9.6cm,　 D.18.5cm/cat.no.57

56.《 白 地 多 彩 狩 猟 文 柑 子 口 瓶 》/イ ラ ン/19世 紀 （カ ー ジ ャ ー ル 朝 ）/H.17.5cm,　 W.13.5cm/cat.no.58

57.《 白 地 多 彩 騎 馬 人 物 文 角 瓶 》/イ ラ ン/20世 紀 初 頭 （カ ー ジ ャ ー ル 朝 ）/11.7×6.9×27.1cm/cat.no.63
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58.《 白 地 刻 線 花 文 鉢 》/イ ラ ン（カ ス ピ海 南 岸 地 方 ）/11世 紀/H.8.4cm,　 D.19.7cm/cat.no.21

59.《 白 地 多 彩 人 物 文 鉢 》/イ ラ ン/13世 紀?/H.9.7cm,　 D.22.4cm/cat.no.35

*出 品作 品 はす べ て ブ リヂ ス トン美 術館 蔵 。 た だ し石橋 美 術館 別 館 に巡 回後 ,同 美術 館 に移 管 され た （→p.64－65） 。

19.《 白地多彩鳥文鉢》

関連事業:

土曜講座 「ガラスと陶器の物語」→p.27

広報記録:

「museum東 西 文 化 に ない魅 力 」『館 林 ニ ュ ース シ ャ トル 』上 毛 新 聞社,2000年12月3日
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<コ ー ナー展 示>

レ ン ブ ラ ン トか らア ン グ ル まで=館 蔵 品 を 中心 に

2000年6月8日 （木 ）-8月27日 （日）

会場:第1室

出 品内 容:油 彩7点,水 彩1点,木 炭1点,鉛 筆2点,銅 版 画5点 　計16点

入場 者 総数:17,188人 （1日平均246人 ）

担 当=中 田裕 子

5.ジ ャ ン=パ テ ィス ト・パ テ ル 《水 浴 》

出品目録：

1.グ レ ゴ リ オ ・ラ ッザ リ一 二 《黄 金 の 子 牛 の 礼 拝 》/1700-07年 頃/油 彩 ・カ ン ヴ ァ ス/91.2×148.4cm

2.ア ン トニ ー ・ヤ ン ス ゾ ー ン ・フ ァ ン ・デ ル ・ク ロ ー ス 《レイ ス ウ ェ イ ク 城 》/油 彩 ・板/59.4×89.2cm

3.レ ン ブ ラ ン ト・フ ァ ン ・レイ ン 《聖 書 あ る い は 物 語 に 取 材 し た 夜 の 情 景 》/1626-28年/油 彩 ・銅 板/22.1×17.1cm

4.レ ン ブ ラ ン ト・フ ァ ン ・レ イ ン 《ミネ ル ヴ ァ》/1635年/油 彩 ・カ ン ヴ ァ ス/137.0×115.0cm/個 人 蔵

5.ジ ャ ンーバ テ ィ ス ト・パ テ ル 《水 浴 》/油 彩 ・カ ン ヴ ァ ス/56.7×65.5cm

6.ト マ ス ・ゲ ン ズ バ ラ 《婦 人 像 》/油 彩 ・カ ン ヴ ァ ス/77.7×64.1cm

7.ジ ャ ンーオ ー ギ ュ ス ト=ド ミニ ク ・ア ン グ ル 《若 い 女 の 頭 部 》/油 彩 ・カ ン ヴ ァ ス/40.8×32.3cm

8.ド メ ニ コ ・ロ ブ ス テ イ 《競 技 者 の 素 描 》/鉛 筆,淡 彩 ・紙/34.8×13.7cm

9.カ ミー ユ ・コ ロ ー 《風 景 》/木 炭 ・紙/46.6×30.6cm

10.ジ ャ ン=オ ー ギ ュ ス ト=ド ミ ニ ク ・ア ン グ ル 《足 の 習 作 》/鉛 筆 ・紙/16.0×19.9cm/個 人 蔵

11.ウ ジ ェ ー ヌ ・ドラ ク ロ ワ 《馬 習 作 》/水 彩 ・紙/19.9×24.9cm

12.レ ン ブ ラ ン ト・フ ァ ン ・レイ ン 《帽 子 と 衿 巻 を 着 け た 暗 い 顔 の レ ン ブ ラ ン ト》/1633年/エ ッチ ン グ/13.3×10.4cm

13.レ ン ブ ラ ン ト・フ ァ ン ・レイ ン 《聖 母 の 死 》/1639年/エ ッ チ ン グ,ド ラ イ ポ イ ン ト・和 紙/39.5×31.5cm

14.レ ン ブ ラ ン ト・フ ァ ン ・レイ ン 《大 き な 樹 と小 屋 の あ る 風 景 》/1641年/エ ッ チ ン グ/12.5×32.0cm

15.レ ン ブ ラ ン ト・フ ァ ン ・レ イ ン 《版 画 商 ク レ メ ン ト・デ ・ヨ ン ゲ 》/1651年/エ ッ チ ン グ,ド ラ イ ポ イ ン ト,ビ ュ ラ ン/

　 　 21.0×16.3cm

16.レ ン ブ ラ ン ト・フ ァ ン・レイ ン 《説 教 す る キ リス ト》/1652年 頃/エ ッチ ング,ド ラ イ ポイ ン ト,ビ ュ ラ ン/15.5×20.6cm

*所 蔵 の 標記 のな い作 品 は,す べ て ブ リヂ ス トン美 術 館蔵 。
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巨 匠 た ち の 素 顔 一 水 彩 ・素 描 の 魅 力

2000年6月8日 （木 ）-8月27日 （日）

会 場:第2室

出 品 内容:パ ス テル3点,グ ワ ッシュ5点,テ ンペ ラ1点,水 彩17点,

　　 　　 　 ク レ ヨ ン2点,墨2点,木 炭1点,鉛 筆10点,イ ンク1点

　　 　　 　計42点

入 場者 総 数:17,188人 （1日平 均246人 ）

担 当=中 田裕 子

41.猪 熊弦一郎 《夜の猫》

出品目録:

1.ギ ュ ス タ ー ヴ ・モ ロ ー 《化 粧 》/1885-90年 頃/グ ワ ッ シ ュ,水 彩 ・紙/33.0×19.3cm

2.エ ド ゥ ワ ー ル ・マ ネ 《メ リ ー ・ロ ー ラ ン》/1882年/パ ス テ ル ・カ ン ヴ ァ ス/41.6×37.1cm

3.エ ドガ ー ・ドガ 《踊 り の 稽 古 場 に て 》1895-98年/パ ス テ ル ・紙/45.9×89.8cm

4.エ ドガ ー ・ドガ 《浴 後 》/1900年 頃/パ ス テ ル ・紙/62.7×68.5cm

5.エ ドガ ー ・ドガ 《踊 り子 》/鉛 筆,油 彩 ・紙/27.7×21.8cm

6.ポ ー ル ・セ ザ ン ヌ 《水 浴 》/1865-70年 頃/水 彩 ・紙/19.9×11.1cm/個 人 蔵

7.オ デ ィ ロ ン ・ル ド ン 《裸 婦 》/鉛 筆,パ ス テ ル ・紙/59.8×68.Ocm

8.オ ー ギ'ユ ス ト・ロ ダ ン 《裸 婦 》/鉛 筆,淡 彩 ・紙/17.8×11.5cm

9.エ ミー ル ーア ン ト ワ ー ヌ ・ブ ー ル デ ル 《レ ダ と 白 鳥 》/水 彩,ペ ン と イ ン ク ・厚 紙/18.2×13.1cm

10.エ ミー ル=ア ン トワ ー ヌ ・ブ ー ル デ ル 《ク ロ ノ ス 》/グ ワ ッ シ ュ,ペ ン と イ ン ク ・紙/16.4×20.9cm

11.エ ミー ル ーア ン トワ ー ヌ ・ブ ー ル デ ル 《傷 つ け る 精 を 運 ぶ ケ ン タ ウ ロ ス》/水 彩,ペ ン と イ ン ク ・紙/15.7×20.2cm

12.ポ ー ル ・シ ニ ャ ッ ク 《ラ ・ロ シ ェ ル 》/水 彩,鉛 筆 ・紙/20.8×27.Ocm

13.ポ ー ル ・シ ニ ャ ッ ク 《プ テ ィ ・タ ン ド リー 》/水 彩,コ ン テ ・紙/26.7×39.4cm

14.ア ン リ ・マ テ ィ ス 《リ ュ リュ と 犬 》/1931年/ペ ン と イ ン ク ・紙/55.4×44.8cm

15.ジ ョ ル ジ ュ ・ル オ ー 《風 景 》/1913年/水 彩 ・紙/20.4×30.9cm

16.ア ル ベ ー ル ・マ ル ケ 《ハ ン ブ ル ク の 四 輪 馬 車 》/1906年/墨 ・紙/20.5×26.7cm

17.ラ ウ ル ・デ ュ フ ィ 《ロ ア ジ ス 》/1921年/鉛 筆 ・紙/45.6×56.Ocm

18.ラ ウ ル ・デ ュ フ ィ 《開 か れ た 窓 の 静 物 》/水 彩 ・紙/46.2×58.8cm

19.パ ウ ル ・ク レ ー 《冬 》/1932年/水 彩 ・紙/48.0×42.Ocm/個 人 蔵

20.ア ン ド レ ・デ ュ ノ ワ イ エ ・ド・ス ゴ ン ザ ッ ク 《風 景 》/水 彩 ・紙/49.9×56.9cm

21.マ ル ク ・シ ャ ガ ー ル 《ヴ ァ ン ス の 新 月 》/1955-56年/グ ワ ッ シ ュ ・紙/64.9×50.1cm

22.オ シ ッ プ ・ザ ッ キ ン 《三 つ の 冒 険 》/1951年/グ ワ ッ シ ュ ・紙/65.2×49.7cm

23.マ リ ノ ・マ リー 二 《馬 と 騎 手 》/1954年/テ ン ペ ラ ・紙/61.7×42.8cm

24.ヘ ン リー ・ム ア 《フ ァ ミ リ ー ・グ ル ー フ の゚ た め の 習 作 》/1949年 頃/鉛 筆,ワ ッ ク ス ・ク レ ヨ ン,水 彩,ペ ン と イ ン ク ・

　 　 紙/29.2×24.1cm

25.ヘ ン リ ー ・ム ア 《プ ロ メ テ ウ ス の 頭 部 》/1950年 頃/鉛 筆,ワ ッ ク ス ・ク レ ヨ ン,ク レ ヨ ン,水 彩,ペ ン と イ ン ク,グ

　 　 ワ ッ シ ュ ・紙/35.0×27.4cm

26.ザ オ ・ウ ー キ ー 《サ ヴ ァ ンナ （草 原 ）》/1952年/水 彩,ペ ン と イ ン ク ・紙/33.2×37.4cm

27.ピ エ ー ル ・ア レ シ ン ス キ ー 《木 の 根 》/1954年/水 彩,ペ ン と イ ン ク ・紙/31.8×47.9cm

28.浅 井 忠、 《ヴ ェ ネ ッ ィ ア 》/1902年/水 彩 ・紙/36.2×25.1cm

29.原 田 直 次 郎 《外 国 の 男 》/1889年/鉛 筆,ペ ン と イ ン ク ・紙/27.5×24.5cm

30.原 田 直 次 郎 《風 景 》/水 彩 ・紙/9.3×22.6cm

31.藤 島 武 二 《裸 婦 》/1906-07年/鉛 筆 ・紙/31.1×23.8cm

32.藤 島 武 二 《臥 裸 婦 》/1906-07年/鉛 筆 ・紙/23.8×31.1cm
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33.山 下 新太 郎 《婦 人 像》/1906年/木 炭 ・紙/31.9×24.0cm

34.山 下 新太 郎 《パ リの 画室 にて》/1908年/鉛 筆 ・紙/18.3×10.7cm

35.山 下 新 太郎 《靴 の女》/1910年/鉛 筆,水 彩 ・紙/16.0×11.6cm

36.青 木 繁 《子 守》/1904年 頃/鉛 筆 ・紙/17.2×10.6cm

37.安 井 曾 太郎 《馬 （『徳 田秋声 選 集』表紙 絵 ）》/1948年/鉛 筆 グワッシュ,コ ラージュ,墨 ・厚紙/18.7×29.0cm/個 人蔵

38.岸 田劉生 《麗 子坐 像 》/1920年/水 彩 ・紙/34.5×47.5cm

39.猪 熊 弦一 郎 《犬》/1954年/ペ ンと墨,水 彩,グ ワ ッシ ュ・紙/47.3×62.5cm/石 橋 財 団石 橋 美術 館

40.猪 熊 弦一 郎 《犬 と猫 》/1954年/筆 と墨,ペ ンと墨,水 彩,鉛 筆 ・紙/50.3×65.0cm/石 橋財 団 石橋 美 術館

41.猪 熊 弦一 郎 《夜 の猫 》/1954年/水 彩,ペ ンとイ ンク,墨,グ ワ ッ シュ,鉛 筆 ・紙/42.3×54.4cm

42.香 月 泰 男 《え さ や り》/墨,パ ステ ル,鉛 筆 ・紙/52.5×31.9cm

*所 蔵 の標 記 の ない作 品 は,す べ て ブ リヂ ス トン美 術 館 蔵。
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リク エ ス ト月 間 － 贋 作 だ っ て お 見 せ し ま す …

2000年8月30日 （水）=10月1日 （日）

会場:第1室 一第3室

出 品 内容:絵 画47点,版 画15点,彫 刻3点,ガ ラス2点 　 計67点

入場 者 総数:7,932人 （1日平 均274人 ）

担 当=宮 崎克 己,塚 田美 香子

出品目録:

1.エ ジ プ ト（フ ァ イ ユ ー ム ） 《婦 人 の ミ イ ラ 肖 像 》/1世 紀/蝋 画 ・板/26.2×12.4cm

2.中 国 《仏 頭 》/唐 時 代/石/H.11.8cm

3.北 部 フ ラ ンス 《キ リ ス トの 顔 》/14世 紀/木/H.39.Ocm

4.三 連 祭 壇 画 《デ イ シ ス 図 》/ビ ザ ン テ ィ ン様 式/テ ン ペ ラ ・板/40.0×58.Ocm

5.レ ン ブ ラ ン ト・フ ァ ン ・レイ ン 《聖 書 あ る い は物 語 に 取 材 した 夜 の 情 景 》/1626-28年/油 彩 ・銅 板/22.1×17.1cm

6.ジ ャ ン=パ テ ィス ト・パ テ ル 《水 浴 》/油 彩 ・カ ン ヴ ァ ス/56.7×65.5cm

7.カ ミー ユ ・コ ロ ー 《イ タ リア の 女 》/1826=28年/油 彩 ・カ ン ヴ ァ ス/33.4×21.3cm

8.カ ミー ユ ・コ ロ ー 《オ ル レ ア ン風 景 》/1845=50年/油 彩 ・板/26.9×37.3cm

9.ジ ャ ンーフ ラ ン ソ ワ ・ミ レ ー 《乳 し ぼ り の 女 》/1854-60年/油 彩 ・カ ン ヴ ァ ス/59.0×72.4cm

10.ギ ュ ス タ ー ヴ ・ク ー ル ベ 《石 切 り場 の 雪 景 色 》/1870年 頃/油 彩 ・カ ン ヴ ァ ス/43.0×60.2cm

11.ジ ョ ン ・ラ ス キ ン 《ば ら》/油 彩 ・鉄 板/28.6×35.8cm

12.ジ ョ ー ジ ・ス ミス 《婦 人 像 》/1866年/油 彩 ・板/56.0×40.1cm

13.ア ル フ レ ッ ド ・シ ス レー 《サ ンーマ メ ス の ラ ・ク ロ ワーブ ラ ン シ ュ》/油 彩 ・カ ン ヴ ァ ス/54.4×73.5cm

14.ポ ー ル ・セ ザ ン ヌ 《鉢 と牛 乳 入 れ 》/1873=77年/油 彩 ・カ ン ヴ ァ ス/20.0×18.1cm

15.オ デ ィ ロ ン ・ル ド ン 《ス テ フ ァ ン ・マ ラ ル メ の 「骰 子 一 擲 』 の た め の 挿 絵 》/1900年/リ トグ ラ フ/30.0×24.5cm

　 　 （image）;38.1×28.1cm（paper）

16.ク ロ ー ド・モ ネ 《ア ル ジ ャ ン ト ゥ イ ユ 》/1874年/油 彩 ・カ ン ヴ ァス/43.0×70.Ocm

17.ク ロ ー ド・モ ネ 《霧 の テ ー ム ズ 河 》/1899-1901年/パ ス テ ル ・紙/31.1×48.Ocm

18.モ ネ の 贋 作 《セ ー ヌ 河 》/油 彩 ・カ ン ヴ ァ ス/21.7×26.3cm

19.ピ エ ー ル ーオ ー ギ ュ ス ト・ル ノ ワ ー ル 《裸 婦 》/1908年/コ ン テ ・紙/31.9×17.2cm

20.ピ エ ー ル ーオ ー ギ ュ ス ト・ル ノ ワ ー ル 《青 帽 子 の 女 》/1917年 頃/油 彩 ・カ ン ヴ ァ ス/25.7×23.3cm

21.エ ミ ー ル ・ガ レ 《蜻 蛉 文 花 瓶 》/1880=1900年 頃/ガ ラ ス/H.27.9cm

22.エ ミー ル ・ガ レ 《野 草 文 花 瓶 》 （一 対 ）/ガ ラ ス/H.38.3cm

23.ゴ ー ガ ン の 贋 作 《若 い 女 の 顔 》/油 彩 ・カ ン ヴ ァ ス/46.0×38.2cm

ゴーガ ンの贋作 　解説 パネル （右 はX線 写真） 23.ゴ ーガ ンの贋作 《若い女の顔》
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24.エ ドヴ ァル ト・ム ン ク 《病 め る少 女 》/1894年/ド ライ ポ イ ン ト,ル ー レ ッ ト/36.0×26.7cm（image）;59.8×44.1cm

　 　 （paper）

25.ア ン リ ・ド・トゥル ー ズ=ロ ー ト レ ック 《ム ー ラ ン ・ル ー ジ ュ,ラ ・グ ー リュ》/1891年/リ トグ ラ フ/166.9×123.0cm

　 　 （image）

26.ア ン リ ・ド・ト ゥル ー ズ ーロ ー ト レ ッ ク 《エ グ ラ ン テ ィ ー ヌ 嬢 一 座 》/1896年/リ ト グ ラ フ/61.6×79.3cm（image）;

　 　 61.9×79.3cm（paper）

27.ア ン リ・マ テ ィ ス 《静 物 》/1903年/油 彩 ・カ ン ヴ ァ ス/7.0×9.0cm/個 人 蔵

28.ア ン リ ・マ テ ィ ス 《オ ダ リス ク 》/1926年/油 彩 ・カ ン ヴ ァ ス/55.5×46.8cm

29.モ ー リス ・ドニ 《バ ッ カ ス 祭 》/1920年/油 彩 ・カ ン ヴ ァ ス/99.2×139.5cm

30.ジ ョル ジ ュ ・ル オ ー 《芝 居 の 呼 込 》/1906年/油 彩 ・紙/28.1×45.0cm/個 人 蔵

31.ジ ョル ジ ュ ・ル オ ー 《赤 鼻 の ク ラ ウ ン》/1925-29年/油 彩 ・紙/75.0×52.0cm/個 人 蔵

32.ジ ョル ジ ュ ・ル オ ー 《裁 判 所 の キ リス ト》/1935年/油 彩 ・紙/75.0×105.0cm/個 人 蔵

33.ジ ョル ジ ュ ・ル オ ー 《エ ル サ レ ム へ の 途 上 》/1953年/油 彩 ・紙/70.0×55.0cm/個 人 蔵

34.シ ャル ル ・デ ス ピ オ 《ク ラ ーク ラ 》/1919年/ブ ロ ン ズ/H.27.0cm

35.ア ル ベ ー ル ・マ ル ケ 《道 行 く人,ラ ・フ レ ッ ト》/1946年/油 彩 ・カ ン ヴ ァ ス/54.0×65.1cm

36.ラ ウ ル ・デ ュ フ ィ 《ポ ワ レの 服 を 着 た モ デ ル た ち,1923年 の 競 馬 場 》/1943年/油 彩 ・カ ン ヴ ァス/45.6×109.8cm

37.ラ ウ ル ・デ ュ フ ィ 《ドー ヴ ィ ル の 突 堤 》/油 彩 ・カ ン ヴ ァ ス/54.3×80.9cm

38.ケ ー ス ・ヴ ァ ン ・ド ンゲ ン 《シ ャ ンゼ リ ゼ 大 通 り》/1924-25年/油 彩 ・カ ン ヴ ァ ス/68.0×52.2cm

39.パ ウ ル ・ク レ ー 《ホ フ マ ン風 物 語 の 情 景 》/1921年/リ トグ ラ フ/31.7×23.0cm（image）;35.2×26.5cm（paper）

40.ア ン ドレ ・ドラ ン 《聖 母 子 》/1913年 頃/油 彩 ・板/27.0×21.6cm

41.パ ブ ロ ・ピ カ ソ 《カ ップ と ス プ ー ン》/1922年/油 彩 ・カ ン ヴ ァ ス/16.0×27.2cm

42.パ ブ ロ ・ピ カ ソ 《 『ヴ ォ ラ ー ル の た め の 連 作 集 』96鳩 を 持 っ た 少 女 に 導 か れ る盲 目 の ミ ノ タ ウ ロ ス 》/1934年/エ ッ

　 　 チ ン グ/23.8×29.8cm（image）;34.0×45.0cm（paper）

43.パ ブ ロ ・ピ カ ソ 《茄 子 》/1946年/油 彩,グ ワ ッ シ ュ ・紙/51.1×66.2cm

44.モ ー リ ス ・ユ ト リ ロ 《サ ンー ドニ 運 河 》/1906-08年/油 彩 ・紙/53.4×74.5cm

45.モ ー リ ス ・ユ ト リ ロ 《パ リの ア ン ジ ュ ー 河 岸 》/1929年/油 彩 ・カ ン ヴ ァ ス/100.0×81.3cm

46.モ ー リ ス ・ユ ト リ ロ 《ム ー ラ ン ・ド・ラ ・ギ ャ レ ッ ト》/1933年/鉛 筆,パ ス テ ル ・厚 紙/26.4×30.0cm

47.マ リー ・ロ ー ラ ン サ ン 《女 と 犬 》/1923年 頃/油 彩 ・カ ン ヴ ァス/81.1×65.2cm

48.マ リー ・ロ ー ラ ン サ ン 《手 鏡 を 持 つ 女 》/1937年 頃/油 彩 ・カ ン ヴ ァ ス/46.3×38.4crn

49.ア メ デ オ ・モ デ ィ リア 一 二 《D氏 の 肖 像 》/鉛 筆 ・紙/42.3×26.0cm

50.ベ ン ・シ ャ ー ン 《「リル ケ 「マ ル チ の 手 記 」 よ り 一 行 の 詩 の た め に … 』VI小 さ な 草 花 の た た ず ま い 》/1968年 刊 行/

　 　 リ ト グ ラ フ/44.2×37.0cm（image）;57.4×44.8cm（paper）

51.ベ ン ・シ ャ ー ン 《「リル ケ 「マ ル チ の 手 記 」 よ り 一 行 の 詩 の た め に … 』　XVI星 くず と と も に 消 え 去 っ た 旅 寝 の 夜 々 》/

　 　 1968年 刊 行/リ トグ ラ フ/44.7×41.2cm（image）;57.3×45.2cm（paper）

52.ア ル ベ ル ト ・ジ ャ コ メ ッ テ イ 《ア ン ネ ッ トの 顔 》/1955年/エ ッ チ ン グ/20.8×6.0cm（image）;43.1×21.7cm

　 　 （paper）

53.ジ ャ ン ・デ ュ ビ ュ ッ フ ェ 《暴 動 》/1961年/油 彩 ・カ ン ヴ ァ ス/105.0×80.8cm

54.ベ ル ナ ー ル ・ビ ュ ッ フ ェ 《ア ナ ベ ル 夫 人 像 》/1961年/油 彩 ・カ ン ヴ ァス/130.5×97.5cm

55.黒 田 清 輝 《杣 》/1912年 頃/油 彩 ・カ ン ヴ ァ ス/80.4×60.5cm

56.藤 田 嗣 治 《巴 里 風 景 》/1918年/油 彩 ・カ ン ヴ ァス/46.0×55.2cm

57.藤 田 嗣 治 《横 た わ る女 と 猫 》/1932年/油 彩 ・カ ン ヴ ァ ス/65.0×100.0cm

58.藤 田 嗣 治 《カ ル ポ ー の 公 園 》/1940年/油 彩 ・カ ン ヴ ァ ス/31.8×40.9cm

59.岸 田 劉 生 《麗 子 像 》/1922年/テ ンペ ラ ・カ ン ヴ ァ ス/41.0×31.9cm

60.猪 熊 弦 一 郎 《Sky　 Triangle》 　/　1968年/油 彩 ・カ ン ヴ ァ ス/127.2×102.0cm

61.猪 熊 弦 一 郎 《ス ペ ー ス 旅 行 基 地 》/1986年/油 彩 ・カ ン ヴ ァ ス/111.8×96.0cm

62.浜 口 陽 三 《『6枚 の カ ラー ・メ ゾチ ン ト』 さ く らん ぼ 》/1978年/メ ゾチ ン ト/11.5×11.5cm（image）;28.4×19.1cm

　 　 （paper）

63.柄 沢 齊 《『古 生 代 の 夢 』1海 百 合 花 》/1977年/木 口 木 版/12.7×4.2cm（image）;28.4×19.2cm（paper）

64.柄 沢 齊 《『古 生 代 の 夢 』2放 散 虫 》/1977年/木 口 木 版/7.1×7.0cm（image）;28.4×19.2cm（paper）
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65.柄 沢 齊 《「古 生代 の夢』3歯 朶 》/1977年/木 口木版/12.7×3.6cm（image）;28.4×19.2cm（paper）

66.柄 沢 齊 《『古 生代 の夢』4菊 石 》/1977年/木 口木版/6.7×8.6cm（image）;28.3×19.1cm（paper）

67.柄 沢 齊 《『古 生代 の夢』5甲 冑魚》/1977年/木 口木 版/14.4×4.3cm（image）;28.3×19.1cm（paper）

*所 蔵 の標 記 の な い作 品 は,す べて ブ リヂス トン美術 館 蔵。

リク エス ト集 計:

募集期間5月初旬～8月17日 の うち応募総数379件 （人）,作品総数241点

藤田嗣治 《横たわる女と猫》　　　　　　　 30人

ルオー 《裁判所のキリスト》　　　　　　 25人

モネ 《アルジャントゥイユ》　　 　　 　　 16人

ユ トリロ 《ムーラン・ド・ラ・ギャレット》14人

モネの贋作 《セーヌ河》　　　　　　　　 14人

モネ 《霧のテームズ河》　　　　　　　　 14人

セザンヌ 《鉢と牛乳入れ》　　　　　　　　 12人

ルノワール 《青帽子の女》　　　　　　　　 12人

ルオー 《エルサレムへの途上》　　　　　　 12人

ルノワール 《水浴の女》　　　　　　　　 11人

*応 募人数 （第1希 望+第2希 望）

広報記録:

新 聞 ・雑誌:

　 「Artsブ リヂス トン美術 館 ワケ あ りの秘 蔵公 開 」 「週 刊 新潮 』2000年7月6日 号

　 「愛 す る作 品 とデ ー トす る方法 を教 え ます」 『新 美術 新 聞』no.901,2000年8月1日

　 「ブ リヂ ス トン美 術 館 の 『リク エス ト月 間』 展 」『朝 日新 聞』2000年9月17日

　 「文 化 往来 館蔵 品 の見 た い作品 を 募 り展 覧会 」『日本 経済 新 聞 』2000年9月18日

　 "Arts　 weekend,　 Poll　brings　 surprises　 out　of　the　closet"　 The　Daily　 Yomiuri,　 September　 21,　2000

　 「Stardust　 ブ リヂス トン美術 館 の太 っ腹『 リクエ ス ト月 間 』展 」 『芸術 新 潮』10月 号,2000年

テ レ ビ:

　「リクエ ス ト月 間」　『NHKニ ュー ス10』NHKテ レビ,2000年8月17日 放 送

　「ア ー トシー ン 『リクエ ス ト月間 』展 」 『新 日曜 美術 館 』　NHK教 育 テ レビ,2000年9月17日 放 送

　「ニ ュー ス ジ ョッキー」 衛 星 チ ャ ンネ ル朝 日ニ ュー ス ター,2000年9月20日 放 送

展覧会 （ブ リヂス トン美術館）　 17



展覧会　石橋美術館 ・石橋美術館別館

<特別展示>

東京国立近代美術館所蔵

近代 の名作　日本画・洋画 ・版画 ・彫刻

2000年4月8日 （土）=5月7日 （日）

会場:石 橋美術館,石 橋美術館別館

主催:石 橋財団石橋美術館,石 橋財団石橋美術館別館,

　　　東京国立近代美術館

後援:久 留米市,財 団法人久留米文化振興会

出品内容:東 京国立近代美術館所蔵の日本画29点,

　　　　　洋画42点,版 画10点,彫 刻5点 　計86点

入場者総数:8,480人 （1日平均326人 ）

担当=植 野健造

42.岸 田劉生 《麗子 肖像（麗子五歳之像）》

出品目録:

1.日 本 画

1.下 村 観 山 《木 の 間の 秋》/1907年/紙 本彩 色,二 曲一 双屏 風 装/（ 各 ）169.5×170.Ocm/cat.no.1

2.菱 田春草 《貫首 菩 薩 》/1907年/絹 本 彩色,掛 軸装/185.7×99.5cm/重 要文 化 財/　cat.no.2

3.小 林 古 径 《極 楽井 》/1912年/絹 本 彩 色,掛 軸 装/193.5×100.8crn/cat.no.3

4.富 岡 鉄斎 《東 坡三 養 図》/1921年/紙 本墨 画 淡彩,掛 軸装/132.0×49.5cm/cat.no.4

5.小 茂 田青 樹 《出雲 江 角港 》/1921年/紙 本 彩 色,掛 軸 装/38.5×59.ocm/cat.no.5

6.速 水 御舟 《茶碗 と果 実》/1921年/絹 本彩 色,掛 軸 装/27.0×24.Ocm/cat.no.6

7.川 端 龍子 《盗心 》/1923年/絹 本 墨 画,掛 軸 装/82.6×113.2cm/cat.no.7

8.富 岡 鉄斎 《蓬 莱仙 境 図》/1924年/紙 本墨 画 淡彩,掛 軸装/140.5×37.5cm/cat.no.8

9.横 山大観 《東 山》/1924年/絹 本 墨 画,掛 軸 装/68.5×101.Ocm/cat.no.9

10.土 田 麦僊 《舞妓 林泉 》/1924年/絹 本 彩 色,額 装/217.7×102.Ocm/cat.no.10

11.竹 内 栖鳳 《宿 鴨 宿 鴉》/1926年/紙 本墨 画,掛 軸 装/92.0×116.Ocm/cat.no.11

12.小 川芋 銭 《荒 園 晴秋 》/1928年/紙 本 彩 色,掛 軸 装/60.o×104.Ocm/cat.no.12

13.平 幅百 穂 《堅 田の一 休 》/1929年/紙 本 彩色,掛 軸 装/86.0×83.Ocm/cat.no.13

14.鏑 木清 方 《三 遊 亭 円朝 像 》/1930年/絹 本彩 色,額 装/138.5×76.Ocm/cat.no.14

15.菊 池契 月 《涅 歯 》/1933年/紙 本 彩色,額 装/159.5×76.5cm/cat.no.15

16.上 村松 園 《母 子 》/1934年/絹 本 彩色,額 装/168.0×115.5cm/cat.no.16

17.村 上華 岳 《空 山 清高 之 図 》/1935年 頃/紙 本 彩 色,掛 軸 装/34.5×55.5cm/cat.no.17

18.松 林桂 月 《春 宵 花影 図 》/1939年/絹 本 墨画,掛 軸 装/119.3×134.5cm/cat.no.18

19.川 合玉 堂 《彩 雨 》/1940年/絹 本 彩色,掛 軸装/87.7×116.7cm/cat.no.19

20.前 田青 邨 《激 流 》/1944年/紙 本 彩色,掛 軸装/63.5×87.Ocm/cat.no.20

21.東 山魁 夷 《道 》/1950年/絹 本 彩 色,額 装/134.4×102.2cm/cat.no.23

22.小 倉遊 亀 《O夫 人 坐像 》/1958年/紙 本 彩 色,額 装/129.o×103.ocm/cat.no.25

23.安 田靫 彦 《伏 見 の茶 亭 》/1956年/紙 本 彩色,掛 軸 装/109.3×117.5cm/cat.no.28

24.徳 岡神 泉 《赤 松 》/1956年/紙 本 彩色,額 装/157.5×139.5cm/cat.no.29

25.杉 山寧 《孔雀 》/1956年/紙 本 彩 色,額 装/183.5×152.5cm/cat.no.30
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26.加 山 又 造 《冬 》/1957年/紙 本 彩 色,額 装/128.5×191.5cm/cat.no.31

27.横 山 操 《ウ ォ ー ル 街 》/1962年/紙 本 彩 色,額 装/271.5×136.5cm/cat.no.33

28.奥 村 土 牛 《閑 日 》/1974年/紙 本 彩 色,額 装/73.0×100.0cm/cat.no.36

29.高 山 辰 雄 《い だ く》/1977年/紙 本 彩 色,額 装/194.5×181.0cm/cat.no.37

II.洋 画

30.黒 田 清 輝 《落 葉 》/1891年/油 彩 ・キ ャ ンバ ス/80.8×63.8cm/cat.no.38

31.石 井 柏 亭 《車 上 の 小 憩 》/1904年/油 彩,パ ス テ ル ・キ ャ ン バ ス/92.o×137.5cm/cat.no.39

32.中 沢 弘 光 《夏 》/1907年/油 彩 ・キ ャ ンバ ス/81.2×60.7cm/cat.no.40

33.和 田 三 造 《南 風 》/1907年/油 彩 ・キ ャ ンバ ス/151.5×182.4cm/cat.no.41

34.和 田 英 作 《お う な》/1908年/油 彩 ・キ ャ ン バ ス/94.0×136.5cm/cat.no.42

35.山 本 森 之 助 《曲 浦 》/1908年/油 彩 ・キ ャ ン バ ス/60.5×81.0cm/cat.no.43

36.山 下 新 太 郎 《靴 の 女 》/1910年/油 彩 ・キ ャ ンバ ス/71.7×59.8cm/cat.no.44

37.小 杉 未 醒 （放 庵 ） 《水 郷 》/1911年/油 彩 ・キ ャ ンバ ス/161.0×107.ocm/cat.no.45

38.萬 鉄 五 郎 《裸 体 美 人 》/1912年/油 彩 ・キ ャ ンバ ス/162.0×97.0cm/cat.no.46

39.川 上 凉 花 《鉄 路 》/1912年/油 彩 ・キ ャ ンバ ス/59.0×44.0cm/cat.no.47

40.藤 島 武 二 《うっ っ 》/1913年/油 彩 ・キ ャ ン バ ス/64.0×52.0cm/cat.no.48

41.村 山 槐 多 《バ ラ と少 女 》/1917年/油 彩 ・キ ャ ンバ ス/116.5×72.0cm/cat.no.49

42.岸 田 劉 生 《麗 子 肖像 （麗 子 五 歳 之 像 ）》/1918年/油 彩 ・キ ャ ンバ ス/45.3×38.0cm/cat.no.50

43.中 村 彝 《エ ロ シ ェ ン コ 氏 の 像 》/1920年/油 彩 ・キ ャ ンバ ス/45.5×47.2cm/重 要 文 化 財/cat.no.51

44.古 賀 春 江 《観 音 》/1921年/油 彩 ・キ ャ ンバ ス/91.0×72.5cm/cat.no.52

45.神 原 泰 《ス ク リ ア ビ ンの 「エ ク ス タ シ ー の 詩 」 に 題 す 》/1922年/油 彩 ・布/114.6×89.6cm/cat.no.53

46.岡 本 唐 貴 《制 作 》/1924年/油 彩,デ ト ラ ンプ ・綿 布/106.0×72.3cm/cat.no.54

47.清 水 登 之 《街 の 掃 除 夫 》/1925年/油 彩 ・キ ャ ンバ ス/81.0×65.0cm/cat.no.55

48.石 垣 栄 太 郎 《二 階 っ き バ ス 》/1926年/油 彩 ・キ ャ ンバ ス/76.5×61.0cm/cat.no.56

49.佐 伯 祐 三 《モ ラ ン の 寺 》/1928年/油 彩 ・キ ャ ンバ ス/60.0×73.0cm/cat.no.57

50.国 吉 康 雄 《秋 の た そ が れ 》/1929年/油 彩 ・キ ャ ン バ ス/102.0×143.0cm/cat.no.58

51.福 沢 一 郎 《Poisson　 d'Avril　 （四 月 馬 鹿 ）》/1930年/油 彩 ・キ ャ ン バ ス/80.3×116.5cm/cat.no.59

52.長 谷 川 利 行 《鉄 工 場 の 裏 》/1931年/油 彩 ・キ ャ ン バ ス/46.0×61.0cm/cat.no.60

53.安 井 曾 太 郎 《金 蓉 》/1934年/油 彩 ・キ ャ ン バ ス/96.5×74.5cm/cat.no.61

54.三 岸 好 太 郎 《雲 の上 を 飛 ぶ 蝶 》/1934年/油 彩 ・キ ャ ンバ ス/91.6×60.6cm/cat.no.62

55.野 田 英 夫 《帰 路 》/1935年/油 彩 ・キ ャ ンバ ス/97.0×146.0cm/cat.no.63

56.坂 本 繁 二 郎 《水 よ り上 る 馬 》/1937年/油 彩 ・キ ャ ンバ ス/80.0×116.2cm/cat.no.64

57.北 脇 昇 《空 港 》/1937年/油 彩 ・キ ャ ンバ ス/72.5×60.5cm/cat.no.65

58.村 井 正 誠 《CITE》/1938年/油 彩 ・キ ャ ンバ ス/60.7×72.7cm/cat.no.66

59.靉 光 《眼 の あ る 風 景 》/1938年/油 彩 ・キ ャ ンバ ス/102.0×193.5cm/cat.no.67

60.今 西 中 通 《静 物 》/1940年/油 彩 ・キ ャ ンバ ス/60.0×72.7cm/cat.no.68

61.松 本 竣 介 《ニ コ ラ イ 堂 と 聖 橋 》/1941年/油 彩 ・板/37.7×45.0cm/cat.no.69

62.梅 原 龍 三 郎 《北 京 秋 天 》/1942年/油 彩,岩 絵 具 ・紙/88.5×72.5cm/cat.no.70

63.香 月 泰 男 《水 鏡 》/1942年/油 彩 ・キ ャ ンバ ス/72.3×116.5cm/cat.no.71

64.須 田 国 太 郎 《犬 》/1950年/油 彩 ・キ ャ ンバ ス/91.0×73.3cm/cat.no.72

65.山 口 薫 《母 子 》/1951年/油 彩 ・キ ャ ンバ ス/80.0×65.0cm/cat.no.73

66.石 井 茂 雄 《戒 厳 状 態 》/1956年/油 彩 ・キ ャ ンバ ス/182.0×227.5cm/cat.no.74

67.瑛 九 《れ い め い 》/1957年/油 彩 ・キ ャ ンバ ス/80.3×65.2cm/cat.no.75

68.難 波 田 龍 起 《発 生 》/1959年/油 彩 ・キ ャ ン バ ス/130.5×162.0cm/cat.no.76

69.麻 生 三 郎 《母 子 像 》/1959年/油 彩 ・キ ャ ン バ ス/90.0×71.5cm/cat.no.77

70.山 口長 男 《転 》/1961年/油 彩 ・合 板/182.0×182.3cm/cat.no.78

71.オ ノ サ ト・ト シ ノ ブ 《作 品 》/1962年/油 彩 ・キ ャ ンバ ス/130.5×193.5cm/cat.no.79
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III.版 画

72.橋 口 五 葉 《ゆ あ み 》/1915年/木 版 （多 色 ）・紙/40.0×26.5cm/cat.no.80

73.川 瀬 巴 水 《曇 り 日 の 矢 口 》/1919年/木 版 （多 色 ）・紙/45.5×16.6cm/cat.no.81

74.山 本 鼎 《ブ ル ト ン ヌ 》/1920年/木 版 （多 色 ）・紙/36.8×28.7cm/cat.no.82

75.織 田 一 磨 《水 亭 夜 曲 》/1927年/リ トグ ラ フ ・紙/（ 中 央 ）54.5×39.7cm;（ 左 ・右 ）54.5×18.2cm/cat.no.83

76.藤 牧 義 夫 《赤 陽 》/1934年/木 版 （多 色 ）,手 彩 色,コ ラ ー ジ ュ ・紙/41.0×27.0cm/cat.no.84

77.谷 中 安 規 《春 の 自 転 車 》/1937-39年 頃/木 版 （多 色 ）・紙/20.7×26.7cm/cat.no.85

78.恩 地 孝 四 郎 《『氷 島 』 の 著 者 （萩 原 朔 太 郎 像 ）》/1943年/木 版 （多 色 ）・紙/55.4×44.0cm/cat.no.86

79.駒 井 哲 郎 《束 の 間 の 幻 影 》/1951年/銅 版 ・紙/17.5×28.5cm/cat.no.87

80.浜 口 陽 三 《パ リの 屋 根 》/1956年/銅 版 ・紙/18.4×18.5cm/cat.no.88

81.長 谷 川 潔 《草 花 と ア カ リ ョ ム （ア カ リ ョ ム の 前 の 草 花 ）》/1969年/銅 版 ・紙/26.4×35.4cm/cat.no.89

IV.彫 刻

82.荻 原 守 衛 《坑 夫 》/1907年/ブ ロ ン ズ/H.47.5cm/cat.no.90

83.高 村 光 太 郎 《手 》/1923年/ブ ロ ン ズ/H.38.6cm/cat.no.91

84.仲 田 定 之 助 《首 》/1924年/白 銅/H.40.5cm/cat.no.92

85.舟 越 保 武 《萩 原 朔 太 郎 像 》/1955年/ブ ロ ン ズ/H.25.5cm/cat.no.93

86.柳 原 義 達 《風 の 中 の 鴉 》/1982年/ブ ロ ン ズ/H.58.0cm/cat.no.94

関連事業:

開催記念美術講座 →p.32

広報記録:

新 聞 ・雑 誌:

　 「東京 国立 近代 美 術館 所 蔵『 近 代 の名 作 日本 画 ・洋 画 ・版 画 ・彫刻 』」『朝 日新 聞』2000年3月30日 （全面 広 告版 ）

　 「展 覧会 か ら 東 京 国立 近代 美 術館 の名 作86点 ず ら り」『西 日本 新 聞』2000年3月30日 夕刊

　 「「近代 の名作 』 展 か ら」 （1）～ （7）『西 日本新 聞 』2000年4月16日,17日,18日,19日,20日,22日,23日 （筑後 版 ）

　 「近代 の名 作一 堂 に」『毎 日新 聞』2000年4月16日
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<特集展示>

安井曾太郎の 『文藝春秋』表紙絵

2000年5月12日 （金）-7月30日 （日）

会場:第6室-第8室

主催:石 橋財団石橋美術館

後援:久 留米市/財 団法人久留米文化振興会

協力:株 式会社文藝春秋

出品内容:『文藝春秋』表紙絵の原画76点,『 別冊文藝春秋』表紙絵の

　　　　　原画10点 　計86点

入場者総数:7,228人 （1日平均105人 ）

担当=森 山秀子

出品目録:

*館 報48号 （1999年 度 ）p.6=8参 照。

関連事業:
展覧会 ポスター

開催記念美術講座 →p.32

広報記録:

新聞・雑 誌:

　「展覧会から 安井曾太郎を特集 『文春』の表紙絵86点 」『西日本新聞』2000年5月11日 夕刊

　「文芸誌の表紙絵ず らり」『朝日新聞』2000年5月13日 （筑後版）

　「安井曾太郎の魅力探る 『文芸春秋』表紙絵展」『西日本新聞』2000年5月15日

　「安井曾太郎の表紙絵原画『文春』飾った86点 展示」『読売新聞』2000年6月3日

展示会場風景
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『レスタ ンプ・オリジナルー世紀末 フランスの版画革命』

会期:2000年8月3日 （木）=10月1日 （日）

会場:第5室-第8室

主催:石 橋財団石橋美術館

後援:久 留米市,財 団法人久留米文化振興会

出品内容:ブ リヂス トン美術館所蔵の76作 家による96点 の版画

入場者総数:4,868人 （1日平均94人 ）

担当=植 野健造

II=52.ウ ジ ェ ー ヌ ・グ ラ ッセ 《硫 酸 魔 》

出品目録:

1.参 考 出 品

レス タ ン プ ・オ リ ジ ナ ル 協 会 版 『レ ス タ ン プ ・オ リ ジ ナ ル 』 第1号

1885年5月 刊

1.フ ェ リ ッ ク ス ・ブ ラ ッ ク モ ン 《レ オ ン ・ク ラ デ ル の 肖 像 》/エ ッ チ ン グ,ア ク ア チ ン ト/31.6×25.7cm

2.ダ ニ エ ル ・ヴ ィ エ ル ジ ュ 《習 作 》/1888年/エ ッ チ ン グ/26.8×19.2cm

3.ト ニ ー ・ベ ル ト ラ ン 《独 楽 を 見 つ め る子 ど も》/木 口 木 版/19.5×19.8cm

4.ト ニ ー ・ベ ル ト ラ ン 《子 ど も の 習 作 》/木 口 木 版/19.8×39.2cm

5.ア ン リ ・ブ テ 《舗 道 に て 》/ド ラ イ ポ イ ン ト,ア ク ア チ ン ト/28.3×10.4cm

6.ア ン リ ・ブ テ 《パ リの 街 角,夜 》/ド ラ イ ポ イ ン ト,ア ク ア チ ン ト/39.6×16.1cm

7.ア ン リ=バ ト リス ・デ ィ ヨ ン 《ア ト リエ の 情 景 》/リ トグ ラ フ/22.5×32.1cm

8.ア ン リ=パ ト リ ス ・デ ィ ヨ ン 《綺 想 》/リ ト グ ラ フ/30.4×18.9cm

9.オ ー ギ ュ ス ト=ル イ ・ル ペ ー ル 《モ ン タ ー ニ ュ ーサ ン トージ ュ ヌ ヴ ィ エ ー ヴ 通 り》/木 口 木 版/31.1×13.7cm

10.オ ー ギ ュ ス ト=ル イ ・ル ペ ー ル 《オ ー ス テ ル リ ッ ツ 橋 か ら望 む セ ー ヌ 河 》/木 口 木 版/17.0×27.0cm

II.ア ン ド レ ・マ ル テ ィ版 『レス タ ン プ ・オ リ ジ ナ ル 』

1893-95年 刊

1.ア ン リ・ド・トゥー ル ーズ ーロー トレック 《『レス タ ンプ ・オ リジナル 』 第1年 次 の 表 紙 》/1893年/リ トグ ラフ/56.3×64.3cm

2.ジ ョル ジ ュ ・オ リ オ ー ル 《『レ ス タ ン プ ・オ リ ジナ ル 』 の 序 文 装 飾 》/木 版/6.6×21.1cm

3.ル イ ・ア ン ク タ ン 《騎 士 と 乞 食 》/1893年/リ トグ ラ フ/36.7×50.1cm

4.ピ エ ー ル ・ボ ナ ー ル 《家 族 の 情 景 》/1893年/リ ト グ ラ フ/31.3×17.8cm

5.モ ー リス ・ドニ 《慈 愛 》/リ トグ ラ フ/30.1×25.2cm

6.シ ャ ル ル ・モ ラ ン 《ト ゥ ー ル ズ=ロ ー ト レ ッ ク の 肖 像 》/エ ッ チ ン グ,ア ク ア チ ン ト/22.8×13.7cm

7.ポ ー ル=エ リー ・ラ ン ソ ン 《密 林 の 虎 》/リ トグ ラ フ/36.7×28.5cm

8.ケ ル=グ ザ ヴ ィ エ ・ル ー セ ル 《雪 の 中 で 》/リ ト グ ラ フ/33.0×19.5cm

9.フ ェ リ ッ ク ス ・ヴ ァ ロ ッ ト ン 《街 頭 デ モ》/木 版/20.4×32.1cm
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10.エ ド ゥ ワ ー ル ・ヴ ュ イ ヤ ー ル 《室 内 》/リ トグ ラ フ/27.9×22.8cm

11.ジ ョル ジ ュ ・オ リオ ー ル 《ざ わ め く森 》/リ トグ ラ フ/49.8×32.6cm

12.ア ン リ ・ブ テ 《パ リの 女 》/エ ッ チ ン グ,ア ク ア チ ン ト,ド ラ イ ポ イ ン ト,ル ー レ ッ ト/49.5×27.4cm

13.シ ャ ル ル=マ リ ー ・デ ュ ラ ッ ク 《風 景 》/リ トグ ラ フ/31.4×48.3cm

15.シ ャ ル ル ・ギ ユ ー 《洪 水 》/リ トグ ラ フ/20.9×29.1cm

16.ア ン リ ・ラ シ ュ ー 《装 飾 パ ネ ル 》/リ トグ ラ フ/48.5×29.8cm

17.ジ ャ ンーフ ラ ン ソ ワ ・ラ フ ァ エ リ 《自 画 像 》/ド ラ イ ポ イ ン ト/19.0×15.9cm

18.オ デ ィ ロ ン ・ル ドン 《耳 の 細 胞 》/リ トグ ラ フ/26.8×25.0cm

19.オ ー ギ ュ ス ト・ロ ダ ン 《ア ン リ ・ペ ッ ク の 肖 像 》/1883=87年 頃/ド ラ イ ポ イ ン ト/15.9×20.3cm

20.ポ ー ル ・セ リ ュ ジ エ 《風 景 》/リ ト グ ラ フ/23.3×30.3cm

21.ア ル ベ ー ル ・ベ ナ ー ル 《闖 入 者 》/1893年/リ トグ ラ フ/36.0×46.0cm

22.ア ン リ=パ ト リ ス ・デ ィ ヨ ン 《マ ン ド リ ン弾 き 》/リ ト グ ラ フ/18.5×30.8cm

23.ア ン リ・フ ァ ン タ ン=ラ ト ゥ ー ル 《聖 ア ン トニ ウ ス の 誘 惑 》/リ トグ ラ フ/32.6×40.2cm

24.オ ー ギ ュ ス ト=ル イ ・ル ペ ー ル 《洗 濯 女 》/ソ フ トグ ラ ン ド・エ ッ チ ン グ,ア ク ア チ ン ト,ル ー レ ッ ト/39.4×22.8cm

25.ア レ ク サ ン ドル ・リ ュ ノ ワ 《あ か り》/リ ト グ ラ フ/32.8×27.2cm

26.ヴ ィ ク トー ル ・プ ル ヴ ェ 《猛 禽 》/エ ッ チ ン グ,ア ク ア チ ン ト/22.4×41.0cm

27.カ ル ロ ス ・シ ュ ヴ ァー ブ 《受 胎 告 知 》/1893年/リ トグ ラ フ/25.9×36.5cm

28.ヴ ィ ク トー ル ・ヴ ィ ニ ョ ン 《牛 》/エ ッ チ ン グ/25.1×27.0cm

29.ア ドル フ ・レオ ン ・ヴ ィ レ ッ ト 《運 命 の 女 神 》/リ ト グ ラ フ/25.5×24.7cm

30.フ ェ リ ッ ク ス ・ブ ラ ッ ク モ ン 《ツ ァ ー 万 歳 》/エ ッチ ン グ/32.8×22.6cm

31.ジ ュ ー ル ・シ ェ レ 《ダ ン ス 》/リ トグ ラ フ/37.0×23.1cm

32.ア ン リ ・ド・グ ル ー 《旗 手 》/リ トグ ラ フ/27.7×21.8cm

33.ヒ エ゚ ー ル ・ピ ュ ヴ ィ ス ・ド・シ ャ ヴ ァ ン ヌ 《ノ ル マ ン デ ィ ー 》/転 写 リ ト グ ラ フ/46.2×38.8cm

35.ピ エ ー ル ・ロ ッ シ ュ 《海 藻 》/ジ プ ソ タ イ プ/16.8×10.3cm

36.ア ン リ ・リ ヴ ィ エ ー ル 《波 》/リ トグ ラ フ/29.3×46.3cm

37.フ ェ リ シ ア ン ・ロ ップ ス 《悲 し み の 母 》/ド ラ イ ポ イ ン ト,エ ッ チ ン グ/13.6×10.3cm

38.ジ ェ イ ム ズ ・マ ク ニ ー ル ・ホ イ ッ ス ラ ー 《踊 り子 》/転 写 リ トグ ラ フ/22.0×17.0cm

39.カ ミ ー ユ ・マ ル タ ン 《『レ ス タ ン プ ・オ リ ジ ナ ル 』 の 第2年 次 の 表 紙 》/リ トグ ラ フ/58.5×85.3cm

40.エ ミ ー ル ・ベ ル ナ ー ル 《磔 刑 》/木 版/35.3×15.0cm

41.エ ル ネ ス ト=ア ン ジ ュ ・デ ュ エ ス 《花 》/ド ラ イ ポ イ ン ト/40.8×19.0cm

42.ノ ル ベ ー ル ・グ ヌ ー ト 《女 の 肖 像 》/1894年/リ トグ ラ フ/53.3×25.7cm

43.ポ ー ル=セ ザ ー ル ・エ ル ー 《も の 思、い 》/ド ラ イ ポ イ ン ト/28.2×20.0cm

44.ア ン トニ オ ・ド ・ラ ・ガ ン ダ ラ 《座 る女 》/リ トグ ラ フ/25.5×11.4cm

45.カ ミ ー ユ ・ピサ ロ 《オ ス ニ ー風 景 》/1887年/ド ラ イ ポ イ ン ト/11.5×15.6cm

46.リ ュ シ ア ン ・ピ サ ロ 《子 供 た ち の 輪 舞 》/1893年/木 版/20.8×15.9cm

47.ア ン リ ・ソ ム 《パ リの 女 》/ド ラ イ ポ イ ン ト/24.5×16.9cm

48.テ オ ドー ル ・ピ エ ー ル ・ヴ ァ グ ネ ー ル 《夢 》/リ トグ ラ フ/31.3×23.8cm

4g.ジ ョル ジ ュ ・ド ・フ ー ル 《悪 の 泉 》/リ トグ ラ フ/34.9×25.1cm

50.ウ ジ ェ ー ヌ ・ド ラ ー トル 《ユ イ ス マ ン ス の 肖 像 》/エ ッ チ ン グ,ア ク ア チ ン ト,ル ー レ ッ ト/32.2×24.6cm

51.ポ ー ル ・ゴ ー ガ ン 《マ ナ オ ・ト ゥパ パ ウ （死 霊 が 見 て い る）》/リ ト グ ラ フ/18.1×27.3cm

52.ウ ジ ェ ー ヌ ・グ ラ ッ セ 《硫 酸 魔 》/写 真 凸 版,ス テ ン シ ル に よ る手 彩 色/40.0×27.6cm

53.ア ン リ=シ ャ ル ル ・ゲ'ラ ー ル 《霧 の 中 の 船 》/ル ー レ ッ ト/14.8×20.4cm

54.エ ル マ ン=ポ ー ル 《帽 子 屋 の 女 た ち 》/リ ト グ ラ フ/24.7×35.6cm

55.ア ン リ=ギ ュ ス タ ー ヴ ・ジ ョ ン 《波 》/リ ト グ ラ フ/53.1×35.5cm

56.マ ク シ ミ リ ア ン ・リ ュ ス 《梳 る女 》/転 写 リ トグ ラ フ/43.2×30.8cm

57.ア ン リ ・ド・ト ゥ ル ー ズ=ロ ー ト レ ッ ク 《ア ンバ サ ド ゥー ル に て 》/リ ト グ ラ フ/30.4×24.6cm

58.フ ィ リ ッ プ゜=シ ャ ル ル ・ブ ラ ー シ ュ 《黄 昏 》/1894年/リ ト グ ラ フ/36.7×25.4cm

5g.シ ャル ル ・ラ コ ス ト 《ポ ー ト ラ ン ド広 場 》/リ トグ ラ フ/24.9×32.5cm

60.ジ ョル ジ ュ ・マ ン ザ ナ=ピ サ ロ 《い た ず ら七 面 鳥 》/木 版/21.5×22.6cm
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61.ヴ ィ ク トー ル ・プ ル ヴ ェ 《阿 片 》/1894年/リ トグ ラ フ,空 押 し/55.2×40.3cm

62.チ ャ ー ル ズ ・リケ ッ ッ 《大 洪 水 》/木 口 木 版/8.7×9.5cm

63.ア ル マ ン ・セ ガ ン 《風 景 》/エ ッ チ ン グ,ア ク ア チ ン ト,ル ー レ ッ ト/23.0×22.7cm

64.チ ャ ー ル ズ ・ヘ イ ゼ ル ウ ッ ド ・シ ャ ノ ン 《女 と猫 》/リ トグ ラ フ/21.5×25.3cm

65.ポ ー ル ・シ ニ ャ ッ ク 《サ ン=ト ロ ペ 》/リ トグ ラ フ/27.6×36.8cm

66.テ オ ドー ル ・ヴ ァ ン ・レ イ セ ル ベ ル へ 《漁 船 》/エ ッチ ン グ,ア ク ア チ ン ト/22.5×28.2cm

67.ア ル ベ ー ル ・ベ ナ ー ル 《水 浴 》/エ ッチ ン グ,ア ク ア チ ン ト/15.9×23.9cm

68.シ ャ ル ル=マ リー ・デ ュ ラ ッ ク 《木 立 》/リ トグ ラ フ/47.8×36.4cm

69.シ ャル ル=ル イ ・ウ ダ ー ル 《蛙 》/ア ク ア チ ン ト/26.1×40.0cm

70.ア ン リ=ガ ブ リエ ル ・イ ベ ル ス 《舗 装 工 事 の 男 た ち 》/エ ッ チ ン グ/27.4×15.4cm

71.ウ ィ リア ム ・ニ コ ル ソ ン 《橋 の 下 》/リ トグ ラ フ/24.1×28.7cm

72.リ シ ャ ー ル ・ラ ン フ ト 《使 い走 りの 娘 た ち 》/エ ッチ ン グ,ア ク ア チ ン ト/40.0×25.9cm

73.シ ャル ル ・ポ ー ル ・ル ヌ ワ ー ル 《踊 り子 と 母 親 》/リ トグ ラ フ/47.3×34.6cm

74.ウ ィ リア ム ・ロ ー セ ン ス タ イ ン 《肖 像 》/1894年/転 写 リ ト グ ラ フ/19.2×15.0cm

75.フ ェ リ ッ ク ス ・ヴ ァ ロ ッ トン 《入 浴 》/木 版/18.2×22.5cm

76.ア ン リ・ド・トゥール ー ズ=ロ ー ト レ ック 《『レス タ ンプ ・オ リジナ ル』 最 終 号 の 表 紙 》/1895年/リ トグ ラ フ/59.3×81.5cm

77.ア ル ベ ール ・ベ ナ ー ル 《読 書 す る 女 》/1888年/エ ッチ ン グ/13.1×19.0crn

78.ウ ジ ェ ー ヌ ・カ リ エ ー ル 《ネ リ ー ・カ リ エ ー ル 》/リ トグ ラ フ/46.7×36.0cm

79.ウ ォ ル タ ー ・ク レ イ ン 《シ ン バ ル を 持 つ 踊 り子 》/1894年/リ トグ ラ フ/43.5×30.7cm

80.ア ン トニ オ ・ド・ラ ・ガ ン ダ ラ 《女 の 肖 像 》/リ トグ ラ フ/27.8×20.7cm

81.コ ンス タ ン タ ン ・ム ニ エ 《炭 鉱 夫 》/転 写 リ トグ ラ フ/34.5×53.9cm

82.カ ミ ー ユ ・ピサ ロ 《水 浴 の 女 た ち 》/リ トグ ラ フ/15.4×22.0cm

83.ピ エ ー ル ・ピ ュ ヴ ィ ス ・ド・シ ャ ヴ ァ ン ヌ 《女 性 習 作 》/写 真 平 版/30.9×15.1cm

84.オ デ ィ ロ ン ・ル ド ン 《仏 陀 》/リ トグ ラ フ/31.5×24.9cm

85.ピ エ ー ル=オ ー ギ ュ ス ト・ル ノ ワ ー ル 《水 浴 の 女 た ち 》/エ ッ チ ン グ/26.2×24.1cm

86.ピ エ ー ル ・ロ ッ シ ュ 《山 椒 魚 》/リ ト グ ラ フ/24.4×18.8cm

87.フ ェ リ シ ア ン ・ロ ップ ス 《柴 を 集 め る 女 》/1874年/エ ッチ ン グ,ド ラ イ ポ イ ン ト/27.3×17.0cm

88.ア ドル フ ・レオ ン ・ヴ ィ レ ッ ト 《復 讐 》/リ トグ ラ フ/40.2×36.2cm

*番 号 は図録 の図版no .を示 す。14と34の2点 は出品 展示 され て いな い た め欠番 とな って い る。 寸法 は画面 部 。

関連事業:

開催記念美術講座 →p.32

広報記録:

「来 月 必 見 パ リの薫 り漂 う版 画『 レス タ ンプ ・オ リジナル 』展 」 『朝 日新 聞』7月25日

「『レス タ ンプ ・オ リジナ ル』 展19世 紀 末 の仏 版画 集 う」 『西 日本 新 聞』2000年8月5日 （筑 後 版）

「ち くごあ りあ け ワイ ド ギ ャラ リー レス タ ンプ ・オ リジナ ルー世 紀 末 フラ ンス の版 画革 命 」『西 日本 新聞 』2000年8月

11日 （筑 後 版）

「ち くごあ りあ け ワイ ド ギ ャラ リー レス タ ンプ ・オ リジナ ル=世 紀 末 フラ ンス の版 画革 命 」『西 日本 新聞 』2000年9月

8日 （筑後 版 ）

「さん さん ネ ッ ト 展 覧会 レス タ ンプ ・オ リジナル=世 紀 末 フ ラ ンス の版 画革 命」『朝 日新 聞 』2000年9月14日

「19世 紀 の 仏版 画 集 を紹 介」 『読 売新 聞 』2000年9月26日 （筑 後版 ）

24　 展覧会 （石橋美術館・石橋美術館別館）



新収蔵 ・移管　名作選

会期:2001年1月23日 （火）-4月22日 （日）

会場:第7室,第8室

主催:石 橋財団石橋美術館

後援:久 留米市,財 団法人久留米文化振興会

出品内容:1998年 か ら2000年 にかけての購入作品4点,

　　　　　寄贈受入作品13点,ブ リヂス トン美術館より

　　　　　の移管作品25点 　計42点

入場者総数:6,700人 （1日平均86人 ）

担当=植 野健造

3.藤 島武二 《チ ョチャラ》

出品目録:

1.浅 井 忠 《ヴ ェネ ツ ィア》/1902年/水 彩 ・紙/36.2×25.1cm/移 管

2.藤 島 武二 《噴水 》/1908-09年/油 彩 ・カ ンヴ ァス ボ ー ド/16.0×21.9cm/移 管

3.藤 島 武二 《チ ョチ ャ ラ》/1908-09年/油 彩 ・カ ンヴ ァス/45.5×38.0cm/移 管

4.藤 島 武二 《ポ ンペ イ》/1908=09年/油 彩 ・板/26.1×35.0cm/移 管

5.藤 島 武二 《雲 （ローマ）》/1908-09年/油 彩 ・カ ン ヴ ァス/22.1×38.1cm/移 管

6.藤 島武二 《イ タ リアの海 》/1908-09年/油 彩 ・板/23.7×32.1cm/移 管

7.藤 島武二 《浪 （大 洗 ）》/1931年/油 彩 ・カ ンヴ ァス/33.3×45.6cm/移 管

8.藤 島武二 《日の 出》/1931=33年 頃/油 彩 ・板/23.7×33.2cm/移 管

9.藤 島武二 《日の 出》/1931-33年 頃/油 彩 ・板/18.8×24.1cm/移 管

10.藤 島 武二 《屋 島 よ りの遠 望》/1932年/油 彩 ・カ ンヴ ァス/52.9×72.5cm/移 管

11.藤 島 武二 《旭光 （新 高 山）》/1935年/油 彩 ・カ ンヴ ァス/38.0×45.8cm/移 管

12.藤 島 武二 《黄浦 江 》/1938年/水 彩 ・紙/27.5×36.2cm/移 管

13.山 下 新太 郎 《シュザ ンヌ》/1909年/油 彩 ・カ ンヴ ァス/53.1×42.9cm/移 管

14.山 下 新 太郎 《靴 の女》/1910年/鉛 筆,水 彩 ・紙/16.0×11.6cm/寄 贈受 入

15.山 下 新 太郎 《端午 》/1915年/油 彩 ・カ ンヴ ァス/55.3×46.0cm/寄 贈 受 入

16.青 木 繁 《車 中 風景 》/1902年/鉛 筆,淡 彩 ・紙/14.9×19.0cm/購 入

17.青 木 繁 《海 》/1904年/油 彩 ・カ ンヴ ァス/36.5×73.0cm/購 入

18.青 木 繁 《子 守 》/1904年 頃/鉛 筆 ・紙/17.2×10.6cm/移 管

19.青 木 繁 《晩帰 》/1908年/コ ンテ ・紙/11.9×19.0cm/購 入

20.坂 本 繁 二郎 《二馬 》/1930年/鉛 筆 ・紙/17.3×23.5cm/寄 贈 受入

21.坂 本 繁 二郎 《水 よ り上 る馬 》/1935年/水 彩 ・紙/15.8×21.4cm/寄 贈受 入

22.金 山平 三 《習 作 ・女 》/1915-34年 頃/油 彩 ・カ ンヴ ァス/91.2×72.9cm/移 管

23.金 山平 三 《港 》/1945-56年 頃/油 彩 ・カ ンヴ ァス/33.5×52.9cm/移 管

24.藤 田嗣 治 《横 たわ る女 と猫 》/1932年/油 彩 ・カ ンヴ ァス/65.0×100.0cm/移 管

25.藤 田嗣 治 《カ ルポ ーの 公園 》/1940年/油 彩 ・カ ンヴ ァス/31.8×40.9cm/移 管

26.安 井 曾 太 郎 《水 車小 屋 》/1911年 頃/油 彩 ・カ ン ヴ ァス/38.0×46.5cm/寄 贈 受入

27.安 井 曾 太 郎 《湯 河原 風 景》/鉛 筆,水 彩 ・紙 （ス ケ ッチ ブ ック）/26.9×34.8cm/寄 贈 受入

28.安 井曾 太 郎 《上 高地 風 景》/鉛 筆,水 彩 ・紙/28.2×36.3cm/寄 贈受 入

29.安 井曾 太 郎 《風 景素 描 》/鉛 筆 ・紙 （ス ケ ッチ ブ ック）/22.0×25.0cm/寄 贈 受 入

30.牧 野虎 雄 《ひ まわ り》/1929年/油 彩 ・カ ンヴ ァス/116.7×90.8cm/移 管

31.高 島野 十 郎 《ベ ニス の昼》/1930-33年 頃/油 彩 ・カ ンヴ ァス ボ ー ド/22.7×15.6cm/寄 贈受 入

32.高 島野 十 郎 《筑 紫観 世 音寺 》/1952年/油 彩 ・カ ンヴ ァス/45.6×52.9cm/寄 贈受 入
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33.岸 田劉生 《画 家 の妻 》/1914年/油 彩 ・カ ンヴ ァス/53.0×45.7cm/移 管

34.岸 田劉生 《麗 子像 》/1922年/テ ンペ ラ・カ ン ヴ ァス/41.0×31.9cm/移 管

35.児 島善三 郎 《立 つ》/1928年/油 彩 ・カ ンヴ ァス/139.0×78.0cm/購 入

36.古 賀 春 江 《筑 後川 》/1914年 頃/水 彩 ・紙/51.4×61.8cm/寄 贈 受 入

37.古 賀 春 江 《自画像 》/1916年/水 彩 ・紙/14.3×9.0cm/移 管

38.古 賀 春 江 《美 しき博 覧会 》/1926年/水 彩 ・紙/38.4×56.5cm/移 管

39.佐 伯 祐三 《広 告貼 り》/1927年/油 彩 ・カ ンヴ ァス/73.4×60.2cm/移 管

40.中 西 利雄 《ピア ノの あ る部 屋》/1947年/水 彩 ・紙/60.6×47.9cm/移 管

41.猪 熊 弦一 郎 《青 い星座 》/1983年/油 彩 ・カ ンヴ ァス/111.0×96.0cm/寄 贈 受 入

42.佐 藤 敬 《作 品》/1957年/油 彩 ・カ ンヴ ァス/89.1×116.0cm/寄 贈受 入

*寄 贈 受 入 は,1998年4月,故 ・石 橋幹 一 郎氏 の ご遺族 よ りの寄贈 。 （館報47号 （1998年 度）p.31-91参 照 ）

*移 管 は,2000年10月,ブ リヂ ス トン美 術館 よ りの移 管。 （→p.62-63）

関連事業:

開催記念美術講座 →p.32

石橋美術館の名作と俳句の出会い

会期中の2001年1月23日 か ら2月20日 まで,展 示作品から受けた印象をもとに詠まれた俳句を募集,105名,777句 の

応募があり,選 考委員によって24名,47句 が選ばれた。入選者名を会場にパネルで掲示するとともにリーフレットを

作成 した。

選考委員は,伊 藤通明,隈 本恭子,田 中妙子,谷 川章子,松 原新一の5氏。

担当=田 内正宏,後 藤純子

広報記録:

「九州大通り 出番 新収蔵・移管名作選」『西日本新聞』2001年1月11日 （九州版）

「青木繁の『海』など新収蔵品を展示へ」『西日本新聞』2001年1月19日 （筑後版）

「『新収蔵・移管名作選』から」『西日本新聞』2001年1月23日,24日,25日,26日,28日,29日,30日

「青木繁の 「海』石橋美術館が購入29年 ぶり故郷で公開」『朝日新聞』2001年1月24日 （筑後版）

「青木繁の 『海』『海の幸』『海景』29年 ぶりそろって展示」『読売新聞』2001年1月24日 （筑後版）

「絵画の印象を俳句に 石橋美術館が作品募集」『毎日新聞』2001年1月30日 （筑後版）

「新収蔵・移管 名作選（広告）」『月刊ぷらざ』第13号,2001年2月1日

「石橋美術館 新収蔵・移管名作選」　『MAD0美 術の窓』第209号,2001年2月20日

「展覧会から『新収蔵・移管名作選』」2001年3月13日 （九州版）

「青木繁の『海』など42点 を展示」『西日本新聞』2001年3月22日 夕刊
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教育普及 　ブリヂストン美術館

<土曜講座>

土 曜 日　 14:00～16:00　 ホ ール

通算回数　　　　　月日　講座題目

≪版画の社会学≫

*館 報48号 （1999年度）p.20参 照。

講師

≪地中海学会春期連続講演会　地中海世界の歴史:古 代から中世へ≫

企画=高 山 博 氏 （地中海学会 東京大学助教授）

1870

1871

1872

1873

1874

2000年5月13日 　古代ギリシアと地中海世界

5月20日

5月27日

6月3日

6月10日

古代ローマと地中海世界

ゲルマンと地中海世界

ビザンツ帝国と地中海世界

中世イスラムと地中海世界

桜井万里子 氏 （東京大学教授）

本村凌二 氏 （東京大学教授）

高山 博 氏

大月康弘 氏 （一橋大学助教授）

私市正年 氏 （上智大学教授）

≪色彩をめぐる5つ の扉≫

企画=塚 田美香子

1875

1876

1877

1878

1879

7月1日

7月8日

7月15日

7月22日

7月29日

「色彩感覚」の心理

画家 ク レー に と って の色 彩

20世 紀 の色 ・青

白や黒は色なのか

時代は色を着る:服 飾史にみる流行色

近江源太郎 氏 （女子美術大学教授）

有川治男 氏 （学習院大学教授）

小林康夫 氏 （東京大学教授）

千住 博 氏 （画家）

深井晃子 氏 （静岡文化芸術大学教授）

≪美術館の未来を考えるために≫

企画=貝 塚 健

1880

1881

1882

1883

1884

9月9日

9月16日

9月23日

9月30日

10月7日

美術館改革の時代一独立行政法人化問題の背後にあるもの

なぜ,美 術館へ税金が投入されなければならないのか

コ ミュ ニ テ ィ ー と ア ー ト

美 術館 に来 る の は,い っ たい誰 な の か

美術館倫理学のすすめ

山本 育夫 氏 （『ドーム』編集長）

後 藤 和子 氏 （埼玉大学助教授）

小 石 原 剛 氏 （美術家MEATS代 表）

山下 雅之 氏 （近畿大学助教授）

加 藤 尚武 氏 （京都大学教授）

≪古書のコスモロジー≫

企画=中 村節子

1885

1886

1887

1888

10月14日

10月21日

10月28日

11月4日

美術資料発掘の楽しみ

雑書にみるもうひとっの文学史

モロッコ革の匂い

画文交響:古 書にみる文学と美術の蜜月時代

蝦名 則 氏 （えびな書店店主）

横 田順 彌 氏 （作家）

鹿 島 茂 氏 （共立女子大学教授）

紅野 敏 郎 氏 （早稲田大学名誉教授,
　　 　　 　　 日本近代文学館常任理事,
　　 　　 　　 山梨県立文学館館長）

≪ガラスと陶器の物語≫

企画=坂 本恭子

1889　 　　　 11月11日

1890

イ ス ラー ム陶器 の歴史 につ い て

11月18日 　 ブ リヂ ス トン美 術 館 の古 代 ガ ラス

岡 野智 彦 氏 （財団法人中近東　　 　 　　 　
文化センター研究員）

谷 一 尚 氏 （共立女子大学助教授）
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≪地中海学会秋期連続講演会　都市ローマへの誘い=翌 年にちなんで≫

企画=小 佐野重利 氏 （地中海学会,東京大学教授）

1891

1892

1893

1894

11月25日

12月2日

12月9日

12月16日

古 代 ロー マの偉 容

ロ ーマ の驚異=宗 教,芸 術 の巡 礼 地

バ ロ ック ・ロー マの美 術

都 市 ローマ を読 む

本村凌二 氏

小佐野重利 氏

宮下規久朗 氏 （神戸大学助教授）

陣内秀信 氏 （法政大学教授）

〈 日曜 レクチ ャー 〉

【入 門編 】 日曜 日　 11:00～11:45

【応 用編 】 日曜 日　 14:00～14:45

　　　　　 月日 タイ トル

2000年4月9日 【入門編】印象派って何?

　　　　 【応用編】『レスタンプ・オリジナル』について

4月23日 【入門編】日本人画家のヨーロッパ体験

　　　　 【応用編】日本近代美術を読む=黒 田清輝 《ブレハの少女》

5月14日 【入門編】インターネットと美術情報

　　　　 【応用編】『レスタンプ・オリジナル』について

5月28日 【入門編】日本近代洋画考一壁画

【応 用 編 】『レス タ ンプ ・オ リジナル 』 につ い て

6月11日 【入門編】絵の見方

【応用編】パ リ美術案内

6月25日 【入 門 編】 美 術 の中 の 「日本」 一 ジ ャポ ニス ム

【応用編】世紀末の接吻

7月9日 【入門編】絵の見方

【応用編】パ リ美術案内

7月23日 【入 門編 】 世 紀末 ウ ィー ンの装 飾

　　 　 　 【応 用編 】 か ざ る壁 画一 ク リム ト 《ベ ー トー ヴ ェ ン・フ リー ズ》

8月13日 【入 門編 】 ギ リシア彫刻 を じ っ くり見 る

講師　　　　　場所

宮崎克己　　　ホール

福満葉子　　　 展示室

貝塚 健 　　 　ホール

貝塚 健　　　 展示室

中村節子　　　ホール

福満葉子　　　 展示室

中田裕子　　　ホール

福満葉子　　　 展示室

宮崎克己　　　ホール

宮崎克己　　　ホール

坂本恭子　　　ホール

坂本恭子　　　ホール

宮崎克己　　　ホール

宮崎克己　　　ホール

坂本恭子　　　 ホール

坂本恭子　　　 ホール

中村るい 氏　　展示室
（大要女子大学講師）

　　 　 　 【応 用編 】 オ リジナ ル と コ ピー:

8月27日 【入 門編 】 まんが とア ー トの接 点

【応用編】まんがの勉強法

ギリシア彫刻の場合 中村 るい 氏 　 ホー ル

高橋 瑞 木 氏 　 ホ ー ル

（森アートセンター準備室学芸員）

9月10日 【入門編】戦争の中の美術一美術の中の戦争

【応用編】イメージから戦争を読む

高橋瑞木 氏　 ホール

河田明久 氏　　ホール
（早稲田大学非常勤講師）

9月24日 【入 門編 】 ま んが とア ー トの接 点

【応用編】まんがの勉強法

10月8日 【入門編】南イタリアの初期中世美術

【応用編】南イタリアの岩窟聖堂

河田明久 氏　 ホール

高橋瑞木 氏　 ホール

高橋瑞木 氏　　ホール

加藤磨珠枝 氏　ホール
（東京芸術大学非常勤講師）

10月22日 【入 門編 】 ギ リシア彫 刻 を じっ く り見 る

　 　　 　 　【応用 編 】 オ リジナ ル と コ ピー:ギ リシア彫 刻 の場 合

加藤磨珠枝 氏

11月12日 【入 門編 】 ル ノ ワー ルの 肖像 画

【応用編】描かれた鉄道

中村るい 氏

中村るい 氏

賀川恭子 氏
（美術史家）

ホ ール

展 示 室

ホ ール

ホ ール

賀川恭子 氏　 ホール
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11月26日 【入門編】南イタリアの初期中世美術

【応用編】南イタリアの岩窟聖堂

12月10日 【入門編】戦争の中の美術=美 術の中の戦争

加藤磨珠枝 氏

加藤磨珠枝 氏

【応用編】イメージから戦争を読む

12月24日 【入 門 編】 ル ノワ ール の 肖像画

【応用編】描かれた鉄道

河田明久 氏

河田明久 氏

賀川恭子 氏

賀川恭子 氏

ホ ー ル

ホ ー ル

ホ ー ル

ホ ー ル

ホ ー ル

ホ ー ル

<見学研究会 「教材 としての美術館2000」>

2000年7月20日 （木 ・祝 ）,21日 （金 ）,25日 （火 ）

主催:石 橋 財団 ブ リヂ ス トン美 術館

参加 者:小 学 校 教 諭6名,そ の他3名

企 画=貝 塚 健

プ ロ グ ラ ム:

第1日

10:00～10:30

10:30～11:00

11:00～12:30

12:30～14:00

14:00～15:00

15:00～16:00

16:00～16:30

16:30～17:30

第2日

10:30～11:30

11:30～12:30

12:30～14:00

14:00～15:00

15:00～15:30

15:30～16:30

16:30～17:30

第3日

10:30～12:30

12:30～14:00

14:00～17:00

17:00～17:30

受付

オリエンテーション

自己紹介

昼食休憩

展示室の見学

感想の発表とディスカッション

休憩

事例紹介 「桐朋学園小学校6年 生のブリヂス トン美術館見学」　 関 恵子 氏 （桐朋学園小学校教諭）

美術館活動の実際1　 ビデオ 「クーリエの記録」

美術館活動の実際2　 「美術作品の保存」　田中千秋

昼食休憩

ギャラリートーク1「 黒田清輝 《ブレハの少女》」 貝塚 健

休憩

ギャラリートーク2「 美術の近代について」 貝塚 健

ディスカッション 「私の美術館体験」

見学プランの検討

昼食休憩

見学プランの発表

まとめ

<見学解説>

2000年5月9日 （火）

　 　　 5月19日 （金）

　 　　 5月23日 （火）

　 　　 5月24日 （水）

　 　　 5月25日 （木）

　 　　 6月1日 （木）

　 　　 6月2日 （金）

古川市立言川東中学校

佐屋町立佐屋中学校

文化学院

春日井市立松原中学校

春日井市立南城中学校

豊田市立井郷中学校

江南市立古知野中学校

3年生21名

3年生11名

　　 20名

3年生7名

3年生7名

3年生9名

3年生5名
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6月15日 （木 ）

6月20日 （火 ）

6月30日 （金 ）

7月13日 （木 ）

7月14日 （金 ）

7月25日 （火 ）

7月27日 （木）

7月30日 （日）

8月3日 （木）

9月14日 （木）

9月22日 （金 ）

10月8日 （日）

10月21日 （土 ）

10月25日 （水 ）

11月15日 （水）

11月21日 （火）

11月24日 （金）

　 　 　 11月28日 （火 ）

　 　 　 11月29日 （水 ）

　 　 　 11月30日 （木 ）

　 　 　 12月2日 （土 ）

　 　 　 12月14日 （木 ）

　 　 　 12月19日 （火 ）

　 　 　 12月26日 （火 ）

2001年2月13日 （火 ）

　 　 　 3月15日 （木 ）

桐朋学園小学校

高崎市立佐野中学校

中央区立中央小学校

葛飾区立西小菅小学校

東京大学文化資源学研究室

武蔵野東小学校

小平市市民講座（花小金井南公民館）

玉川大学教育博物館

東海市市民グループ

聖心女子学院初等科

栃木県立石橋高校PTA
－九会（東邦大学同窓会）

名古屋造形芸術短期大学

文京区立駕籠町小学校

中央区立阪本小学校

桜陰高校

東京文化学園中学校

文京区立第七中学校

共立女子学園中学校

筑波大学附属小学校

共立女了学園中学校

共立女子学園中学校

東北芸術工科大学

文京区立駕籠町小学校

中央区立阪本小学校

共立女子人学

中央区立中央小学校

中央区区民講座

　　　　　 6年生80名

　　　　　 3年生4名

5年生17名 ・6年生15名

5年生45名 ・6年生37名

　　　　　　　　10名

　　　　　 6年生80名

　　　　　　　 28名

　　　　　　　 60名

　　　　　　　　13名

　　　　　 6年生79名

　　　　　　　 70名

　　　　　　　 30名

　　　　　　　 51名

　　　　 3・5年生41名

　　　　　 6年生13名

　　　　　 1年生50名

　　　　　 2年生52名

　　　　　 1年生40名

　　　　 1年生141名

　　　　　 4年 生39名

　　　　 1年生141名

　　　　　 1年生94名

　　　　　　　 60名

　　　　 4・6年生40名

　　　　　 6年生15名

　　　　　　　　18名

　　　　 4・5年生25名

　　　　　　　　17名

*事 前の打合せのうえ,解 説を行った団体のみを記 している。

〈特別講演会〉

2000年4月15日 （土 ）　 14:00～16:00　 ホ ール

主 催:石 橋 財 団 ブ リヂ ス トン美術 館,ジ ャポニ ス ム学会

ジャ ポニ ス ム と世 紀末 フ ラ ンスの絵 画,版 画,装 飾 　 　宮 崎 克 己

「レス タ ンプ ・オ リジナ ル』 につ いて 　 　 　 　 　 　 　 福 満葉 子

2000年5月24日 （土 ）　 14:00～16:00　 ホ ール

主 催:石 橋 財 団 ブ リヂ ス トン美術 館,ジ ャポニ ス ム学会

ラフ ァエ ル ・コ ラン と日本 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 三 浦 篤 氏 （東京大学助教授）

〈 イヴ ニ ング ・レクチ ャー 〉

ル ノ ワー ル展期 間 中 ,2月13日 か ら4月12日 まで の,毎 週 火曜 日 と木 曜 日,18:15～19:00に 開講 した。（→p.8）
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＜博物館実習生の受入れ＞

学 芸 員資 格 取得 のた め の博物 館 実 習生 を 次 の よ うに受 入 れ た。

期 間:2000年9月5日－10日,9月12日－17日 の各6日 間

人 数:16校 　実 習 生20名,イ ンター ン生3名 　計23名

実習内容:

10:00～11:00 11:30～12:30 13:30～15:00 15:30～17:00

第1日 オ リ エ ンテ ー シ ョ ン 館長挨拶 美術館の表と裏 館内見学

10:30～12:30 13:30～15:00 15:30～17:00

第2日 学芸員と展示企画1 保存修復1 レ ジ ス ト レ ー シ ョ ン　1-1

第3日 レ ジ ス ト レ ー シ ョ ン2 保存修復2 レ ジ ス ト レ ー シ ョ ン　1=2

第4日 作品収集について 美術情報と文献の探索1 美術情報と文献の探索2

第5日 学芸員と展示企画2 土曜講座聴講 土曜講座聴講,感 想レポー ト

第6日 展示デザイン演習,ま とめ

その他:

貸 出見 学:レ ンブ ラ ン ト・フ ァ ン・レイ ン 《ミネル ヴ ァ》 （ア テネ ・ナ シ ョナル ・ギ ャ ラ リー）

　　 　 　 　 ピエー ル=オ ーギ ュス ト・ル ノ ワー ル 《水 浴 の女 》 （ふ くや ま美 術 館）

教 育普 及 見学:聖 心女 子 学 院初 等科 の団体 見 学

＜イ ンタ ー ンシ ップ＞

2000年4月1日 か ら2001年3月31日 ま で,以 下 の よ うな イ ン ター ン シ ップ を行 った。

この イ ンタ ー ン シ ップ は,原 則 と して国 内 の大 学 院 に在 学 し,今 後 美 術館 職 員 と して働 くこ とを志 望 して い る30歳 以 下

の学 生 を 対象 に して い る。 保存 修 復 と教 育 普 及 の2部 門 にお い て,館 内の実 務 を体験 しなが ら,美 術 館 業務 を学 ぶ プ ロ グ

ラム を実施 した。

イ ンター ン:

　 保 存修 復 部 門:

　 坂 井史 恵 （東京芸術大学大学院 美術研究科 文化財保存学専攻保存修復技術（油画）修士課程修了）

　 山崎真 紀 子 （東京芸術大学大学院 美術研究科 文化財保存学専攻保存修復技術（油画）修士課程修了）

　 教 育普 及 部 門:

　 磯 谷麗 子 （日本大学大学院 芸術学研究科 造形芸術専攻博士課程前期）

　 荻 田麻 子 （成城大学大学院 文学研究科 美学・美術史専攻博士課程後期）

　 草 壁美 和 子 （日本大学大学院 芸術学研究科 造形芸術専攻博士課程前期）

　 関 根 緑 （実践女子大学大学院 文学研究科 美術史学専攻修士課程）

　 妹 尾知 子 （千葉大学大学院 教育研究科 美術教育専攻修士課程）

　 高 田瑠 美 （学習院大学大学院 人文科学研究科 哲学専攻博士課程前期）

　 吉 田奈 加 （実践女子大学大学院 文学研究科 美術史学専攻修士課程）

活 動 日:

　 保存 修 復部 門:36日 間

　 教育 普 及部 門:34日 間

主 な実 習 内容:

　 保存 修 復部 門:美 術館 にお け る保 存 修 復 の理 念,理 論,実 務

　 教育 普 及部 門:美 術館 にお け る教 育 普 及 の理 念,理 論,実 務

担 当者:

　 保存 修 復部 門:田 中千 秋

　 教育 普及 部 門:貝 塚 健,坂 本 恭 子
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教育普及　石橋美術館・石橋美術館別館

〈美術講座〉

土 曜 日　 14:00～15:30

　　　　　月日　講座題目

≪「東京国立近代美術館所蔵　近代の名作

2000年4月8日 　作品にみる歴史と個人

　　　　　　　　　　　　　　講師

日本画・洋画・版画・彫刻」展開催記念美術講座≫

　　　　　　　　　　　　　　市川政憲 氏 （東京国立近代美術館次長）

4月23日 　人間像と風景 中林 和 雄 氏 （東京国立近代美術館主任研究官）

*石 橋文化会館2階 小ホール

≪特集展示 「安井曾太郎の 『文藝春秋』表紙絵」開催記念美術講座≫

5月20日 　安井曾太郎の芸術

　　　　　*石 橋文化会館2階 小ホール

6月3日 　『文藝春秋』表紙絵から見た安井曾太郎

　　　　　*石 橋美術館集会室

富山秀男

貝塚 健

≪特集展示 「『レスタンプ・オリジナル』=世 紀末フランスの版画革命」開催記念美術講座≫

　　　 8月5日 　 フランスの世紀末美術　　　　　　　　　　　　　　 宮崎克己

　　　 8月26日 　『レスタンプ・オリジナル』とは何か?　 　　 　　　　 福満葉子

　　　　　　　　 *石 橋美術館集会室

≪秋の美術講座

　　　10月14日

　　　10月28日

やきものの魅力≫

仁清と乾山

中国の青磁

伊 藤 嘉章 氏 （東京国立博物館工芸課陶磁室長）

出川 哲朗 氏 （大阪市立東洋陶磁美術館学芸課長）

*石 橋文化会館2階 小ホール

≪石橋美術館学芸員による美術講座≫

11月4日

11月11日

11月18日

11月25日

日本絵画と草花

青木葉再考

近代洋画における群像表現

19世 紀末のパリと日本趣味

*石 橋美術館集会室

平間理香

植野健造

森山秀子

田内正宏

≪特集展示 「新収蔵・移管　名作選」開催記念美術講座≫

2001年2月3日 　新収蔵作品の紹介=青 木繁 《海》を中心に

　　　　　　　　 *石 橋美術館集会室

植野健造

32　 教育普及 （石橋美術館・石橋美術館別館）



＜ギ ャ ラ リ ー トー ク＞

石 橋 美術 館:第1,第3日 曜 日

石 橋 美術 館 別館:第2日 曜 日

各 館展 示 室 に てそ れ ぞれ毎 回 テー マ を替 えて 実施 した。

時 間:14:00～14:20

＜見学解説＞

2000年4月21日 （金）

　 　　 5月19日 （金）

　 　　 6月15日 （木）

　 　　 6月24日 （土）

　 　　 7月19日 （水）

　 　　 7月21日 （金）

　 　　 9月8日 （金）

　 　　 9月8日 （金）

　 　　 9月27日 （水）

　 　　 10月20日 （金）

　 　　 10月31日 （火）

　 　　 11月1日 （水）

　 　　 11月2日 （木）

　 　　 12月15日 （金）

2001年2月16日 （金）

　 　　 3月16日 （金）

久留米教育クラブ

久留米教育クラブ

久留米市立中学校美術教諭研修会

春日市教育委員会主催 「親と子の芸術鑑賞教室」

筑後地区観光協議会

久留米教育クラブ

県立学校事務職員筑後地区研修会

久留米教育クラブ

宮崎県北郷中学校

久留米教育クラブ

九州博物館協議会第30回 学芸員・事務職員研修会

鹿児島県徳之島中学校

愛媛県美術館友の会　　　　、

久留米教育クラブ

久留米教育クラブ

久留米教育クラブ

　22名

約40名

　20名

30名

7名

8名

70名

5名

8名

3名

＜学習における美術館の利用＞

2000年6月22日 （木）

7月4日 （火）

7月15日 （土 ）

9月8日 （金 ）

9月13日 （水 ）

9月14日 （木 ）

10月13日 （金 ）

久留米市立諏訪中学校 「諏訪中美術館をつくろう一

　　　　　　　　　　　石橋美術館をウオッチング（観察）しよう」

八女市立三河小学校5年 生 （坂本繁二郎についての学習）

久留米市立西国分小学校6年 生 （石橋美術館の作品についての学習）

福岡教育大学附属久留米中学校1年 生 「私の美術館を企画 しよう」

久留米市立良山中学校3年 生 「夢を探してみま専科-職 場体験」

　 22名

　 39名

約100名

各回約40名

2名

*学 校側からの依頼により,見 学解説だけでなく一歩踏み込んだ対応をしたものをあげている。
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＜ラジオ放送＞

DREAMS-FM（ （株 ）くるめ シテ ィエ フ エム）の 久留 米 市 ラ ジオ 広報 番 組 『くるめ ラジオ か わ ら版 』 で,ラ ジオ コ ラム 「美

術 の森 へ も う一 歩 」 を 石橋 美 術 館 で担 当 した。 放 送 は2000年4月 か ら2001年3月 ま で,毎 週 火 ・水 ・木 曜 の3回 （放 送 時 間

は毎 回2分 弱 ）。 内容 は週 単位 で 替 わ り,前 も って 収録 した ものが放 送 され た。

＜博物館実習生の受入れ＞

学芸員資格取得のための博物館実習生を次のように受入れた。

期間:2000年8月1日 －8月13日

人数:6校 　8名

実習内容:

10:00～12:00 13:00～17:00

8月1日 （火）　　館長挨拶／展示作業見学 展示作業見学

8月2日 （水）　　展示作業見学 展 示 作業 見 学／ マ ス コ ミプ レ ビュー見 学

8月3日 （木）　　組織と運営／館内見学 作品の管理

8月4日 （金）　　文献資料の収集 文献資料の収集

8月5日 （土）　　写真資料の整理保存 美術講座聴講

8月6日 （日）　 他館見学 他館見学／実習ノートの整理

8月8日 （火）　　作品の調査と調書の作成 作品の調査と調書の作成

8月9日 （水）　　資料の整理 資料の整理

8月10日 （木）　 作品の調査と調書の作成 作品の調査と調書の作成

8月11日 （金）　　図書資料の整理保存 図書資料の整理保存

8月12日 （土）　 写真の撮影 作品の取り扱い

8月13日 （日）　 図書資料の整理保存 実習 ノ ー トの整理,提 出
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入場者数

ブリヂス トン美術館

月 開館日数
有　　料

無料 総計 一 日平均
一般 大 ・高生 中・小生 団体 合計

4 25 3,089 517 202 244 4,052 189 4,241 170

5 26 4,565 976 329 517 6,387 349 6,736 259

6 24 3,481 786 160 762 5,189 230 5,419 226

7 26 4,346 900 354 573 6,173 122 6,295 242

8 26 5,169 819 913 230 7,131 227 7,358 283

9 26 5,895 489 78 461 6,923 186 7,109 273

10 23 3,603 360 65 499 4,527 140 4,667 203

11 26 4,072 580 59 1,024 5,735 205 5,940 228

12 24 3,778 545 147 361 4,831 206 5,037 210

1 8 1,373 254 59 60 1,746 170 1,916 240

2 17 60,395 5,011 1,829 397 67,632 14,473 82,105 4,830

3 27 96,604 8,143 3,828 895 109,470 48,230 157,700 5,841

合計 278 196,370 19,380 8,023 6,023 229,796 64,727 294,523 1,059

石橋美術館

月 開館日数
有　　料

無料 総計 一 日平均
一般 大 ・高生 中・小 生 団体 合計

4 22 3,376 224 143 605 4,348 821 5,169 235

5 23 3,302 196 181 670 4,349 1,012 5,361 233

6 26 1,457 113 41 618 2,229 388 2,617 101

7 26 1,402 70 74 621 2,167 401 2,568 99

8 25 1,477 365 240 136 2,218 164 2,382 95

9 26 1,246 128 74 499 1,947 348 2,295 88

10 25 1,439 42 19 416 1,916 216 2,132 85

11 26 1,312 26 26 637 2,001 87 2,088 80

12 23 791 40 21 29 881 15 896 39

1 23 1,079 45 43 117 1,284 48 1,332 58

2 24 1,613 73 49 383 2,118 212 2,330 97

3 27 1,891 108 46 193 2,238 99 2,337 87

合計 296 20,385 1,430 957 4,924 27,696 3,811 31,507 106

石橋美術館別館

月 開館日数
有　　料

無料 総計 =・日平 均
一般 大 ・高生 中 ・小生 団体 合計

4 22 3,088 195 115 628 4,026 665 4,691 213

5 23 2,303 155 143 329 2,930 711 3,641 158

6 26 419 69 7 4 499 52 551 21

7 26 549 25 30 7 611 17 628 24

8 27 753 258 69 22 1,102 34 1,136 42

9 26 550 46 23 219 838 34 872 34

10 26 987 20 6 17 1,030 152 1,182 45

11 26 925 20 8 79 1,032 53 1,085 42

12 23 534 14 9 12 569 14 583 25

1 23 626 25 20 43 714 8 722 31

2 24 907 23 15 188 1,133 23 1,156 48

3 27 685 31 13 30 759 22 781 29

合計 299 12,326 881 458 1,578 15,243 1,785 17,028 57
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新 収蔵 作 品　 New　 Acquisitions

モ ン ド リア ン,ビ ー ト

MONDRIAN,　 Piet

1872-1944

砂 丘

1909年

油 彩,鉛 筆 ・厚 紙

29.6×39.1cm

左 下 に署 名

Dune

Oil　 and　 pencil　 on　 cardboard

29.6×39.1cm

Signed　 lower　 left:　P　 MONDRIAAN.

来 歴Prov.:　 c.1919,　 S.B.　 Slijper,　 Blaricum;　 Dr.　 and　 Mrs.　 Norman　 Laskey,　 New　 York;　 1960,　 Sidney　 Janis　 Gallery,

New　 York;　 1962,　 Acquired　 from　 the　 above,　 Mr.　 and　 Mrs.　 James　 H.　 Clark,　 Dallas;　 James　 H.　 and　 Lillian　 Clark

Foundation,　 Dallas;　 Christie's　 New　 York;　 Acquavella　 Contemporary　 Art,　 Inc.;　2000,　 Ishibashi　 Foundation.

展 覧 会 歴Exh.:　 1922,　 Stedelijk　 Museum,　 Amsterdam,　 Hollandsche　 Kunstenaarskring:　 Schiderijen,　 Beeldhouwwerhen

en　 Teeheningen;　 1953,　 Sidney　 Janis　 Gallery,　 New　 York,　 50　 Years　of　 Mondrian,　 no.10;　 1962,　 Sidney　 Janis　 Gallery,

New　 York,　 Paintings　 by　Mondrian:　 Early　 &　Late　 Work　 in　Progress,　 no.12;　 1962,　 Museum　 for　Contemporary　 Arts,

Dallas,　 Dallas　 Collects;　 1963,　 Museum　 of　Fine　 Arts,　 Dallas,　 Dallas　 Collects;　 1963,　 Sidney　 Janis　 Gallery,　 New　 York,

Paintings,　 Drawings　 and　 Watercolors　 by　Piet　 Mondrian,　 no.16;　 1965,　 Museum　 of　Art,　 Santa　 Barbara/　 Museum　 of

Fine　 Arts,　 Dallas/　 Gallery　 of　 Modern　 Art,　 Washington,　 D.C.,　 Piet　 Mondrian,　 no.29;　 1971,　 The　 Solomon　 R.

Guggenheim　 Museum,　 New　 York,　 Piet　 Mondrian,　 1872-1944.　 Centennial　 Exhibition,　 no.38;　 1978,　 Museum　 of　Fine

Arts,　 Dallas,　 Dallas　 Collects:　 Impressionist　 and　 Early　 Modern　 Masters,　 no.69.

文 献Bibl.:　 1974,　 M.G.　 Ottolenghi,　 L'opera　 completa　 di　Mondrian,　 Milan,　 p.101,　 no.220;　 1986,　 J.　Holtzman,　 "Piet

Mondrian:　 The　 Man　 and　 His　 Work"　 in　H.　 Holtzman　 and　 M.S.　 James,　 eds.,　 The　 New　 Art　 ‐　The　 New　 Life:　 The

Collected　 Writings　 of　Piet　 Mondrian,　 Boston,　 fig.60;　 1998,　 R.P.　 Welsh,　 Piet　 Mondrian:　 Catalogue　 Raisonne　 of　the

Naturalistic　 Works　 （until　 early　 1911）,　 New　 York,　 vol.　 1,　p.100,　 464-465,　 no.A703;　 1998,　 Christie's　 twentieth

century　 art,　New　 Yorh　 Thursday　 19November　 1998　 at　 fpm,　 p.84-85,　 no.336.

保 管:ブ リヂ ス ト ン美 術 館 （外 洋203）

Managed　 by　 Bridgestone　 Museum　 of　Art　 （Tokyo）

モ ン ドリア ンが ゼ ー ラ ン ト地 方 （オ ラ ンダ南 西部 ）の行 楽地 ドム ブル フを は じめて訪 れ るの は ,1908年 の こ と。 当時 こ こ

に は,ヤ ン・トー ロ ップ を は じめ とす るオ ラ ンダの前 衛 芸 術家 が集 って お り,モ ン ド リア ンは彼 らとの 接触 を とお して,

アム ス テル ダ ムの展 覧 会 な どで見 知 った点 描技 法 を修 得 して い く ことに な る。

　 翌1909年 に,彼 は集 中 して ドム ブル フの砂 丘 を 描 い た。 ウ ェル シ ュは レゾ ネの第1巻 で,本 作 品 とハ ー グ市 立 美 術 館

所 蔵 の2点 を 「点 描 主 義 の砂 丘 の習 作」 と共通 タ イ トルで ま と め,そ れ ぞれ に 「左 に丘 陵」 「中央 に丘 陵 」 「右 丘 陵」 と補

足 を加 え て い る （Welsh,1998,　 A702,　 A703,　 A704） 。 本作 品 は,「 中央 に丘 陵」 （A703） に相 当す る。

　 3作 と も,1919年 にS.B.ス レイパ ーの所 蔵 とな って い る。 うち2点 は画 家 か ら直 接購 入 され,そ の後 ハ ー グ市 立 美術

館 に寄 託 されて い る の に対 し,今 回 の購 入 作 品 は,ス レイパ ーの コ レ ク シ ョンか ら離 れ た時 期,な らび に そ の経緯 を詳 ら

か に しな い。

　 なお,ス レイパ ーは所 蔵 す るモ ン ドリア ン作 品 の イ ンヴ ェ ン ト リー ・ブ ックを残 して い る。 レゾネ第2巻 を編 集 した ヨー

ス チ ンによ れば,ウ ェル シュ はno.746を 本作 品 に同定 して い る。
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青 木 繁

A0KI,　 Shigeru

1882-1911

車 中風 景

1902年

鉛 筆,淡 彩 ・紙

14.4×19.0cm（2枚 ）

Scene　 in　 a　Train

1902

Pencil　 and　 watercolor　 on　 paper

14.4×19.0cm（2　 sheets）

来 歴:個 人 蔵;華 の 実 画 廊,東 京;2000年,石 橋 財 団

Prov.:　 Private　 collection;　 Hananomi　 Gallery,　 Tokyo;

2000,　 Ishibashi　 Foundation.

文献:1972年,河 北倫明 『青木繁』日本経済新聞社,図 版20

保 管:石 橋 美術 館 （日洋496）

Managed　 by　Ishibashi　 Museum　 of　Art　 （Kurume）

青 木 繁

A0KI,　 Shigeru

1882-1911

晩 帰

1908年

木 炭 ・紙

12.3×18.7cm

Returning　 I、ate　 in　 the　 Evening

1908

Chacoal　 on　 paper

12.3×18.7cm

来 歴:個 人 蔵;吉 井 画 廊,東 京;2000年,石 橋 財 団

Prov.:　 Private　 collection;　 Yoshii　 Gallery,　 Tokyo;　 2000,　 Ishibashi　 Foundation.

文献1972年,河 北倫明 『青木繁』日本経済新聞社,図 版313

保 管:石 橋 美 術館 （日洋497）

Managed　 by　Ishibashi　 Museum　 of　Art　 （Kurume）
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青 木 繁

A0KI,　 Shigeru

1882-1911

海

1904年

油 彩 ・カ ン ヴ ァ ス

36.5×73.0cm

Sea

1904

0il　on　 canvas

36.6×73.0cm

来 歴:1912年 頃,蒲 原 有 明;川 端 康 成;フ ジ ヰ 画 廊,東 京;2000年11月25日,A.J.C.オ ー ク シ ョ ン,東 京;フ ジ テ レ ビギ ャ

ラ リ ー,東 京;2000年,石 橋 財 団

Prov.:　 c.1912,　 Kanbara　 Ariake;　 Kawabata　 Yasunari;　 Fujii　 Gallery,　 Tokyo;　 November　 25,　 2000,　 A.　 J.　C.　Auction,

Tokyo,　 Lot.no.50;　 Fuji　 Television　 Gallery,　 Tokyo;　 2000,　 Ishibashi　 Foundation.

展 覧 会 歴Exh.:1953年,国 立 近 代 美 術 館,東 京 「近 代 洋 画 の 歩 み （西 洋 と 日本 ）展 」no.7;1972年,ブ リ ヂ ス ト ン美 術 館/

石 橋 美 術 館 「生 誕90年 記 念 青 木 繁 展 」no.17;1984年,三 重 県 立 美 術 館 「海 ・そ の 幸 と形 象 展 」no.33;1987-88,　 Washing-

ton　 University　 Gallery　 of　Art,　 St.　Louis,　 Missori/　 Japan　 House　 Gallery,　 New　 York/　 Wight　 Art　 Gallery ,　University

of　California　 at　Los　 Angeles,　 Paris　 in　Japan,　 no.1.

文献Bibl.:1913年,蒲 原隼 雄 「蠱 惑 的画 家 （伝説 と印象 ）」『青 木 繁画 集 』政 教 社,　p139‐142,図 版40;1924年,蒲 原有 明

『飛 雲 抄 』書物 展 望 社;1947年,蒲 原 有 明 『夢 は呼 び 交 す』東 京 出版;1962年,河 北倫 明 『日本 近代 絵 画 全 集 （4）青 木 繁 』

講 談 社,p.19,図 版15;1970年,河 北 倫 明 「近 代 の美 術 （1）青 木繁 と浪 漫主 義 』至 文 堂,図 版6;1972年,河 北 倫 明 「青 木

繁 』 日本経 済 新 聞社,p.19-20,図 版140;1976年,『 巨 匠 の名 画 （10）青木 繁 』学 習 研究 社,　p.120,図 版20（ 解 説:陰 里 鐵

郎 ）;1984年,蒲 原 有 明『夢 は呼 び交 す 』岩 波文 庫,p.143-147

保 管:石 橋美 術 館 （日洋498）

Managed　 by　Ishibashi　 Museum　 of　Art　 （Kurume）

新 聞 ・雑誌 記 事記 録:

「青 木 繁3部 作 そ ろ う 所 在 不明 だ った 『海 』を落 札 石 橋 美術 館 」『西 日本 新 聞』2000年12月15日

「青 木 繁 の 『海 』来月 公 開 石 橋美 術 館 落札 」『読 売新 聞 』2000年12月17日

「オ ー ク シ ョン情 報 」『新 美術 新 聞』第915号,2001年1月11日 ・21日合 併 号

「青 木 繁 の 『海 』石橋 美術 館 が 購入29年 ぶ り故 郷 で公 開」『朝 日新 聞』2001年1月24日

「T0PICS　 A.J.C.オ ー ク シ ョ ン」『MAD0美 術 の窓 』第20巻 第3号,2001年2月20日

2000年12月18日 （月）,展 示室 にて一般 公開に先立っプ レヴューを行 った。

写真右よ り 《海景（布良の海）》　《海の幸》 と新収蔵作品 《海》
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カ リエ ー ル,ウ ジ ェー ヌ

CARRIERE,　 Eugene

1849-1906

女 の顔

『レス タ ンプ ・オ リジナ ル』第4号 （1893年 ）所収

リ トグ ラフ

画 面 サ イ ズ:39.3×34.1cm;紙 サ イ ズ:59.7×42.7cm

版 の左 下 に署 名;右 下 の余 白 に鉛 筆 で 署名;左 下 の余 白に鉛 筆 で 番 号;

右 下 隅 の余 白 に 『レス タ ンプ ・オ リジ ナル 』 の 空押 し印;左 下 の余 白

に紫 色 の イ ン クで押 された 所蔵 印;左 下 の余 白 に空押 しによ る所 蔵 印

Head　 （Tete）

Lithograph

Image　 size　:　39.3×34.lcm;　 sheet　 size　:　59.7x42.7cm

Signed,　 lower　 left　 on　 stone:　 Eugene　 Carriere,　 signed,　 lower　 right

margin,　 pencil:　 Eugene　 Carriere;　 numbered,　 lower　 left　 margin,

pencil:　 no.39;　 blind　 stamp　 for　 L'Estampe　 originale,　 lower　 right

corner　 margin;　 collection　 stamp　 of　 Heinrich　 Stinnes,　 lower　 left

margin,　 in　violet;　 collection　 stamp　 of　 Heinrich　 Neuerburg,　 lower

left　margin,　 blind　 stamp.

来 歴Prov.:　 Heinrich　 Stinnes,　 Cologne;　 Heinrich　 Neuerburg,　 Cologne;　 Galleria　 Grafica　 Tokio;　 Ishibashi　 Foundation.

保 管:ブ リ ヂ ス ト ン美 術 館 （外 版324）

Managed　 by　 Bridgestone　 Museum　 of　Art　 （Tokyo）
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新収図書

ブリヂス トン美術館

購入 寄贈 計

和書 132冊 49冊 181冊

洋書 114冊 22冊 136冊

計 246冊 71冊 317冊

（展覧会図録・逐次刊行物は含まない）

石橋美術館・石橋美術館別館

購入
寄贈 計

石橋美術館 石橋美術館別館

和書 110冊 58冊 60冊 228冊

洋書 0冊 0冊 1冊 1冊

計 110冊 58冊 61冊 229冊

（展覧会図録・逐次刊行物は含まない）
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修復記録

トマ ス ・ゲ ンズ バ ラ 《婦 人 像 》

制作 年 不詳

油彩 ・カ ン ヴ ァス　 75.5×64.5cm

ブ リヂ ス トン美 術館

はじめに

　本作品は18世 紀 に描かれ制作後約250年 が経過する中

で,経 年劣化が進行 し過去に数回の修復を受けたものと

考えられる。 この修復処置のうち明らかなものは,裏 打

ちと広範囲の神彩およびワニスの塗布であるが,こ れら

についての記録は残されていなかった。石橋正二郎がこ

の作品を購入 したのが1953年 であるが,も ともとは松方

幸次郎のコレクションとして我が国に招来された。松方

がこの作品を購入したのは1910年 代末頃と考えられ,そ

の購入以前の処置だとすると最低でもほぼ100年 以前の

修復であろう。よって,現 状の画布には緩やかではある

が大きな変形が発生していた（fig.2）。同時にワニスの変

質および変色,さ らには神彩部分にも変色が観察された。

　この作品は石橋正二郎の購入記録はあるが,そ れ以前

の山下や松方の購入については不明な部分 も多い。作品

の来歴を調査する上でも修復処置は大きな情報を持って

いる。従って今回の修復はできる限り過去の修復を生か

しながら,作 品鑑賞の妨げとなっている損傷を除去する

ことを主眼とした。

作品の状態

　作品は白色の油性地が施された亜麻布に油彩で描かれ

ている。画布は張り代部分から切断され,全 面を水溶性

の接着剤で裏打ちされている。 この裏打ちと画布の接着

は良好で浮き上がり等の損傷は見 られない。また,こ の

時の裏打ち以前にも処置がなされており,左 辺と下辺に

は紙テープが貼られている。さらに上辺ではこのテープ

を剥 した際のものと思われる絵具層の損傷がある。

　木枠は員数5本 で楔付き,裏 面左下の楔1本 が一旦脱落

し,そ の後異型のものが補充されている。特徴 としては

上下辺の材 と左右辺の材の幅が大きく異なる点で,こ れ

は作品の幅に合わせて上下辺の材の外側に棒材が足され

ているためである（fig.3）。

　作品の張 り込みには鉄製の釘が使用され,こ の釘は何

れの辺 も著しく酸化している。特に上辺の劣化が激 しく,

画布をも腐食 し左側の釘3本 を除き全てが脱落 している

（fig.4）。 この脱落が画布の大きな変形の原因となってい

る。

　紫外線蛍光反応の調査の結果では広範囲に神彩が観察

された（fig.5）。 また,実 体顕微鏡による拡大観察の結果

では,こ の精彩は時期的にも数回に分けられ,さ らにタッ

チや絵具の材質が異なることからも,異 なった修復家に

よってなされたものと考えられる。これは経年によって

変色 した旧神彩部分に,そ の上から色合せを行ったもの

と思われる。今回X線 による調査は行わなかったので,

この神彩が施された部分のオリジナルの状況は不明であ

る。特に神彩部が婦人像の目の部分に広範囲に施されて

いるので,今 後X線 調査を行いオリジナルの状態を確認

した後,神 彩に対 しての処置を行う必要がある。

　紫外線蛍光反応の調査によって画面全体に厚 くワニス

が塗布されていることも確認された。このワニスも経年

劣化による軽い白亜化と細かな亀裂や黄化が観察された。

また,欠 損やスポット状に白亜化が進行 した部分もあっ

た（fig.6）。

　額縁はイギ リスのルイ15世 （ジョージ2世）様式で典型

的な18世 紀中頃のデザインである。木彫りに金箔が押さ

fig.1　 トマス・ゲ ンズバ ラ 《婦人像》 処置前 全図 fig.2　 処置前 側光線写真（上部か ら照射）
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れた非常に豪華なものであり,グ レージングや裏板といっ

た作品保護材は付加されていない。また,ヘ ダテに使用

されたチーク材は留めが離れた上に寸法が不適切である。

残念な ことに額縁 も左右辺 が大 き く欠損 してお り

（fig.7）,今後修復されることを期待する。

処置 について

　前述 したように今回の修復では,で きる限り過去の修

復をも生かしなが ら,作 品鑑賞の妨げとなっている損傷

を除去することを主眼とした。

　具体的には,画 布の大きな変形に対しての処置と,旧

精彩やワニスに対するもの,そ して額装を改善すること

である。

　ルースライニングの張力に耐え得るようにオリジナ

ル木枠の画面側に米杉材の補強枠を装着する。この補

強枠はネジ留めにし,簡 単に着脱が可能なものとする。

ライニングに使用する布には亜麻布を使用 し,布 の湿

度変化による伸縮を止めるため,ア クリル樹脂プライ

マーを塗布する。 ライニング布は補強された木枠にス

テンレス製のステープルで張り込む。ライニングに被

せるようにストリップライニングした画布を張り込む。

この張り込みでは錆びた釘をステンレス製のものと取

り換える。この際画布や絵具層に修復以前と異なる張

力を与えないように当初の釘跡に釘を打ち,さ らに直

接画布に釘が当たらないようにシリコンラバーシート

（厚さ0.5mm） を挟む。

1写 真撮影および状態調査

　 写真の撮影は可視光線による全光および側光,紫 外

線による蛍光撮影,実 体顕微鏡による拡大撮影を含む。

状態調査は記録表を作成する。

2.ス トリップライニングをほどこす

　 錆びて腐食した釘を抜き,画 布を木枠か ら外す。木

枠か ら外した画布を修復用の仮枠に画鋲を使用 して仮

留めにした後,画 布裏面の清掃を行う。

　 画布裏面からのごく軽い湿 りと低温のアイロンでの

加温加圧によって画布の変形を修正する。

　 腐食した画布の張 り代部を,薄 手の目の詰んだ亜麻

布をBEVA371film（ エチレン化酢酸 ビニル樹脂を主成

分としたフィルム状の修復用接着剤）で接着補強し,ス

　トリップライニングをする。

4画 面洗浄

　 画面の洗浄には精製水を使用 し,軟 毛の筆で描かれ

た形態と筆触に沿って洗浄を行う。

5　旧補彩に対する処置

　 旧神彩部分にはできる限り処置を行わないようにし,

明 らかに鑑賞の妨げとなっている部分にのみ旧補彩の

上から水彩絵具によって若干の色合せを行 う。

flg.4　 上辺張 り代の状態 （脱落 した釘）

3.ル ー ス ライ ニ ングを ほ ど こす

flg.3　 処置前 裏面 flg.5　 処置前 紫外線蛍光写真
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6ワ ニスに対する処置

　 ワニスの欠損部には画面周辺部の,額 に隠れる部分

の紙テープに塗布されていたワニスを採取し,こ のワ

ニスを充填する。ワニスの白亜化はペッテンコッファ一

法（アルコールの気体でワニスを溶解する方法）を応用

して均質な塗膜に戻すと同時に,表 面をごく薄 く除去

し変色を目立たなくする。

7画 面全体の艶をマスティック樹脂（天然軟質樹脂）で

調整する

8.額 装の改善

　 額のヘダテを新調 し画面側にクッションとしてフェ

ル トを貼る。作品保護の為作品の装着方法を改善 し,

裏板を装着する。

9.処 置後の写真撮影を行い,報 告書を作成する

おわりに

　今回の修復では紫外線の蛍光反応調査で神彩であると

判断でき,ま た明らかに違和感はあるものの旧補彩に対

しては,ほ とんど処置を行わなかった。 これは来歴調査

が充分に成されていない本作品の持つ情報の一部として

旧修復を位置付けた為である。同様に,画 布にも変形が

見られたが裏打ちを除去するといった処置も行わなかっ

た。

　これまでの修復においては鑑賞の妨げとなっている旧

修復は除去 し,新 たに処置 しなおすといったことが当然

のように成されて来た。 しかし,こ の旧修復の技法や使

用されている材料も物質としての作品研究においては貴

重な資料となる。

　美術品の保存や修復が系統だった学問として未整備な

日本においては,過 去の修復処置について今後より慎重

に対処することが必要であろう。

　　　　　　　　　　　　　　（絵画修復家　　石井 亨）

flg.6　 処置前 ワニス損傷部 の拡大 fig.7　 処置前 額損傷部 の拡大 flg.8　 旧修復処置 （額 の神彩）

fig.9　 処置後 （額装改善後）全図 fig.10処 置後 裏面
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児 島 善 三 郎 《立 つ 》

1928年

油 彩 ・カ ンヴ ァス　 138.g×77.6cm

石 橋 美術 館

作品の状態

　作品は滞欧作（fig.1,2）。画布側面に以前の釘穴が残っ

ている。帰国後張り直されたものと思われる。

　画面寸法は制作当初と同じ。木枠は目の字形に中核の

二本入 った既製品。枠部材の幅は66mm,周 辺 の厚さは

25mm,内 側で22mm。 楔穴は四隅に計8箇 所開けられて

いるが楔は使用されていない。裏面左の枠には出品票が

貼 られ,出 品当時の代々木の住所と氏名,命 題が書き込

まれている。中核の上方枠には整理用の白色 ラベルが貼

られ,「10立 つ（裸婦）」と横書きされている。

　画布は油性白色の下地が施された既製品。糸密度は1

cm四 方あたり経糸緯糸共に平均して17本 。 裏面に書き

込みやメーカー印は無い。張り込み時の張力はかなり強

く,画 布側面の一部に破れも認められる。釘には錆が発

生 し,釘 周辺の画布の腐食が進行 している。画布には軽

度の経年の劣化は認められるがまだ充分な強度を保って

いる。

　絵具層は白色を多 く含むハイライ ト部分や輪郭線,模

様の書き起こし部分が厚く塗られ,背 景は比較的薄塗り。

厚塗り部分は絵具の乾燥固化時の伸縮等のため膨らむよ

うに変形 している。絵具層の変形は画布を伴ったもので

地塗り層との固着に問題はなく,亀 裂の発生も認められ

ない。

　側光線や赤外線ヴィジコンカメラによる観察によると,

若干の構図の変更や床に置かれた水差しを塗りつぶした

事など制作途中の筆触が認められる（fig.3）。経年の温湿

度の変化や過度の湿気により画面ほぼ全面に黴や結晶が

析出している。そのため絵具層は曇 ったように艶を失い

色調も鈍くなっている。作品下方は湿度が溜まりやすかっ

たせいか浮き上がりや剥落などの損傷も多く認められる

（fig.4,5）。 画面右下隅には　「Z.　Z.　Kojima」　と黒色の

横書きサインがある。

　制作後にニスを塗布された形跡は無い。

　作品は数本の釘で額に固定されている。額にはアクリ

ル等のグレージングや裏板も無い。額表面の凸部に擦れ

傷が認められる。

処置の方針

　木枠画布共に平面を維持する強度を保っている。

　画面の軽い変形は絵具の厚みに起因するもので変形修

正を要するものではない。絵具層に浮き上がりや剥落が

認められるが部分的な剥落止め等の処置で改善が可能。

裏打ち等の過剰な処置の必要はない。当初の部材を尊重

し取り替えあるいは付加する物を必要最小限にとどめる。

付加する物は,ご く限定的に用いる剥落止めの接着剤,

楔,腐 食した画布釘穴の繕いに用いる麻布のパ ッチ,絵

具欠損部分のみに用いる充填材や精彩用のアクリル絵具

等。錆びたタックスはステンレス製のものに取り換える。

その際絵具層に修復以前と異なる張力のス トレスを与え

ないように釘は当初と同じ位置に打つ。本作品には制作

後にニスを塗布された形跡が無い。現状の画面は黴や埃

汚れ,結 晶の析出等のため画調が鈍 くなっているが,表

面の付着物を除去することによりかなりの程度での色調

回復を期待できる。画面保護の効果を求めるための厚い

ニス塗布は作者の制作意図を歪める恐れがある。そのた

め処置後に塗膜を形成するような厚いニスの噴霧は行わ

ないこととした。黴により変質 した部分には色調を回復

flg　1　 児島善三郎 《立 つ》　修復前 flg.2　 修復前 裏面
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させるために対症的に合成樹脂を用いることで制作時の

質感に近づける事を作品処置の方針とした。

　額装に関 しては,作 品固定方法を改善し裏板及び低反

射処置をしたアクリルを装着することとした。

処 置 内 容

・写真 撮 影 お よ び状 態 調査

・亀 裂 と浮 き上 が り部分 の接 着 と固定　（BEVA　 D=8エ チ

レン化 酢酸 ビニル樹 脂 を主 とす る エマ ル ジ ョン接 着 剤 を

使 用）（fig.6,7）

・画 面 の汚 れ と析 出物 の除去 （fig.8,9）

・裏 面 の清 掃

・釘 錆 に よ り腐 食 した画 布釘 穴 の 繕 い とス テ ンレス釘 に よ

る張 り込 み,楔 の作 製取 り付 け

・絵 具 欠 損 部 分 へ の充 填 及 び神 彩 （胡 粉 ・膠 水 ,ア ク リル

絵 具）（fig.10,11,12）

・艶 の調 整 （パ ラロイ ドB-72樹 脂 トル エ ン溶 液 ）

・額 装 の 改 善 （低 反 射 ア ク リル リア ル ッ クFN=72と 裏 板

の装着 ）

・処 置 後写 真 撮影 お よ び報 告書 の作成

　　 　 　 　　 　 　　 （小 林 絵画 保 存修 復 工房 　 小林 嘉 樹）

flg　5　 絵具層の損傷

　　 （黴による変質 ・亀裂 ・浮 き上 が り・剥落）部分

　　 （測光線による撮影）

flg　3　 右下方 に描かれて いる水差 し

　　 （赤 外線 ビジコ ンカメラによる撮影）

flg　6　 損傷部分修復前

flg　4　 サイ ン付近に発生 した黴 flg.7　 同部分修復後
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fig.8　 結晶の析出部分拡大 fig.10　 剥落欠損部

fig.9　 同部分結晶の除去 fig.11　 欠損部への充填

fig.12　 同部分への補彩後
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青 木 繁 《車 中 風 景 》

1902年

鉛筆,淡 彩 ・洋 紙 （両画 面）　 14.4×19.0cm×2枚

石橋 美 術館

修復前全体寸法 （2枚継ぎ）

左辺:143mm　 　 　　　　上辺:362mm（ 右上角欠損）

右辺:130mm（ 右上角欠損）下辺:379mm

修 復 後 全 体 寸 法 （2枚継 ぎ）

左辺:144mm　 上辺:381mm

右辺:143mm　 下辺:381mm

ラベル

1.題 名 ・作家名・由来書・鑑定人の氏名?の 墨筆による書

　き込みと朱印が押されたラベルが窓マットの右下に貼

　られている（fig.1）。

　　車中風景　左より青木,坂 本,丸 野,

　　青木繁遺作　梅野茂人　識 （識の文字に重ねて朱印）

2.額 裏板に1と 同じラベルが貼られている。

3.額 裏板に墨筆による書き込みがあるラベルが貼られて

　いる。

　　車中風景　青木繁　青木繁の妙義画稿であります

　　梅野　隆　識 （識の文字に重ねて朱印）

4.額 裏板に額装店のラベルが貼られている。

書 き込み

　右片裏面の鉛筆素描の左部に墨筆による書き込みがあ

る。

　　青木葉の妙義画稿です

　　梅野　隆　識

額装 ・台紙

　本紙はあまり質の良くない薄い洋紙を台紙に使用 し,

セ ロハンテープや両面テープ,水 溶性の接着剤などで周

縁部を固定されていた。本紙支持体は2枚 であるが中央

に継ぎは無 く,2枚 を並べてそれぞれが固定されていた。

台紙はセロハンテープと接着剤で窓マットの裏面に固定

されていた（fig.2）。

組成

　支持体は機械漉きの洋紙で,ス ケッチブックの見開き2

枚である。そのため,2枚 がつながる辺の中央部には糸綴

じの跡と思われる穴が開いている。支持体の厚さは2枚

共におよそ0.13mm～0.14mmで 表面には網状の細かい

凹凸がある。紙の色は乳白色で水の浸透は遅い。描画部

には2枚 にまたがった黒色の鉛筆による素描に,水 彩絵具

で薄く彩色が行われている。裏面には左右それぞれの紙

面に別々に黒色の鉛筆による素描がある。

損傷

　支持体は簡易的なpH測 定 によると5.0の値 を示 し,酸

性化が進行していた。支持体が貼られていた台紙は窓マッ

トと作品の間の露出していた部分に強い変色が生 じてい

たが,作 品支持体はやや黄色化の傾向が見られるものの,

酸性化による強いやけは見られなかった。

　支持体の裏面には台紙に固定するために使用されたテー

プや接着剤が周縁部に付着していた。右側本紙の右辺中

央,左 下角,左 上角,右 上角の4ヶ所,左 側本紙の左辺中

央,右 上角,左 上角の3ヶ 所の各裏面にテープが付着 して

いた。テープは劣化していたが接着剤の粘着性は残って

おり,紙 の中に浸透 して透明化 し,黄 褐色の染みを生 じ

させていた。テープの他に水溶性の接着剤の使用も見 ら

flg.1　 青木繁 《車中風景》修復前 マ ット装着 の状態

　　　 （右下 にラベルが貼 られていた） fig.2　 修復前 斜光線写真
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れ,周 縁部の裏面に厚く層を成 して付着 していた。テー

プと接着剤は重なって付着 している部分 も見 られた。ま

た,接 着剤が使用された部分は支持体にひきつれの変形

を生じていた。

　支持体の周縁部,特 に上辺は劣化により小さな裂けや

折れ,細 かい欠損が多く生 じていた。また,2枚 がつなが

る中央部分には綴 じ糸から外 した際のものと思われる裂

けや小さな欠損,折 れなどの損傷が生 じていた。右上角

は三角形に欠損 しており,右 側本紙の左下に2ヶ 所 （4

mm×3mm,2mm×1mm）,右 下に2ヶ所 （それぞれ（¢

1mm） の虫損による穴が生 じていた。裏面側には虫損に

より表層が失われている部分が数ヵ所見られ,右 側本紙

裏面の描画部分に顕著である（fig.3,4）。

処 置

1.写 真 撮影,状 態 調査

2.マ ッ ト及 び台紙 か ら作 品 と鑑定 書 を分 離

3.鑑 定 書 の裏 打 ち

4.テ ー プ及 び水 溶性 接 着剤 の除去

5.セ ロ テ ー プの 接 着 剤 除 去:ア ル コ ール 及 び 石油 系 溶

　 　剤/サ ク シ ョンテ ー ブル を使 用

6.テ ー プ痕部 分黄 変 の 除去

　 　部 分 水 洗/サ ク シ ョ ンテ ー ブル を使 用

　 　部 分 脱 酸:水 酸 化 マ グ ネ シ ウ ム/サ ク シ ョンテ ー プ

　 　 　　 　　 　 ル を使 用

　 　部 分 漂 白:過 酸 化水 素 水

　 　部 分 水洗/サ ク シ ョ ンテ ー ブル を使 用

　 　部 分 脱 酸:水 酸 化 マ グ ネ シ ウム/サ ク シ ョンテ ー プ

　 　 　　 　　 　 ル を使 用

7.折 れの 展伸

8.仮 プ レス

9.欠 損 部 の繕 い:洋 紙 ・メチ ル セル ロース+生 麩糊

10.2枚 の接 合:和 紙 ・メチ ル セル ロ ース+生 麩糊

11.プ レス に よ る展 伸

12.イ ン レイ マ ウ ン ト:楮100%手 漉紙 ・メ チ ル セル ロー

　 　 　　 　　 　 ス ＋生 麩糊

13.精 彩:色 鉛 筆 ・水 彩 絵 具 （繕 い部 分 ）

14.写 真撮 影

15.マ ッ トに和 紙 ヒ ンジで作 品 を固 定

16.報 告書 作 成

　 　 　　 　　 　　 　 　　 （山領 絵 画修 復 工房 　 横 田直子 ）

flg.3　 右側 台紙か ら分離後 fig.4　 右側裏面 台紙か ら分離後

fig.5　 修復後 fig.6　 裏面 修復後
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青 木 繁 《晩 帰 》

1908年

木 炭 ・洋 紙 　 12.3×18.7cm

石 橋 美術 館

修 復 前 寸 法(裏 打 ち含む)

左辺:124mm　 上辺:188mm

右辺:117mm　 下辺:188mm

修 復 後 寸 法

左 辺:123mm　 上 辺:187mm

右 辺:116mm　 下 辺:187mm

ラベル

1.パ ネル裏面中央に題名・作家名・所蔵者・作品由来が墨

　筆により書 き込まれた鑑定書が貼付されている。鑑定

　書は172mm×66mmで 欠損があるため裏打ちが施さ

　れている。

　　青木繁作 「晩帰」

　　この絵ハ青木繁の明治三十六,七 年頃の作,信 州小

　　諸附近のスケッチである,親 友正宗得三郎氏旧蔵品

2.パ ネル裏面左上に展覧会のラベルが貼られている。

3.パ ネル裏面左下に額装店のラベルが貼られている。

額装 ・台紙

　和額用下張りの中央に裏打ちを施された本紙が袋貼り

で張り込まれていた(fig.1)。下張りは裏面が緑色の紙で

化粧貼りされており各ラベルが貼付されていた(fig.2)。

　裏打紙は和紙で水溶性の糊が使用されていた。左右辺

はそれぞれ1mm～2mm,上 下辺はそれぞれ9mm～1O

mmの 幅で本紙より大きく縁が残されていた。

組成

　支持体は厚さおよそO.1mmの あまり質の良 くない繊維

を原料とした機械漉きの洋紙で,リ グニンを含む。紙の

表面は網状の細かい凹凸があり,本 紙への水の浸透は速

い。紙の周囲は四辺 とも刃物により切断されているが,

下辺は極端に歪んだ不規則な切断面になっている。

　描画には黒色の木炭が使用されていると思われる。定

着剤が使用された痕跡は無 く,紙 の表面に粒子が柔らか

くのり,全 体に広がっている。裏面には墨と鉛筆が使用

された素描がある(fig.3)。

損 傷

　下張りの四隅は隅雛によりひきっれを起こしていた。

また下張りの和紙には黄褐色の斑点が生じており,一 部

は作品の裏面にも移行 していた。

　支持体は簡易的なpH測 定 によると5.0の値 を示 し,酸

性化による劣化が進行 していた。また,リ グニンを含む

ため暗黄色化の変色が著しく,裏 打紙にも移行していた。

変色の度合いは二段階で,窓 マット内で露出していた部

分と思われる内側の変色は特に強 く,く っきりと四角の

内部が変色していた。画面内は向かって右側の人物の右

部に二本の裂けが生 じており,以 前に裏打が行われた際

に木炭の粒子が広がり,沈 み込んだためか,裂 けの部分

に黒色の粒子がたまって線状になっている。また,上 辺

左方に小さな裂けが見られた。他に,左 辺中央に5mm×

3mmの 破れによる欠損と下辺に2mm×11mmの 欠損が

見 られた。

　裏面には周縁四辺の各中央にテープが貼 られていた痕

跡があり,合 い剥ぎになって紙が薄 くなっていた。また,

テープ痕跡部分の形に沿って支持体の変色が抑えられて

いた。

fig.1　 青木繁 《晩帰》修復前 パネルに張 り込まれた状態 fig.2　 修復前 パネル裏面の ラベル
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処置

1.写 真撮 影,状 態調 査

2.パ ネルから作品及び裏面の鑑定書を分離

3.水 洗/サ ク シ ョ ンテー ブ ルを使 用

4.裏 打紙の除去

5.水 洗/サ ク シ ョ ンテー ブ ルを使 用

6.脱 酸:水 酸化 マ グ ネ シウ ム/サ ク シ ョ ンテ ー ブル を

使用

7.漂 白:過 酸 化水 素 水/サ ク シ ョ ンテー ブルを使 用

8.水 洗/サ ク シ ョ ンテー ブル を使 用

9.木 炭 の接 着 強化:ク ル ーセ ルGア ル コ ール溶 液

1O.仮 プ レス

11.左 辺 中央 の 欠損 部 分 の繕 い:洋 紙 ・メ チル セ ル ロ ース

+生 麩糊

12.プ レスに よ る展伸

13.イ ン レ イ マ ウ ン ト:楮100%手 漉 紙 ・メ チ ル セ ル ロ ー

ス+生 麩糊

14.補 彩:色 鉛筆 ・水彩 絵 具(繕 い部 分)

15.写 真 撮影

16.和 紙 ヒ ン ジで 作品 を マ ッ トに 固定

17.報 告 書作 成

(山領絵画修復工房　横田直子)

fig.3　 裏面 裏打 ち除去後

fig.4　修復後

fig.5　 裏面 修復後
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安井曾太郎 《風景素描》

鉛筆・洋紙　22.0×25.2cm

石橋美術館

の色はやや赤味のある乳白色で,表 面は滑 らかだが,網

状の浅い凹凸がある。本紙への水の浸透は遅い。

　描画には黒色の鉛筆が使用されている。

修 復 前 寸 法(裏 打 ち含む)

左辺:221mm　 上辺:253mm

右辺:219mm　 下辺:253mm

修 復 後 寸 法

左 辺:22Omm　 上 辺:250mm

右 辺:218mm　 下 辺:252mm

署名・落款

　画面右下に朱印がある。

損傷

　裏面に貼 られた台紙が酸性のボール紙であったためか,

支持体は簡易的なpH測 定 によると5.0の値 を示 し,酸 性

化が進行 していた。全体に黄色化の傾向があり,特 にマッ

トの窓内の露出していたきわの部分に強い変色が生 じて

いた。また,全 体に茶褐色の小さな斑点が生 じていた。

左辺のスケッチブックの留め穴部分は分離する際に引き

ちぎられているため,残 った部分に破れや折れが生 じて

いた。左右辺には台紙に固定するために画面側から貼ら

れた紙製のテープが付着 していた。

書き込み

1.

2.

裏 面裏 打 紙 右 辺側 に鉛 筆 に よ る数 字 の書 き込 み が あ っ

た(fig.2)。

　 327

本 紙 裏面 右 下 に赤 イ ン クの ス タ ンプが あ り,ス タ ンプ

内 に墨筆 に よ る数 字 の 書 き込 み が あ る。 ま た,そ の上

部 に鉛 筆 に よ る数字 の書 き込 み が あ る(fig.3)。

　 327

　 安井 曽 太郎 画 室之 印NO.327

額装・台紙

　酸性のボール紙にべ夕貼りされていた。

組成

　支持体は機械漉きの洋紙で,ス ケッチブックの1枚 で

あるため,左 辺に止め金具のための穴があいている。紙

処置

1.写 真撮 影,状 態調 査

2.紙 テー プの 除去

3.裏 打 ち の除 去

4.水 洗/サ ク シ ョンテ ー ブルを使 用

5.脱 酸:水 酸 化 マ グネ シウ ム/サ ク シ ョ ンテ ー ブ ル を

使用

6.漂 白:過 酸 化 水素 水/サ ク シ ョンテ ー ブル を使用

7.水 洗/サ ク シ ョンテ ー ブルを使 用

8.脱 酸:水 酸 化 マ グネ シ ウム/サ ク シ ョ ンテ ー ブ ル を

使用

9.部 分漂白:過 酸化水素水

10.水 洗/サ ク シ ョンテ ーブ ルを使 用

11.脱 酸:水 酸化 マ グ ネ シ ウ ム/サ ク シ ョンテ ー ブ ル を

使用

12.留 め穴部 分 の繕 い:和 紙 ・メチ ル セル ロ ース

fig.1　 安井曾太郎 《風景素描》　 修復前 fig.2　 裏面 修復前(台 紙 に数字 の書 き込 みが ある)
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13.裏 打 ち:楮1OO%機 械 漉 和紙 ・生麩 糊

14.仮 張 り

15.補 彩:色 鉛筆

16.写 真 撮影

17.裏 打 ち紙 の一 部 を利 用 した和 紙 ヒ ン ジで作 品 を マ ッ

トに固定

18.報 告書 作 成

(山領絵画修復工房　横田直子)

fig.3　 裏面(部 分)裏 打 ち除去後

　　　 (ス タンプ と数字の書 き込みがあ る)

fig.4　 修復後
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作品貸出記録 　ブリヂス トン美術館

「ジョージ・グロス」

神奈川県立近代美術館/2000年4月8日‐5月21日

伊丹市立美術館/6月10日‐7月30日

栃木県立美術館/8月6日-9月24日

ゲ オ ルゲ ・グ ロ ッス 《プ ロム ナー ド》(外 洋167)

「うらわの画家 とその時代」

うらわ美術館/2000年4月29日-6月18日

安井曾太郎 《焼岳》(日洋264)

「東 亜 油 書 的 誕 生 與 開 展 」

Oil　Painting　 in　the　East　 Asia　 -lts　 Awakening　 and　 Development‐

台 北 市立 美 術館,台 北/2000年6月3日‐8月27日

藤島武二 《東海旭光》(日洋51)

「小 出楢重展」

名古屋市美術館/2000年7月15日-9月17日

京都国立近代美術館/10月3日‐11月19日

小 出楢重 《帽 子 をか ぶ った 自画 像 》(日 洋137)*名 古屋市美術館

小 出楢重 《横 た わ る裸身 》(日 洋140)*京 都国立近代美術館

「岸田劉生展」

徳山市美術博物館/2000年8月18日-9月24日

岸田劉生 《街道(銀座風景)》(日洋228)

岸田劉生 《画家の妻》(日洋229)

「印象派 と光の表現」

ふくやま美術館/2000年9月23日‐10月29日

ピエ ール=オ ー ギ ュ ス ト・ル ノ ワール 《水 浴 の女 》(外 洋136)

Greek　 Gods　 and　 Heroes　 in　 the　 Age　 of　 Rubens　 and　 Rembrandt

National　 Gallery,　 Athens,　 September　 28‐January　 8,　2001

Dordrechts　 Museum,　 Dordrecht,　 February　 3-May　 6

レ ンブ ラ ン ト・フ ァ ン・レイ ン 《ミネル ヴ ァ》(寄 託 作 品)
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「20世紀 の回顧・鹿児島と洋画」

鹿児島市立美術館/2000年9月29日‐11月5日

藤 島武二 《チ ョチ ャ ラ》(日 洋25)

藤 田嗣 治 《ドル ドーニ ュの 家》(日 洋132)

「近代 日本の裸婦展」

井原市立田中美術館/2000年9月29日‐11月12日

山下 新太 郎 《シュザ ンヌ》(日 洋211)

「梅原龍三郎展」

笠間日動美術館/2000年9月29日‐10月29日

酒田市美術館/11月3日-11月26日

島根県立美術館/12月22日-2001年2月4日

下関市立美術館/2月9日‐3月18日

岡山県立美術館/3月23日‐4月15日

梅 原龍 三 郎 《脱 衣婦 》(日 洋200)*笠 間日動美術館,酒 田市美術館

梅 原龍 三 郎 《ナ ポ リよ り ソ レ ン トを望 む》(日 洋271)*島 根県立美術館

梅 原龍 三 郎 《椿 》(日 洋272)*下 関市立美術館,岡 山県立美術館

「牛島憲之展」

府中市美術館/2000年10月14日-11月26日

神戸市小磯記念美術館/2001年2月10日-4月15日

牛 島憲 之 《タ ンクの道 》(日 洋212)

「グレー村 の画家たち展」

山梨県立美術館/2000年10月21日-11月26日

府中市美術館/12月2日‐2001年1月21日

西宮市大谷記念美術館/1月27日‐3月4日

成羽町美術館/3月10日-4月15日

佐倉市立美術館/4月28日‐6月3日

浅井 忠 《樹 下 の女 》(日 洋291)*山 梨県立美術館,府 中市美術館

浅井 忠 《グ レーの洗 濯場 》(日 洋290)*西 宮市大谷記念美術館,成 羽町美術館

浅井 忠 《グ レーの橋 》(日 洋3)*佐 倉市立美術館

浅井 忠 《グ レーの古 橋》(日 洋292)*佐 倉市立美術館

「白樺」

調布市武者小路実篤記念館/2000年10月28日-12月3日

オ ー ギ ュス ト・ロダ ン 《裸 婦 》(外 洋46)
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「マテ ィス,そ の原点」

兵庫県立近代美術館/2000年11月18日―2001年1月21日

ア ン リ・マ テ ィス 《オ ダ リス ク》(外 洋60)

「ト ゥー ル ー ズ＝ ロ ー ト レ ッ ク展 」

サ ン トリー ミュ ー ジア ム[天 保 山]/2000年11月18日―12月24日

東 武美 術 館/2001年1月2日‐3月4日

ア ン リ ・ド ・ト ゥ ー ル ー ズ＝ ロ ー ト レ ッ ク 《カ ル ナ ヴ ァ ル 》(外 版41)・ サ ントリー ミュージァム[天 保 山]

ア ン リ ・ド ・ト ゥ ー ル ー ズ＝ ロ ー ト レ ッ ク 《ム ー ラ ン ・ル ー ジ ュ に て,ラ ・グ ー リ ュ と そ の 姉 》(外 版39)・ 東武美術館

ア ン リ ・ド ・ト ゥ ー ル ー ズ＝ ロ ー ト レ ッ ク 《シ ル ペ リ ク に て ボ レ ロ を 踊 る ラ ン デ ー ル 》(外 版44)・ 東武美術館

ア ン リ ・ド ・ト ゥ ー ル ー ズ＝ ロ ー ト レ ッ ク 《騎 手 》(外 版181)・ 東武美術館

ア ン リ ・ド ・ト ゥ ー ル ー ズ＝ ロ ー ト レ ッ ク 《マ ル セ ル ・ラ ンデ ー ル 嬢 》(外 版196-15)・ 東武美術館

「岸 田劉生展」

愛知県美術館/2001年2月9日―4月1日

神奈川県立近代美術館/4月7日―5月20日

笠間日動美術館/5月26日―7月8日

岸田劉生 《南瓜を持てる女》(日洋293)・ 愛知県美術館

岸田劉生 《街道(銀座風景)》(日洋228)

「常 設展示 日本 と西洋の近代美術」

群馬県立近代美術館/2001年2月3日―7月6日

アメ デオ ・モ デ ィ リア ー二 《若 い農 夫 》(外 洋115)

「近代彫刻」

横浜美術館/2001年2月10日―3月31日

オ ー ギ ュス ト・ロ ダ ン 《青 銅 時 代》(外 彫38)

オ ー ギ ュス ト・ロ ダ ン 《考 え る人》(外 彫39)

オ ー ギ ュス ト・ロ ダ ン 《立 て る フォ ーネ ス》(外 彫40)

パ ブ ロ・ピカ ソ 《道 化 師》(外 彫61)

アル ベル ト・ジャ コメ ッテ ィ 《デ ィエ ゴの胸像 》(外 彫75)

エ ドガ ー ・ドガ 《ア ラベス ク》(外 彫76)

ア レキサ ンダ ー ・ア ー キペ ンコ 《ゴ ン ドラの船 頭 》(外 彫88)

コ ンス タ ンテ ィ ン・ブ ラ ンク ー シ 《接 吻》(外 彫100)

Henri　 Rousseau　und　 die　 Moderrne

Kunsthalle　 Tubingen,　 Tubingen,　 February　 3―June　 17,　 2001

ア ン リ・ル ソ ー 《イ ヴ リー河 岸》(外 洋43)
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Bonnard,　 Vuillard,　 Denis,　 Roussel:The　 Decorative　 Paintings

The　 Art　 Institute　 of　 Chicago,　 Chicago,　 February　 21―May　 16,　 2001

The　 Metropolitan　 Museum　 of　Art,　 New　 York,　 June　 18―September　 9,　 2OO1

モー リス ・ドニ 《バ ッカス祭 》(外 洋65)

Monet　 and　 Japan

National　 Gallery　 of　 Australia,　 Canberra,　 March　 9―June　 11,　 2OOl

Art　 Gallery　 of　 Western　 Australia,　 Perth,　 July　 7―September　 16

ク ロー ド・モ ネ 《雨 のベ リール 》(外 洋164)

Picasso,　 las　 grandes　 series　 y　 los　maestros　 del　 pasado

Museo　 Nacional　 Centro　 de　 Arte　 Reina　 Sofia,　 Madrid,　 March　 26―June　 18,　 2OO1

パ ブロ ・ピカ ソ 《画家 とモ デル 》(外 洋144)
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作品貸出記録　石橋美術館

「東亞 油畫 的 誕 生 與 開 展 」

Oil　Painting　 in　the　East　 Asia　―Its　Awakening　 and　Development-

台北 市立 美 術館,台 北/2000年6月3日―8月27日

青木繁 《大穴牟知命》(日洋197)

「長谷川利行展」

宇都宮美術館/2000年7月15日―8月20日

三重県立美術館/8月26日―10月8日

長谷川利行 《動物園風景》(日洋155)

長谷川利行 《裸婦》(日洋156)

「小 出楢重展」

名古屋市美術館/2000年7月15日―9月17日

京都国立近代美術館/10月3日―11月19日

小出楢重 《裸婦》(日洋138)

「小 出楢重 の素描」

芦屋市立美術博物館/2000年9月9日―10月22日

小出楢重 《裸婦素描》(日洋139)

「20世紀 回顧 ・鹿児島と洋画」

鹿児島市立美術館/2000年9月29日―11月5日

藤島武二 《天平の面影》(日洋11)

「近代 日本の裸婦展」

井原市立田中美術館/2000年9月29日―11月12日

岡 田三 郎助 《髪梳 く女》(日 洋62)

和 田英 作 《チ ュー リップ》(日 洋65)

「グレー村の画家たち展」

府中市美術館/2000年12月2日―2001年1月21日

西宮市大谷記念美術館/1月27日―3月4日

成羽町美術館/3月10日―4月15日

佐倉市立美術館/4月28日―6月3日

黒 田清輝 《針 仕事 》(日 洋7)*府 中市美術館,西宮市大谷記念美術館

和 田英作 《読 書》(日 洋64)*成 羽町美術館,佐倉市立美術館
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刊行物一覧

＜展覧会カタログ＞

「東京国立近代美術館所蔵　近代の名作― 日本画・洋画・版画・彫刻」(特別展示)

出品目録

図版(モ ノクロ5図)

発行:石 橋財団石橋美術館,石 橋財団石橋美術館別館(2000年)

26×19cm　 4p

「リクエ ス ト月間― 贋 作 だ ってお 見せ しま す… 」(コ ー ナ ー展示)

“Your　requests” 　month　 :　anything　 you　 want　 to　see　-　even　forgeries!

解 説

図 版(モ ノ ク ロ11図)

編 集 ・発 行:石 橋 財 団 ブ リヂス トン美 術 館(2000年)

30×21cm　 4p
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「オ リ エ ン トの ガ ラ ス と 陶 器 」(特 集 展 示)

Glass　 and　 ceramics　 of　 the　 Orient

本文:

古代ガラスの歴史―石橋財団所蔵品を中心として/

谷一 尚(P.11‐15)

イス ラーム陶器の歴史―石橋財団所蔵品を中心として/

岡野智彦(p.16-22)

図版(カ ラー66図,参 考22図)

作品データ

主要参考文献(平 間理香編)

遺跡地図

関係略年表

編集:平 間理香(石橋財団石橋美術館),

　　　坂本恭子,貝 塚健(石橋財団ブリヂストン美術館)

制作:エ ディタス

発行:石 橋財団ブリヂス トン美術館,石 橋財団石橋美術館(2000年)

26×19cm　 93p

「新収蔵・移管　名作選―石橋美術館の新しい仲間42点 を紹介 します」

(特集展示)

出品目録

発行:石 橋財団石橋美術館

30×21cm　 一枚もの
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「ル ノ ワー ル― 異 端 児 か ら巨 匠へ の道 　 1870-1892」(特 別展)

Renoir　 :　from　 outsider　 to　old　master,　 1870-1892

本 文:

1870年 代 と80年 代 の ル ノ ワー ル― 近 代 性,伝 統,個 性/ポ ール ・ヘ

イ ズ ・タ ッカー(p.17-48)

力 タ ログ(第1部1870-1880;第2部1881-1892)

図 版(カ ラ ー66図,モ ノ ク ロ1図,参 考75図,作 家 の 肖像6図)

ル ノ ワー ル の造 形― セ ザ ンヌ との 関係 に お いて/宮 崎 克 己(p .177-

187)

印 象 派 か ら サ ロ ンへ―1870年 代 後 半 の ル ノ ワ ー ル/深 谷 克 典

(p.188-195)

ル ノ ワール 関連 年表(賀 川 恭 子 編)

参 考文 献 リス ト(賀 川 恭子 編)

Renoir　 in　 the　 1870s　 and　'80s:　 modernity,　 tradition,　 and　 individuality　 /　 Paul　 Hayes　 Tucker　 (p.211-230)

The　 formal　 elernents　of　 Renoir's　 art　 and　 his　 relationship　 with　 Cezanne　 /　 Katsumi　 Miyazaki　 (p.231-241)

From　 the　 Impressionists　 to　 the　 Salon:　 Renoir　 in　 the　 latter　 half　of　 the　 1870s　 /　Katsunori　 Fukaya　 (p.242

-250)

出 品 作 品

編 集:ブ リ ヂ ス ト ン美 術 館,名 古 屋 市 美 術 館

制 作:印 象 社

発 行:中 日新 聞 社(2001年)

28×22.5cm　 255p

＜常設展示力タログ＞

「2000年度石橋美術館別館常設展示作品目録」

出品目録

図版(モ ノク ロ7図)

発行:石 橋財団石橋美術館別館

30×21cm　 8p
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＜その他の刊行物＞

「館 報 」48号(1999年 度)

Annual　 report　 of　 Bridgestone　 Museum　 of　 Art　 &

Ishibashi　 Museum　 of　 Art

内容:

設立趣旨,機 構・運営

展覧会(特別展示,特 集展示,コ ーナー展示)

教育普及(講座・講演会,ギ ャラリートーク,団 体見学解説,実 習生受入など)

入場者数(1999年 度)

新収蔵作品(作品24点,資 料7点)

新収図書

修復記録

　モーリス・ドニ 《バッカス祭》/石 井 亨(p.41-44)

　池 田孤村 《夏秋楓図》/冨 永憲太郎(p.45-46)

　冨田渓仙 《梢白鷺》/冨永憲太郎(p.47-48)

作品貸出記録

刊行物一覧

リニューアル(ブ リヂストン美術館)

　 ブリヂス トン美術館のリニューアル(改修)報告/富 山秀男(p.57-59)

地震対策(ブ リヂス トン美術館)

　作品固定作業にっいて/黒 川弘毅(p.64-65)

　絵画作品への地震対策/田 中千秋(p.66-68)

研究報告

　古賀春江関連記事目次(1957-1990年)/後 藤純子(p.69-78)

個人活動記録

美術館案内

石橋財団職員

編集・発行:石 橋財団ブリヂス トン美術館,石 橋財団石橋美術館(2001年3月)

制作:瞬 報社

26×18cm　 83p
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作品の移管

＜日本近代洋画＞

ブリヂス トン美術館と石橋美術館の両館のコレクションをより有効に活用するため,作 品の移管を行った。

1.石 橋美 術 館 よ り ブ リヂス トン美術 館 へ(4点)

1.岡 田三 郎 助 《臥 裸婦 》/1901年/油 彩 ・カ ンヴ ァス/45.2×91.9cm/日 洋230

2.青 木繁 《海景(布 良 の海)》/1904年/油 彩 ・カ ンヴ ァス/36.6×73.0cm/日 洋100

3.古 賀春 江 《涯 しな き逃 避》/1930年/油 彩 ・カ ンヴ ァス/116.6×91.2cm/日 洋166

4.古 賀春 江 《感 傷 の静 脈 》/1931年/油 彩 ・カ ンヴ ァス/116.9×91.4cm/日 洋165

II.　ブ リヂ ス トン美 術館 よ り石 橋 美術 館 へ(78点)

1.浅 井忠 《樹 下 の 女》/1901年 頃/油 彩 ・カ ンヴ ァス/45.8×37.8cm/日 洋291

2.浅 井忠 《ヴェ ネ ツ ィア》/1902年/水 彩 ・紙/36.0×22.0cm/日 洋5

3.原 田直 次郎 《童 女 図》/1885年 頃/油 彩 ・カ ンヴ ァス/51.0×41.0cm/日 洋6

4.原 田直 次郎 《男 の人 》/1887年/油 彩 ・厚紙/33.1×23.9cm/日 洋305

5.原 田直 次郎 《外 国 の男 》/1889年/鉛 筆 ・紙/27.5×24.5cm/日 洋311

6.原 田直 次郎 《村 の風 景》/油 彩 ・板/32.9×24.0cm/日 洋307

7.原 田直 次郎 《風景 》/水 彩 ・紙/9.3×22.6cm/日 洋309

8.藤 島武 二 《噴 水》/1908-09年/油 彩 ・カ ンヴ ァスボ ー ド/16.0×21.9cm/日 洋20

9.藤 島武 二 《チ ョチ ャラ》/1908-09年/油 彩 ・カ ン ヴ ァス/45.5×38.0cm/日 洋25

10.藤 島 武二 《ポ ンペイ》/1908-09年/油 彩 ・板/26.1×35.0cm/日 洋28

11.藤 島 武二 《雲(ロ ーマ)》/1908-09年/油 彩 ・カ ンヴ ァス/22.1×38.1cm/日 洋33

12.藤 島 武二 《イ タ リアの海 》/1908-09年/油 彩 ・板/23.7×32.1cm/日 洋37

13.藤 島 武二 《浪(大 洗)》/1931年/油 彩 ・カ ンヴ ァス/33.3×45.6cm/日 洋48

14.藤 島武 二 《屋 島 よ りの遠 望》/1932年/油 彩 ・カ ン ヴ ァス/52.9×72.5cm/日 洋50

15.藤 島武 二 《旭 光(新 高 山)》/1935年/油 彩 ・カ ンヴ ァス/38.0×45.8cm/日 洋244

16.藤 島武 二 《琉 球 の女 》/1936年/鉛 筆 ・紙/38.3×28.2cm/日 洋55

17.藤 島武 二 《黄 浦 江》/1938年/水 彩 ・紙/27.5×36.2cm/日 洋57

18.藤 島武 二 《打 掛 の女 》/油 彩 ・板/29.4×18.5cm/日 洋236

19.藤 島武 二 《花 》/油 彩 ・板/24.0×18.7cm/日 洋237

20.藤 島武 二 《日 の出》/1931-33年 頃/パ ス テル ・紙/27.4×36.2cm/日 洋239

21.藤 島武 二 《日 の出》/1931-33年 頃/油 彩 ・板/23.7×33.2cm/日 洋242

22.藤 島武 二 《日の 出》/1931-33年 頃/パ ス テル ・紙/27.8×36.2cm/日 洋243

23.藤 島武 二 《日の 出》/1931-33年 頃/油 彩 ・板/18.8×24.1cm/日 洋246

24.山 下 新 太郎 《シ ュザ ンヌ》/1909年/油 彩 ・カ ンヴ ァス/53.1×42.9cm/日 洋211

25.山 下 新 太郎 《百 合子 像 》/1912年/油 彩 ・カ ンヴ ァス/12.8×9.5cm/日 洋422

26.山 下 新 太郎 《グ レーの ホ テル の女 》/1908年/油 彩 ・板/17.9×13.6cm/日 洋417

27.山 下 新 太郎 《和 蘭 デル フ ト花瓶 と薔薇 》/油 彩 ・カ ン ヴ ァス/45.5×38.3cm/日 洋430

28.山 下 新 太郎 《和蘭 水 盤 と薔 薇》/油 彩 ・カ ンヴ ァス/46.2×54.7cm/日 洋431

29.山 下 新 太郎 《薔薇 》/油 彩 ・カ ンヴ ァス/46.0×55.0cm/日 洋432

30.山 下 新 太郎 《春 の庭 》/1942年/油 彩 ・カ ンヴ ァス/40.9×32.8cm/日 洋433

31.山 下 新 太郎 《藤》/1942年/油 彩 ・カ ン ヴ ァス/60.6×72.7cm/日 洋434

32.山 下 新 太郎 《父 山下 七兵 衛 の死 面》/1920年/油 彩 ・カ ンヴ ァス/32.7×40.5cm/日 洋435

33.山 下 新 太郎 《フラ ンス人 形》/水 彩,鉛 筆 ・紙/45.9×31.2cm/日 洋441

34.山 下 新太 郎 《婦 人 像》/1906年/木 炭 ・紙/31.9×24.0cm/日 洋443

35.山 下 新太 郎 《パ リの 画室 にて》/1908年/鉛 筆 ・紙/18.3×10.7cm/日 洋444

36.山 下 新太 郎 《パ リに て》/1908年/鉛 筆 ・紙/15.4×10.8cm/日 洋445

37.山 下 新太 郎 《リオ ン・ド・ベ ル フ ォー ル広場 》/1909年/油 彩 ・板/13.8×17.9cm/日 洋418

38.山 下 新太 郎 《コ ンセ ー ル ・ル ー ジ ュにて》/1909年/油 彩 ・板/17.5×13.5cm/日 洋420
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39.山 下 新太 郎 《ヴェ ニス》/1909年/水 彩 ・紙/27.9×36.0cm/日 洋437

40.山 下 新 太郎 《靴 の女 》/1910年/鉛 筆,水 彩 ・紙/16.0×11.6cm/日 洋446

41.山 下 新 太郎 《妻 の母,山 崎 ラ ウ ラ像 》/1912年/油 彩 ・板/17.9×13.5cm/日 洋421

42.山 下 新 太郎 《端午 》/1915年/油 彩 ・カ ンヴ ァス/55.3×46.0cm/日 洋423

43.山 下 新 太郎 《山下 百 合子 像 》/1919年/油 彩 ・板/22.0×15.3cm/日 洋424

44.山 下 新 太郎 《和子 像 》/1922年/油 彩 ・カ ンヴ ァス/33.4×24.1cm/日 洋425

45.山 下 新 太郎 《婦女 点 茶 図》/1922年/水 彩,鉛 筆 ・絹 本/25.5×16.5cm/日 洋438

46.山 下 新 太郎 《山下 みね八 歳 像》/1930年/パ ス テ ル ・紙/25.7×18.5cm/日 洋436

47.山 下 新 太郎 《ス トロ ンボ リ》/1931年/油 彩 ・板/18.5×23.9cm/日 洋427

48.山 下 新 太郎 《見物 席 の一 隅,テ ア トル ・ド・ラ ・ゲ ー テ》/1932年/油 彩 ・板/18.4×23.0cm/日 洋428

49.山 下 新 太郎 《清 水成 就 院》/1932年/水 彩,鉛 筆 ・紙/13.7×20.6cm/日 洋439

50.山 下 新 太郎 《日食》/1943年/水 彩 ・紙/20.6×18.0cm/日 洋440

51.山 下 新 太郎 《西 芳寺 苔寺 》/1953年/油 彩 ・カ ンヴ ァス/27.2×34.7cm/日 洋429

52.和 田三 造 《静 物 》/1959年/著 色 ・紙 本/35.9×50cm/日 洋453

53.青 木 繁 《子 守 》/1904年 頃/鉛 筆 ・紙/17.2×10.6cm/日 洋296

54.青 木 繁 《風景 》/1910年/鉛 筆,淡 彩 ・紙/14.9×22.4cm/日 洋447

55.金 山平 三 《習 作 ・女 》/1915-34年 頃/油 彩 ・カ ンヴ ァス/91.2×72.9cm/日 洋222

56.金 山平 三 《菊 》/1935-45年 頃/油 彩 ・カ ンヴ ァス/53.0×72.7cm/日 洋257

57.金 山平 三 《港 》/1945-56年 頃/油 彩 ・カ ンヴ ァス/33.5×52.9cm/日 洋120

58.藤 田嗣 治 《横 たわ る女 と猫 》/1932年/油 彩 ・カ ンヴ ァス/65.0×100.0cm/日 洋215

59.藤 田嗣 治 《カ ル ポー の公 園》/1940年/油 彩 ・カ ンヴ ァス/31.8×40.9cm/日 洋133

60.梅 原龍 三 郎 《静 物(り ん ご と梨)》/1917年/油 彩 ・カ ンヴ ァス/20.7×43.9cm/日 洋270

61.安 井曾 太 郎 《ば ら》/水 彩 ・紙/26.7×34.9cm/日 洋269

62.梅 原龍 三 郎 《桜 島》/1935年/油 彩 ・紙/24.2×27.2cm/日 洋274

63.高 島野 十 郎 《筑 紫観 世 音寺 》/1952年/油 彩 ・カ ンヴ ァス/45.6×52.9cm/日 洋466

64.牧 野虎 雄 《ひ まわ り》/1929年/油 彩 ・カ ンヴ ァス/116.7×90.8cm/日 洋198

65.岸 田劉 生 《画家 の妻 》/1914年/油 彩 ・カ ンヴ ァス/53.0×45.7cm/日 洋229

66.岸 田劉 生 《麗子 像》/1922年/テ ンペ ラ ・カ ンヴ ァス/41.0×31.9cm/日 洋226

67.伊 原宇 三 郎 《テ ィ ッ ィアー ノ 〈フ ロー ラ〉 の模 写 》/1958‐59年/油 彩 ・カ ンヴ ァス/81.4×64.2cm/日 洋393

68.古 賀春 江 《自画 像》/1916年/水 彩 ・紙/14.2×8.9cm/日 洋322

69.古 賀春 江 《美 しき博 覧 会 》/1926年/水 彩 ・紙/38.4×56.5cm/日 洋321

70.佐 伯祐 三 《広告 貼 り》/1927年/油 彩 ・カ ンヴ ァス/73.4×60.2cm/日 洋176

71.高 田 力蔵 《ア ングル 〈泉 〉 の模 写》/1938年/油 彩 ・カ ン ヴ ァス/144.8×74.1cm/日 洋407

72.中 西利 雄 《ピア ノの あ る部屋 》/1947年/水 彩 ・紙/60.6×47.9cm/日 洋181

73.高 田 力蔵 《ミレー 〈落 穂 拾 い〉 の模 写 》/1958年/油 彩 ・カ ンヴ ァス/80.0×109.0cm/日 洋408

74.高 田 力蔵 《夕ー ナー 〈雨 ・蒸気 ・速 力〉 の模 写 》/1959年/油 彩 ・カ ンヴ ァス/71.7×93.7cm/日 洋409

75.荻 須高 徳 《巴里 風 景》/1949年/水 彩,ペ ン,イ ンク ・紙/25.5×35.4cm/日 洋282

76.荻 須高 徳 《巴里 風 景》/1949年/水 彩,ペ ン,イ ンク ・紙/25.4×32.7cm/日 洋283

77.荻 須高 徳 《巴里 風 景》/1949年/水 彩,ペ ン,イ ンク ・紙/24.5×32.6cm/日 洋285

78.佐 藤敬 《作 品》/1957年/油 彩 ・カ ン ヴ ァス/89.1×116.0cm/日 洋490

*た だ し,浅 井 忠 《樹 下 の女 》 は,他 館 へ の貸 出 の関係 に よ り,実 際 に は2001年 度 に移 管 され る ことに な った。(→p.54)
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＜オ リエ ントのガラスと陶器,そ の他＞

石橋美術館別館の常設展示作品の充実のために,財 団所蔵作品のうち,地 域的に東洋の範疇にあるもの81点 を ブリヂス

トン美術館より石橋美術館別館へ移管した。

1.《 仏 頭》/ア フガ ニ ス タ ン(ハ ッダ)/2-4世 紀/漆 喰/H.20.5cm/外 彫29

2.《 仏 頭》/中 国/7-9世 紀/石/H.11.2cm/外 彫83

3.《 仏 頭》/中 国/7-9世 紀/石/H.11.8cm/外 彫84

4.《 頸 飾》/イ ラ ン/紀 元 前10世 紀/雑16

5.《 円形切 子 碗》/イ ラ ク/6世 紀前 半/ガ ラス/H.8.8cm,　 D.11.8cm/雑17

6.《 貼 付幾 何 文長 杯 》/イ ラ ン(イ ラ ン北 部)/2-3世 紀/ガ ラス/H.22.7cm,　 W.9.5cm/雑18

7.《 突 起文 括 碗》/シ リア ・パ レス チナ/3世 紀 中葉－後半/ガ ラス/H.8.6cm,　 D.11.7cm/雑19

8.《 円 筒形 把手 付 瓶 》/シ リア・パ レス チ ナ/4世 紀 初頭‐中 葉/ガ ラ ス/H.24.8cm,　 W.10.4cm/雑20

9.《 梨 形長 頸瓶 》/シ リア ・パ レス チナ またはキ プ ロス/1世 紀 中葉/ガ ラス/H.22.4cm,　 W.14.2cm/雑21

10.《 貼付 線 文鼓 形 把手 付 瓶》/イ ラ ン(イ ラ ン北 部)/10世 紀 末/ガ ラス/H.19.2cm,　 W.14.1cm/雑22

11.《 脚 台 把手 付 瓶 》/シ リア ・パ レス チ ナ/4世 紀/ガ ラス/H.44.3cm,　 W.17.7cm/雑26

12.《 大 皿 》/エ ジプ ト/4世 紀/ガ ラス/H.5.8cm,　 D.34.8cm/雑27

13.《 五 角 小瓶 》/シ リア ・パ レス チナ/3世 紀後 半‐4世 紀/ガ ラス/H.8.1cm,　 W.2.4cm/雑50

14.《 突 起 文瓶 》/シ リア ・パ レス チナ/3世 紀/ガ ラ ス/H.11.2cm,　 W.7.3cm/雑51

15.《 貼 付 紐文 広 口瓶 》/シ リア ・パ レス チナ/4世 紀前 半/ガ ラス/H.11.3cm,　 W.8.7cm/雑52

16.《 貼 付 紐文 広 口瓶 》/シ リア ・パ レス チナ/4世 紀前 半/ガ ラス/H.7.8cm,　 W.7.3cm/雑53

17.《 梨 形 瓶》/シ リア ・パ レス チ ナまたはキ プ ロス/1世 紀後 半/ガ ラス/H.12.8cm,　 W.9.4cm/雑54

18.《 球 形 長頸 瓶 》/シ リア ・パ レスチ ナ/2世 紀 中葉‐後 半/ガ ラス/H.19.9cm,　 W.14.7cm/雑55

19.《 動 物 幾何 文嘴 形 注口 把 手 付壼 》/イ ラ ン/シ アル クVI(紀 元前1千 年 紀)/土 器/H.19.4cm,　 W.24.2cm/陶115

20.《 白地 多彩 鳥 文鉢 》/イ ラ ン(サ ー リー)/10‐11世 紀/陶 器/H.6.8cm,　 D.18.1cm/陶116

21.《 白掻 落象 文 鉢》/イ ラ ン(ガ ル ス)/11-12世 紀/陶 器/H.12.0cm,　 D.28.5cm/陶117

22.《 青釉 刻線 文 輪花 鉢 》/イ ラ ン/11世 紀後 半-12世 紀/陶 器/H.9.1cm,　 D.20.0cm/陶118

23.《 ラス ター彩 人物 文 鉢》/イ ラ ン/13世 紀/陶 器/H.6.5cm,　 D.17.4cm/陶119

24.《 紫釉 螢手 刻 線文 鉢 》/イ ラ ン/12世 紀/陶 器/H.7.8cm,　 D.19.0cm/陶120

25.《 ラス ター彩幾 何 文 鉢》/イ ラ ン/13世 紀/陶 器/H.6.8cm,　 D.15.5cm/陶121

26.《 藍釉 黒彩 花 鳥文 鉢 》/イ ラン(カ ー シ ャー ン)/13世 紀/陶 器/H.7.2cm,　 D.15.9cm/陶122

27.《 藍釉 黒彩 魚 文鉢 》/イ ラ ン(ス ル タ ーナバ ー ド)/13世 紀 後半-14世 紀前 半/陶 器/H.10.7cm,　 D.21.6cm/陶123

28.《 多 彩釉 刻 線 文鉢 》/イ ラク/9-10世 紀/陶 器/H.7.7cm,　 D.22.6cm/陶124

29.《 白地 多彩 人物 文 鉢 》/イ ラン/13世 紀?/陶 器/H.9.7cm,　 D.22.4cm/陶125

30.《 白地藍 緑 彩 花文 鉢 》/イ ラン(ス ル ターナバー ド)/13世 紀 後 半-14世 紀 前半/陶 器/H.11.2cm,　 D.21.6cm/陶126

31.《 青釉 文字 文鉢 》/イ ラ ン/13世 紀 後半-14世 紀前 半/陶 器/H.8.9cm,　 D.16.0cm/陶127

32.《 白盛上 花 鳥文 鉢 》/イ ラ ン(ス ル ター ナバ ー ド)/13-14世 紀/陶 器/H.8.2cm,　 D.15.9cm/陶128

33.《 白地藍 黒 彩花 文 鉢 》/イ ラ ン/13世 紀/陶 器/H.8.8cm,　 D.20.5cm/陶129

34.《 白釉 螢 手 花文 鉢 》/イ ラ ン/18世 紀/陶 器/H.6.5cm,　 D.19.2cm/陶130

35.《 青釉 黒掻 落金 彩 花 文鉢 》/イ ラ ン/13世 紀後 半‐14世 紀 前 半/陶 器/H.8.9cm,　 D.19.7cm/陶131

36.《 白釉 水 煙 草瓶 》/イ ラ ン?/19-20世 紀/陶 器/H.15.5cm,　 W.8.8cm/陶132

37.《 白釉 刻 線 文鉢 》/イ ラ ン/18世 紀/陶 器/H.5.4cm,　 D.12.8cm/陶133

38.《 白地多 彩 騎馬 人 物文 角 瓶》/イ ラ ン/20世 紀 初 頭/陶 器/27.1×11.7×6.9cm/陶134

39.《 白地藍 彩 花唐 草 文壼 》/イ ラ ンまたは トル コ/17世 紀/陶 器/H.12.2cm,　 W.11.4cm/陶135

40.《 白地藍 彩 花鳥 文 鉢》/イ ラ ン/17世 紀/陶 器/H.5.6cm,　 D.11.4cm/陶136

41.《 白地多 彩 花鳥 文 鉢》/イ ラ ン/18-19世 紀/陶 器/H.8.5cm,　 D.18.4cm/陶137

42.《 白地多 彩 狩猟 文 柑子 口瓶》/イ ラ ン/19世 紀/陶 器/H.17.5cm,　 W.13.5cm/陶138

43.《 青釉 黒 彩 草花 文 鉢》/イ ラ ン?/19世 紀/陶 器/H.9.6cm,　 D.18.5cm/陶139

44.《 多 彩釉 刻 線花 文 台付 鉢 》/東 地 中 海地 方/12-13世 紀?/陶 器/H.9.2cm,　 D.14.5cm/陶140
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45.《 青 緑 釉 黒彩 花 文把 手 付壼 》/シ リア(ラ ッカ?)/13世 紀/陶 器/H.16.1cm,　 W.13.1cm/陶141

46.《 青 緑 釉 黒彩 壺 》/イ ラ ンまたは シ リア/13-14世 紀/陶 器/H.24.3cm,　 W.17.5cm/陶142

47.《 白釉 多 彩草 花 幾何 文 把手 付 壺》/19-20世 紀/陶 器/H.16.8cm,　 W.16.8cm/陶143

48.《 青緑 釉 把手 付 壼》/シ リア/13-14世 紀/陶 器/H.12.9cm,　 W.13.9cm/陶144

49.《 青緑 釉 黒掻 落 花文 鉢 》/イ ラ ン/12-13世 紀/陶 器/H.8.4cm,　 D.19.7cm/陶145

50.《 青緑 釉 黒彩 蔓 草文 八 耳 壼》/イ ラ ンまたはシ リア/13-14世 紀/陶 器/H.18.1cm,　 W.22.8cm/陶146

51.《 白地 刻 線花 文 鉢》/イ ラ ン(カ ス ピ海 南 岸地 方)/11世 紀/陶 器/H.8.4cm,　 D.19.7cm/陶147

52.《 青緑 釉 耳付 壺 》/イ ラクまたはイ ラ ン/5-7世 紀/陶 器/H.17.5cm,　 W.22.4cm/陶148

53.《 青緑 釉 耳付 壺 》/シ リア/7世 紀?/陶 器/H.26.4cm,　 W.21.1cm/陶149

54.《 青緑 釉 鉢 》/イ ラ ン/12-13世 紀/陶 器/H.8.6cm,　 D.21.3cm/陶150

55.《 青 緑釉 黒 彩花 文皿 》/シ リア/15-16世 紀/陶 器/H.7.0cm,　 D.26.5cm/陶151

56.《 ラス タ ー彩草 花 文皿 》/ス ペ イ ン/16世 紀?/陶 器/H.6.0cm,　 D.37.8cm/陶152

57.《 ラス ター彩草 花 文皿 》/ス ペ イ ン/16世 紀?/陶 器/H.8.0cm,　 D.37.4cm/陶154

58.《 ラス ター彩蔓 草 文 四耳 壺》/ス ペイ ン/16世 紀?/陶 器/H.22.0cm,　 W.17.9cm/陶155

59.《 ラス ター彩花 文 皿》/ス ペイ ン/17世 紀?/陶 器/H.4.5cm,　 D.18.9cm/陶156

60.《 ラス ター彩花 文 皿》/ス ペイ ン/17世 紀?/陶 器/H.4.3cm,　 D.18.8cm/陶157

61.《 ラス ター彩花 文 皿》/ス ペイ ン/17世 紀?/陶 器/H.4.7cm,　 D.19.1cm/陶158

62.《 白釉藍 彩 花文 皿 》/ス ペ イ ン/17世 紀?/陶 器/H.5.0cm,　 D.18.2cm/陶159

63.《 ラス ター彩蔓 草 文瓶 》/ス ペ イ ン/17世 紀?/陶 器/H.22.8cm,　 W.9.0cm/陶160

64.《 ラス ター彩 蔓草 鳥 文把 手付 瓶 》/ス ペ イ ン/17世 紀?/陶 器/H.24.1cm,　 W.13.1cm/陶161

65.《 青 緑釉 ラ ンプ》/エ ジプ ト/13-14世 紀/陶 器/H.8.5cm,　 W.12.6cm/陶172

66.《 青 緑釉 ランプ》/エ ジプ ト/13-14世 紀/陶 器/H.8.1cm,　 W.11.1cm/陶173

67.《 青 緑 釉文 字 文鉢 》/イ ラ ン/12-13世 紀/陶 器/H.8.6cm,　 D.22.8cm/陶174

68.《 白釉 多彩 花 文瓶 》/ト ル コ(キ ュ タ フ ィア)/17世 紀/陶 器/H.17.1cm,　 W.8.2cm/陶175

69.《嘴 形 注口 把 手付 壺 》/イ ラ ン(イ ラ ン北 部)/シ ア ル クVI(紀 元 前1千 年紀)/土 器/H.9.1cm,　 W.19.2cm/陶180

70.《 ラス ター彩 草花 文 輪花 鉢 》/イ ラン/13世 紀 後 半/陶 器/H.9.5cm,　 D.15.3cm/陶181

71.《 青 緑 釉耳 付 壼》/イ ラ ン/20世 紀 初頭/陶 器/H.26.4cm,　 W.19.0cm/陶185

72.《 青 釉 黒彩 花 文鉢 》/イ ラ ン(ス ル ター ナバ ー ド)/13世 紀後 半-14世 紀 前 半/陶 器/H.10.4cm,　 D.21.3cm/陶186

73.《 幾 何 文台 付 鉢》/イ ラ ン(テ ペ ・シアル ク)/シ ア ル クIII(紀 元 前4千 年紀)/土 器/H.17.9cm,　 D.16.2cm/陶200

74.《 白地 多彩 人 物花 鳥 文 タイル》/イ ラ ン/19-20世 紀?/陶 器/54.0×36.2×4.7cm/陶201

75.《 白地 多彩 人 物草 花 文 タイル》/イ ラ ン/19世 紀/陶 器/26.3×35.1×2.6cm/陶202

76.《 青 釉 黒彩 草 花文 壼 》/イ ラ ン/20世 紀?/陶 器/H.25.7cm,　 W.20.6cm/陶203

77.《 青 釉 黒彩 草 花魚 文 壺》/イ ラ ン/20世 紀?/陶 器/H.29.7cm,　 W.23.4cm/陶204

78.《 青 緑 釉藍 黒 彩 花文 瓶》/イ ラ ン/13世 紀/陶 器/H.31.4cm,　 W.18.6cm/陶205

79.《 白地 多彩 人 物 文鉢 》/イ ラ ン/13世 紀/陶 器/H.7.1cm,　 D.16.9cm/陶206

80.円 空 《仏像 》/江 戸 時代/木/H.66.0cm/日 彫6

81.円 空 《仏像 》/江 戸 時代/木/H.72.0cm/日 彫7
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ビデ オ ・イ ンス タ レー シ ョ ン(ブ リヂ ス トン美 術館)

　 ル ノ ワー ル展 の開 幕(2001年2月10日)に あ わ せ て,八 重 洲

通 り沿 い西 シ ョー ウ ィ ン ドー内 に ビデ オ ・イ ンス タ レー シ ョン

を設 置 した。

　 基本 的 な 目的 と して 次 の3っ が設 定 され た。

1)目 印 と して(光 を 発 す る もの に よ って人 目 を引 き,美 術

館の存在を知らせる)

2)作 品 と して(ビ デオ ・イ ンス タ レー シ ョ ンと して質 の高 い

もの にす る)

3)情 報 と して(ギ ャ ラ リー の光 景,絵 画 の 一 部 な どを 映像

に取り込んで,建 物の中の様子を外に伝える)

　和田守弘氏に制作を依頼 し,ゲ スト・キュレーターとして瀬

島久美子氏に総括を依頼 した。

　作品の題名は 《認知構造2001》,内 容としては,6枚 の金属

パネルからなる屏風 そこに組み込まれた6台 のモニター
,屏

風とガラス面(内側)へ のペインティングという3つの要素(立

体,映 像,平 面)か らなるものとなった。和田氏が一貫 して追求

してきたRGB(赤,緑,青)の 三原色を基礎的なテーマとし,映

像(1サ イ クル9分)に はルノワール展にあわせて出品作品から

数点を使った。また赤い花,緑 の葉など自然物なども映像に

取り込まれている。　　　　　　　　　　 (担当＝宮崎克己)

photo　 by　Yamamoto　 Tadasu

和 田守 弘:

1947年 生 まれ 。1960年 代 末 か ら ビデオ ・ア ー トに取 り組 む 。

カ ッセル ・ドク メ ン タな ど に出品,ニ ュ ー ヨー ク近 代 美術 館 な

ど に収 蔵 。

瀬 島久 美 子:

1950年 生 ま れ。 イ ンデ ィ ペ ンデ ン ト・キ ュ レー タ ー。 ア メ リ

カ な どで 音 と映像 を組 み 合 わせ た プ ロ ジ ェ ク トに多 数 参 加。

通 産省,東 京 都 な どの諮 問 委員 。

* なお,こ の イ ンス タ レー シ ョンの 映像 内容 は,2001年 度 中

に変 更 され る予定 。
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研究報告

青木繁 《海》について

はじめに

植野健造

　石橋財団石橋美術館では平成12年(2000)11月 に,青 木

繁(1882-1911)の 絵画作品 《海》を収蔵した。本稿は,

本作品について紹介するものである。本作品に関連する

文献資料の収集や作品に即した調査などになお不足もあ

るが,こ こでは現在までに把握 しえた基礎的データを公

開し,あ わせて今後調査と考察をなすべき問題点をいく

っか提示しておくことを日的としたい。

1　本作品の概要

　まずは,本 作品の概要にっいて報告する。本作品(fig.

1)は カンヴァスに油彩で描かれ,寸 法は実測で縦36.5cm,

横73.0cm,変 形 の横長の画面といえる。署名や年記はな

い。画面には,上 部高い位置に水平線をとり,上 方に空,

下方に海面を描 く。空の部分は,灰 色がかった青紫で彩

色される。左上方(画面の左右は向かっての意,以 下同様)

に水平線に平行するようになだらかな稜線の島山がうっ

すらと描かれ,そ の山は噴煙をなびかせているように見

える。海上の水平線近 くは濃い青色で,遠 くより寄せて

くるいまだ小さな白波がところどころに描かれる。その

下方の画面の大部分は近景描写といえ,岩 礁と海面に揺

れ動 く白い波が描かれる。岩礁は明度を分けた数種の茶

と黒,青 などの絵の具が粗い筆触で点描風に,し かもい

く重にも塗り重ねられている。波頭も青を下地として白

い絵の具の筆触を左右にリス ミカルに重ねて彩色される。

筆触の配置と動きと重なりあいが,左 右にゆきっもどり

っ激しく揺れる波頭の動きと質感をみごとに表現 しえて

いるといえるだろう。画面は絵の具層の上からいっの時

代にか塗布されたニスが黄変している感もあるが,絵 の

具の剥落などの汚損はそれほど認められない。カンヴァ

スの張り具合に少しの凹凸が認められ,今 後これを改善

する処置は必要かもしれない。

　画面のカンヴァスは,木 枠に張られている(flg　2)。 画

面裏の木枠には昭和28年(1953)に 国立近代美術館で開

催された 「近代洋画の歩み(西洋と日本)」展に出品され

た際の出品票と 「川端家」と書かれた小さな紙,額 縁裏

に昭和62年(1987)か ら昭和63年 にかけてアメリカ合衆

国セントルイス,ニ ューヨーク,ロ サンゼルスで巡回開

催された 「Parls　m　 Japan」 展 に出品された際の出品票

が貼付されている。木枠は古いもののようで,青 木在世

時のものである可能性がある。額縁はそれほと古いもの

とは思われない。なお,額 縁に取り付けられた吊り金具

と,額 縁と木枠とを固定する金具は,石 橋財団入手後た

だちに新しいものに取り替えたものである。

　 カンヴァス裏面には,お そらく木炭によるとみられる

縦書き二行の書き込みが認められる。 この書き込みは画

面を正画像で裏返 した時に右側に横向きとなるかたちで

書かれている(flg　5,こ れを本稿筆者が書き起こしたも

のがflg　6)。 書 き込みは,「断雲掻天/風 激上濡」と読め

fig.1　 青木繁 《海》　 1904年 fig.3　 青木繁 《海景(布 良 の海)》　1904年

flg　4　 《海景(布 良の海)》 裏面

flg　2　《海》 裏面
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る。 「断 雲(ち ぎれ ぐ も)天 に掻(さ わ)ぎ,風 激 しく濡(た

ん,急 流 の意)を 上 げ る」 の意 で あ ろ う。 典 拠 の有 無 は知

りえ て い な い。 筆跡 は一 見 して 青木 の もの とみ るが,こ

こで は一 文 字 の み に注 目 して これ を検 証 して お こ う。1

行 目2字 目 の 「雲 」 の字 を みて み る。 これ を,青 木 の明

治35年 の 《落葉 径》(fig.7)(註1)の 右下 に書 かれ た書 き込

み2行 目 「若 浮 雲(浮 雲 の 若 し)」 の 「雲 」 の 字 や,あ る

い は明治37年 の 作 とされ る 《歌 入 り自画像 》(fig.8)(註2)

の書 き込 み2行 目冒頭 の 「東 雲」 の 「雲 」 の 字 と比 較 す

る な らば,こ れ らを同 一 の筆 跡 と して 不 自然 で はな か ろ

う。 また,中 央 の木 枠 に数 文 字 の書 き込 みが あ るよ うに

も見 え るが,こ れ にっ いて は現 在 の と ころ判 読 で きな い。

さ らに,木 枠 の接 合 部 に組 み 合 わ せ る 際 に 目印 と した

「*」 「○ 」 「×」 「|」 「||]「|||」 の墨 書 が あ る。

2　制作時期,関 連作品

　本作品には年記がないが,青 木の年譜などから従来よ

り明治37年(1904)の 作 とされてきた。制作状況,関 連

作品などを確認 しておく。

　青木繁は,東 京美術学校を卒業 した明治37年7月 から8

月にかけて,坂 本繁二郎,森 田恒友,福 田たねとともに

写生旅行に出て房州布良海岸(現 ・千葉県館山市)に滞在し,

海を題材としたすぐれた作品を少なからず制作 した。青

木の代表作 《海の幸》(石橋美術館)(註3)は 布良滞在中に

制作されたものである。布良滞在中に青木は他に,海 景

を描いたいくっかの作品を制作 したようであるが,比 較

的大画面の油彩画で完成度の高い作品としては3点 が知

られ,青 木の力タログレゾネともいえる河北倫明 『青木

繁』(註4)に掲載されている。その1点 がブリヂストン美

術館所蔵の 《海景(布良の海)》(油彩,カ ンヴァス,36.6

×73.0cm)(註5)で あ り,1点 が本作品 《海》である。 も

う1点 は,青 木没後の大正2年(1913)に 発行された 「青

木繁画集』(註6)の 「絵画目次」に 「四九,磯,油,同

(註:明 治)三十七年,2.00×1.50(註:単 位は尺,60×45

cm),野 口氏蔵」として図版掲載される 「磯(油画)」(fig.

9)で ある。 しかし,こ の作品は文献にも展覧会にもその

後登場 したことはなく,お そらく現存 していないのでは

ないかと想像する。《海景(布良の海)》 にっいては後でふ

たたびふれる。なお,《海》,《海景(布良の海)》 のいずれ

の題名も青木がっけた当初のものではなく,作 品の伝世

の過程で定着 していった現在の作品名であることをこと

わっておきたい。

　 ところで,青 木がこの年明治37年 秋 の白馬会第9回 展

に 《海の幸》を出品し,画 壇の注目を引いたことはよく

知られている。白馬会第9回 展にっいては,現 在のとこ

ろ出品目録の存在が確認されておらず,出 品内容の詳細

は明らかではない。 しか し,当 時の新聞紙上や雑誌の展

覧会評か ら,青 木がこの時の展覧会に 《海の幸》 ととも

に 「磯」と題する作品を出品していたことがわかる。そ

れで,こ の 「磯」 と題する作品がどの作品にあたるのか

がさしあたり問題となろう。

　白馬会第9回 展における,青 木の 「磯」に関する展覧

会評を引用してみることにする。

flg.5　 《海》裏面 の書 き込み fig　6　 《海》裏面の書き込 みを描

　 　　 き起 こ したもの

fi9.7　 青木繁 《落葉径》の書 き込み flg.8　 青木繁 《歌入 り自画像》
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展覧会評1)

石井柏亭 「白馬会画評」『明星』辰歳第11号,明 治37

年11月1日

「青木繁氏の 『磯』は用筆堅固にして,よ く　溂たる

海波と,粗 き岩とを翻出し得,吾 人をして理想画に耽

れる氏に,尚 此写実の筆あることを悦ばしめたり。」

展覧会評2)

不美子 「白馬会画評」『明星』辰歳第11号,明 治37年

11月1日

「唯青木さんの 『磯』は場所が暗い為めに一寸眼にも

付きませんが,能 く見ますと中々面白い画で,此 室で

は第一を占めるでせう。」

展覧会評3)

O生 記 「白馬会展覧会(下)」 『東京朝日新聞』明治37年

10月24日

「青木繁氏の 「磯』は怒濤の岩礁に激して洶湧せる趣

がよく描出してあるが,中 部以下が面白いと思ふ。」

　現在までに筆者が把握 している 「磯」に関する展覧会

評は以上の三っのみである。 これだけでは,展 覧会出品

作 「磯」がどれにあたるのかを特定することはできない。

しかし実は,《海景(布良の海)》 に関する次のような文献

資料から,出 品作品は 《海景(布 良の海)》 であったもの

と推察されるのである。その資料とは,青 木の友人であっ

た高島宇朗が昭和5年(1930)に 雑誌 『みづゑ』に寄稿 し

た一文である。この中で,当 時この作品の所蔵者であっ

た高島は作品にっいて解説 し,文 中に高島に宛てた青木

の書簡が紹介されている。高島の解説には重要な内容が

含まれているし,青 木の書簡 も現存が確認されていない

もので青木の文集 『仮象の創造』(註7)にも収載されてい

ない貴重なものである。《海》にとっても貴重な関連文献

となるので,長 くなるがここに引用 しておきたい。

flg.9　 青木繁 《磯》(『青本繁画集』 より)

文献1)

高島宇朗 「青木繁の 『波の磯』について」『みづゑ』第

306号,昭 和5年8月

「『波の磯』は,明 治三十七年の夏,青 木君が房州布良

旅行中,有 名な『海の幸』と同じ頃に出来たものであ

る。

　これを岩の上で描きあげるまでに,三 度ほど海風に

さらはれたといふて居った。何せ,風 も波もひどい処

で,今 度はと,し っかり気をっけ,左 手でカー杯っか

まえて描いてるが興が乗って何時の間にか力がゆるむ

隙に,ば あっとやられる。波に持って行かれることよ

りも,岩 角にぶっっけられ破られるかとの方が一層心

配で,着 たぐるみ,何 もかなく,い きなりに飛び込ん

で,泳 ぎ取って,や っと天日に乾して描いて居て,亦

やられる。仕舞には,飛 び込むのを覚悟の,前 後三回

人と絵と汐を潜った一所懸命の製作。当時の意気沖天

の青木君でなければ,や らない業だ。

　画面の水平線上右寄に,二 っある島影の最右端の頭

の尖つてるのが大島である。もと中央下部の波の上に,

一羽の白い海鳥,翼 を張って飛んで居るのがあつたけ

れど,青 木君に相談 して消 して貰つた。どうも素人受

をねらつて,取 つてつけたやうで,目 触になって仕方

がなかったからである。最初は或は無かったかと思ふ。

　色は,極 めて鮮明で,南 海の盛夏,朗 晴の書なかば,

洋上高 く横流する黒潮の紫藍を,湧 きあがる洪音を,

磯波の砕け,砲 を,如 実に見聞くのであった。が,時

ととも調子が大分沈蟹になった。

　 『波の磯』にっいて,青 木君の書簡がある。差支の

ないやうな処を抜いてみる。

　前略先日は参堂御邪魔御厚礼申上候時に小生は来十

七日又は十九日に当地出立可仕心組罷仕候

……既に小生は何れにしても貴下へ進呈せん心ありて

候故且つ は小生の菲才蕪能をも捨てず 『波の磯』を好

み玉ふ様を見て心中此事を覚え候故……

扠今回小生帰省既九 ヶ月の長日月に及び候へ共曾て御

約束申上候紀年製作之儀如何にしても筆を執る能はず

気が進まず腕にぶりて貴下に対し幾度か御謝絶せんか

と考候へ共折角の事かっは何時か健康を復するの日あ

らんと空 しく今日に及び候へばむしろ彼 『波の磯』を

差上げんと決心仕候改めて御納被下候はゞ幸甚に候……

御承知之通彼『波の磯』は絵具代のみにて○○○円余

を要 し居り申候(佛 国スモールチユブ)其他雑費種々の

運賃等彼画には別に甚だ少からざる額を費し小生には

愛着離す能はざる位にて既に白馬会展覧会出品之折 も

○○○○○(額 縁付)の 評定価格にて陳ね候へ共右の事

情にて売逸を恐れ中ごろ非売品と改め候其の後小生と

貧苦を共にしたる紀念物として他の何れの作よりもこ

の画を見れば中心非常の慰籍を得無限の感興を覚え候

ものに候(何 とぞ可愛がって下さい)…………… 如期不
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十月十二日/高 島　兄/座 下/青 木拝

　例の達筆で巻紙二間位に書きつゞけたものゝ中から,

三分一ばかりの抜抄である,巻 紙の初の小口は,ぞ ん

ざいながら刃物で押切つてあるけれど,末 尾は,面 倒

臭 くなったのかいきなり引裂いてある。封筒には,肩

に 「野中山荘」として 「高島宇朗兄」,脇 に 「托使乞返

書」,裏 は 「〆　青木繁」,左肩に 「十月十二 日晩景」

と,き もちよく書き流されてある。」

　文中に引用される青木の書簡が書かれた年が残念なが

ら明らかでない。「扠今回小生帰省既九 ヶ月の長日月に及

び候へ共」と 「十月十二日」の日付が判断材料となるの

であるが,こ れまで知 られている青木の年譜にうまくお

さまらないためである。ここでは,こ の問題に深 く立ち

入ることを避けるが,明 治39年 か明治41年 のいずれかの

年,よ り絞れば明治39年 の可能性が高いことを指摘する

にとどめておきたい。そのことはさておき,こ の資料か

ら,《海景(布良の海)》 が白馬会第9回 展の出品作であっ

たと判断されるのである。青木の書簡から,こ の作品の制

作にあたってはずいぶんと苦心 したために愛着があり,

白馬会展に出品した際も当初は売価をっけて展示 してい

たが,会 期途中から手放すのを惜 しみ非売品に改めたこ

とが記されている。また,《海景(布良の海)》が青木在世

中に高島の手にわたったことがこれよりわかる。ちなみ

に高島は青木と同郷の久留米の生まれで,《 輪転》(明治

36年,石 橋美術館)を やはり青木在世中の明治40年 に青

木から譲り受けている。《海景(布良の海)》 にしても 《輪

転》にしても,作 品を買い取るというよりも,金 銭的援

助の見返りというかたちでの作品譲渡であったと想像さ

れる。

　さて,《海景(布 良の海)》 と 《海》にもどってこれを見

比べてみよう。同サイズのこれら2作 品は,《海景(布 良

の海)》 が画面右下に 「T.B.s.　Aoki,1904」 の署名・年

記をもち,よ り緊密な構図と細緻な筆致によって比較的

に静かな落ち着きのある雰囲気を示すのにたいし,《海》

には署名・年記はなく,よ り近景に焦点をあわせた構図と

大ぶりな筆致を重ねることによっていきいきとした動勢

感のある作品となっている。一見すると似通った構図と

画風を示 しながら,そ れぞれ特色ある作品となっている

と言えるだろう。作品の質としては甲乙っけがたい感が

あるが,完 成度は署名・年記のある 《海景(布 良の海)》 の

方がやや高いように思われる。 この点からも,白 馬会第

9回展の出品作は 《海景(布 良の海)》 であったものと推

察することが妥当であろう。

3　来歴,展 覧会歴

次に,本 作品の来歴,展 覧会歴にっいて述べておく。

先にみたように,本 作品が制作された明治37年(1904)
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の白馬会第9回 展に出品されたのは 《海景(布 良の海)》

とみられる。本作品はその後も青木在世中の展覧会には

出品された記録はない。本作品が初めて文献等に登場す

るのは,前 出の大正2年(1913)発 行の政教社版 『青木繁

画集』においてである。この画集において,「絵画目次」

の 「四〇,海,油,同 三十七年,2.30×1.15,蒲 原氏」

とあり,カ ラー図版掲載されるのが本作品である。この

画集は,刊 行の前年,す なわち青木の没 した翌年の明治

45年(大 正元年)の3月15日 か ら3月31日 まで東京上野の

竹之台陳列館で開催された 「青木繁君遺作展覧会」に出

品された作品を中心として編纂されたものと想像される

が,本 作品がこの展覧会に出品されたのかどうかは不明

である。 この時に発行された 『青木繁君遺作展覧会目録』

(註8)に は本作品と特定できるものはみあたらない。た

だ,こ の目録の 「9　海景　正宗氏蔵」とあるのが本作

品にあたる可能性はある。大正2年 の政教社版 『青木繁

画集』に所蔵者として 「蒲原氏」とあるのは,生 前の青

木と交友のあった詩人の蒲原隼雄(有 明)の ことである。

この作品がどのような経緯で大正2年 以前のいっ蒲原の

所蔵となったのかは定かではない。考えられるのは二っ

である。一つ は,青 木生前の明治37年 頃 に青木自身から

蒲原に譲られたとする見方である。後でみるように,こ

の時期,蒲 原は本作品を青木の下宿で見ており,し かも

高 く評価していたことがわかるからである。ただし,こ

の見方に立てば,蒲 原も開催に尽力 した明治45年 の遺作

展に出品されてよいはずなのであるが,先 にみたように

この時の出品目録に本作品が載っていないことが説明し

づ らい。いま一っは,遺 作展の開催や画集の編集の過程

で蒲原の所蔵となったとする見方である。 この遺作展や

画集の刊行にあたっては,蒲 原とともに坂本繁二郎らの

友人が奔走 したのであるが,そ の費用の捻出にずいぶん

と苦労をしたようである(註9)。 この中にあって,蒲 原

はすでに象徴派詩人として成功しており,そ の費用を負

担するかわりに本作品を引き取ったという可能性もある

のではないだろうか。現時点ではいずれとも断定しがた

い。ともかくその後長 らく,第 二次大戦後まで本作品は

蒲原の所蔵であった。その蒲原は昭和27年(1952)に 没

するが,蒲 原の晩年に作家の川端康成に譲 られたようで

ある(註10)。

　その後の来歴と展覧会歴にっいては以下に箇条書き風

に列記 しておく。

・昭 和28年(1953)2月1日‐4月15日
,「 近 代 洋 画 の 歩 み

(西 洋 と 日本)」 展,国 立 近代 美術 館 に 出品 され る(no.7)。

・昭 和47年(1972)4月22日‐6月4日(ブ リヂ ス トン美 術

館),6月11日-7月16日(石 橋 美術 館),「 生誕90周 年 記

念 青 木繁 展 」 に出 品 され る(no.17)。

・昭 和47年(1972)
,河 北 倫 明 『青 木繁 』,日 本 経 済 新 聞

社,no.140

・昭和59年(1984)10月2日‐10月14日
,「 海 ・そ の幸 と形



象 」 展,三 重 県 立 美術 館 に出 品 さ れ る(no.33)。 この展

覧 会 開催 時 に は,フ ジヰ 画廊(東 京 都 中央 区 銀座)の 所蔵

で あ っ た とみ られ る。

・昭 和62年(1987)10月2日‐11月22日(Washington

University　 Gallery　 of　Art,　St.　Louis,　Missori),　 12月

11日‐1988年2月7日(Japan　 House　 Gallery,　 New

York),2月21日-4月3日(Wight　 Art　 Gallery,　 Uni-

versity　 of　California　 at　Los　 Angeles),　 「Paris　 in

Japan」 展 に出 品 され る(no.1,東 京 ・フ ジヰ 画廊)。

・平成12年(2000)11月25日 ,東 京 都 中央 区 銀座 で開 催 さ

れ た オ ー ク シ ョン ジ ャパ ン株 式 会 社 に よ るA.J.　C.オ ー

ク シ ョンに 出品 され る。 石 橋 財 団が 落札 。

4　蒲原有明(隼雄)の 本作品に関する言説

　本作品は詩人の蒲原有明が長く所蔵するところであっ

たが,そ の蒲原がこの作品の意義と来歴などに関して貴

重な言説を残 しているので,こ れもあわせてここに引用

しておきたい。

文献2)

蒲原隼雄 「蠱惑的画家(伝 説と印象)」 『青木繁画集』,

政教社,大 正2年4月

　(明治37年 秋,蒲 原が初めて神明町の青木の下宿を訪

ねた時を回想して)

「談話はまたちみちな画のことに移って来た。青木君

は例の鴨居の上の海の画を見あげて,『君あの画をどう

思ふね,あ の赤い巖には随分こまったのだ。』といって,

僕 が画面の深い色と烈 しい光 とに見入て居るひまに,

『まるで蜂の巣,蜂 の巣』と附加へた。僕はひょいと調

子をはつされて,青 木君の軽い諧謔 の気持の中に浸っ

て行った。

　 だがこの海の画は何うしても魔術者の描いた画であ

る。単にスペクトラムの原理からは出来ない画である。

絵具で捏ね廻した幻感に頼ったものでは素よりない。

青木君のこの時の自然の観取が,ま るで神話のやうに

直接で,象 徴的で,そ して個性的であつたことは今更

繰返すまでもないことである。青木君がどうしてあの

強い日光を画面に捕へて圧搾 したらう。沸きたっ海の

動揺そのものゝ中には,画 家の神経が溺れもせずに微

笑んで居るではないか。巖に射返す真赤な日光は恰も

画家の魂の発散のやうである。そして青木君はこれを

描 くに独創的で,自 由で大胆なアンプレッシオニズム

を行ったのである。」

※註)本文章は多少の変更を加えられて,蒲原有明『飛雲抄』,昭和13

年12月,書物展望社,に収載。

文献3)

蒲原有明 『夢は呼び交す』,昭和22年11月,東 京出版

(蒲原有明『夢は呼び交す』,岩波文庫,昭 和59年4月,

所載)

「一旦古い説話に出てくる盲人の活手段を身に引き当

てて蘇生のおもいをしたものの,そ れもその当座だけ

で,そ のあとで鶴見はまた一層の疲労をおぼえた。実

はこの一ヵ月ばかり前から,ど ういうものか,た あい

もなくぐったりしていたのである。それではいけぬと

反機 して,気 を変えてみる手段をいよいよ実行するこ

とにした。このほどから客間も自由に使えるようになっ

たので,床 の壁に青木の絵をかけるというだけの仕事

である。それを億劫がって躊躇していたのを,今 日は

もはや猶予もせずに,直 ちに老刀自を呼んで相談して,

娘にいいつけて,青 木の絵を取り出してかけさせた。

　青木の絵が戦災から助かったのには,こ んないきさ

っがある,衣 類や蒲団などを少 しばかり纏めて静岡市

近郊の農家に預けた当時,急 に思いついて,掛 けてあっ

た壁からおろして,古 毛布にくるんだまま,蒲 団の間

に押込んでおいたものである。それがまだそのままに

してある。あちらこちらと持ち運んで来たものである

が,毛 布を剥いで見れば,ど こにも損傷がない。それ

を見て鶴見は無性に嬉しがる。

　多数の蔵書はその殆どすべてを焼いてしまった。そ

れであるのに,こ の一順の画を戦火から救っておこう

とした,あ の発作的の行動は,そ もそもどこから生れ

て来たものであろうか。鶴見はそれも一っの不思議で

ある。

　とにかく青木の画は,戦 火から救われたのである。

娘の静代がその絵を床の壁に掛けるのに骨を折 ってい

る。油絵には珍 らしい横長の型である。しばらくする

とそれが工合よく掛けられた。

　故友の青木繁はその絵を房州の布良で描いた。一見

印象派風のものであるが,故 人は単に写実を目あてに

筆を運んだものであろうか。鶴見はうべなわない。か

れにはどうしてもそうは思われぬからである。多分に

作者の特異な個性と空想とが全画面に混り合い,融 け

合っている。印象は重んずるが,そ の表現は物象に直

接ではなくて,幻 想のるっぼを通して来たものである。

真の意味における創作である。

　海の水平線は画頓の上部を狭 く劃って,青 灰色の天

空が風に流れている。そこには島山の噴煙が靡き,雲

が這っている。地理的にいえばこの島山はこの絵を描

いた位置からは少 しわきにはずれているのであるが,

青木はそれを知りつつも,こ とさらに画の正面に移し

て据えた。青木の心眼にはそう見えるのである。この

島山は伊豆の大島である。

　その天空の帯の下に,こ れも左に細 く右へややひろ

がった青緑の海が動いている。ところどころに波頭が

たつ。その海が前方に迫るに従って海中の岩礁に砕け

てしぶきをあげる。更に前景には大きな岩礁が横たわ

り突き出ている。その間を潮流が濡津瀬をなして沸き

あがり崩れ落ちる。岩礁には真夏の強い日光が反射す
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る。紫褐色の地にめった無性に打たれた赤い斑点がち

かちかと光ったり稔ったりしている。青木はこれをっ

っき廻していたので,蜂 の巣蜂の巣といっていたが,

その岩礁は蜂の巣というよりもむ しろ怪獣のような巨

大な生物に見える。狂乱に近い画家の精神が一種の自

爆性を帯びて激 しく発散する。いかなる怒濤にも滅さ

れまいとする情意の熱がそこに眩いばかりの耀きを放っ

て,こ の海景の気分をまとめようとあせる。それほど

までにもこの岩礁は誰の眼にも異様に映ずるのである。

　 全画面はかくして,左 から右へ,う しろか ら前へ,

絶間なく揺すりどよめいて,動 乱の極に達 している。

それがメヅウサの頭にもっれ絡まる蛇をおもわせる。

　 これが青木繁の若い時に描いた海景である。額縁の

横幅約二尺八寸,縦 幅一尺八寸はあろうと思われる。

　 鶴見は海と共に際涯もない感情を抱いてその画を丹

念に見返し見返 ししている。波と岩との争闘の外に火

と海との相剋がそこにある。揺すり動かし砕き去ろう

とする狂瀾怒濤に抗 して,不 滅を叫ぶ興奮から岩礁は

いやが上にも情熱の火を燃やす。遠空にかすむ火山の

円錐がこの死闘を静かに見おろして煙を噴く。

　 鶴見はその画の中に,人 生における情熱と冷酷な現

実との瞬間に縮められた永遠のたたかいを,ふ いと見

てとって深い深い息をっく。」

※註)『夢は呼び交す』は,小説風の形式による蒲原有明の自伝。詩

人・野田宇太郎の依頼によって,野田らが創刊した『藝林間歩』に,昭

和21年6月号から昭和22年5月号まで「黙子覚書」の題名で連載された。

むすび

　本稿では,新 収蔵品である青木繁の 《海》についての

概要を紹介 してきた。本作品が青木の画業の中で,さ ら

には日本近代洋画史の中で しめる意義や問題点にっいて

の考察は今後の課題としたい。 ここではその問題の所在

と展望について二っばかり指摘 しておきたい。

　まず,本 作品 《海》や 《海景(布 良の海)》 が示すフラ

ンス印象派風の画風を青木がどのようにして獲得 したの

かが問題となる。青木の印象派受容のあり方が検証され

るべきであろう(註11)。 ただし,こ の問題の解明にあたっ

ては,青 木が印象派を受容 しっっも,こ れ ら2作品が示

す画風は青木なりに咀嚼消化されたものであり,蒲 原が

指摘 したようにたんに印象派を模倣したものではないと

いうことに注意 しておく必要があるだろう。

　また,こ れら2作品において青木が示す印象派風を独

自に消化した写実力や油彩画としての濃密なマティエー

ルと,《海の幸》が示す画家のたぐいまれな想像力や未完

成ともみられる薄塗りの彩色との対照をどのように意義

づけるかという問題も重要 と思われる。その際には,青

木が明治40年 に 《わだつみのいろこの宮》(石橋美術館)

を発表 した際の自作解説において,自 身の過去と将来の

研究課題について次のように述べていることが注意され

る。すなわち,絵 画の成立には 「想」「知」「技」の三要

素が必要であり,明 治37年 の 《海の幸》では 「想」に,

明治40年 の 《わだつみのいろこの宮》では 「知」に,そ

れぞれおもに意を注いだが,今 後は 「技」に重点をおき

「対象を現実の自然に採り所謂写実なる者が如何なる点迄

及ぶ可きかを試みる筈」と述べているのである。ここで

青木が述べた写実的方向という点で,お そらく 《海》は

なにが しかの意義をになっていたのではないだろうか。

しかし一方で,本 稿筆者が本作品の制作された布良海岸

を訪れ,そ の風景を眼にした実感 としては(fig.11),現

実 のありのままの風景を写真的に再現したものとはとう

てい思われず,蒲 原がこれも指摘 しているように,青 木

の写実が 「多分に作者の特異な個性と空想とが全画面に

混 り合い,融 け合っている」 ものであり,「印象は重んず

るが,そ の表現は物象に直接ではなくて,幻 想のるつぼ

を通して来たものである。真の意味における創作である」

という言説が説得力をもっもののように思われるのであ

る。

　　　　　　　　　　　(うえのけんぞう　石橋美術館)

註:

fig.11千 葉県館山市の布良海岸(2001年5月21日)

1)　 鉛筆,淡 彩 ・紙,13.0×18.0crn×2枚,北 御牧村立梅野記念絵画館

2)　 鉛筆,チ ョーク・紙,22.5×15.5cm,北 御牧村立梅野記念絵画館

3)　 油 彩 ・カ ン ヴ ァ ス,70.2×182.0cm

4)　 河北倫明 『青木繁』,日 本経済新聞社,昭 和47年10月

5)　 《海景(布 良 の海)》 は,昭 和55年 に修復 を受けていて,画 面 に裏打

ちのためのカンヴァスが貼 られて いる。画面裏の木枠 には 「青木」

「第九十 九号」 という墨書 があ り,さ らに木枠 の接合部 に 《海》 と

同様 に,「 ○」「||」とい った墨書が認め られ る。

6)　 『青木繁画集』,政 教社,大 正2年4月

7)　河北倫明編,青 木繁 『仮象の創造』,中央公論美術出版社,昭 和41

年1月

8)　『青木繁君遺作展覧会目録』,博文館,明 治45年3月

9)　明治45年 の青木の遺作展開催や大正2年の 『青木繁画集』刊行にあ

たって,蒲 原有明,坂 本繁二郎 らが奔走 した事情 にっ いて は,竹 藤

寛 『青本繁・坂本繁二郎 とその友―芸術をめぐる悲愴なる三友の

輪― 』,福 岡ユネス コ協会,昭 和61年,に 詳 しくうかが うことがで

き る。

10)　 河北倫明 ・陰里鉄郎 『巨匠の名 画10青 木繁』,学 習研究社,昭 和51
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年9月,の 「作品解説」。 また,蒲 原有明 と川端 康成 との関係 にっ

いて は,蒲 原 有明 『夢 は呼び交す』,岩 波文庫,昭 和59年4月,に

収載される野田宇太郎の解説 が参考 になる。

11) この問題 にっ いて は,す でに,宮 崎克 己 「日本におけるモネの受容」

『モ ネ展』 図録,石 橋財 団 ブリヂス トン美術館 ・他,平 成6年2月,

中で もふれられて いる。 この論文 の中で は青木についてもふれ られ,

《海》 な どとの関係を念頭 においた うえで,林 忠正 旧蔵の モネの

《ベ リールの ライオ ン岩》(1886年,fig.10)が 当時すで に日本 に将

来 されて いたことなどが指摘 され ている。 また,長 谷川洋 ・武 沢喜

美子編 「林忠正年 譜」『フランス絵 画と浮世絵― 東西文化 の架 け橋

林忠正― 展』 図録,高 岡市 美術館 ・他,平 成8年,の 明治33年 の記

事に は,「 帝室博 物館内 に林忠正 コ レク ションの西洋画 を常設 展示

する」 とい う記載があ り注意 され る。 これ らにっいての調査 も今後

の課題である。

fig.10　 モネ 《ベ リールのライオ ン岩》　1886年
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個人活動記録

植野健造(石 橋美術館・石橋美術館別館)

執筆:

●「『近 代 の名 作』 展 か ら」(1)～(7)『 西 日本新 聞 』　2000

年4月16日,17日,18日,19日,20日,22日,23日(筑

後版)

●「『新収蔵・移管名作選』から」『西日本新聞』2001年1

月23日,24日,25日,26日,28日,29日,30日(筑 後

版)

●「青木繁 わだっみのいろこの宮」「東郷青児 パラソル

させる女」「坂本繁二郎 壁」(作品解説,作 家解説)20

世紀の美編纂委員会編 『20世紀の美 日本の絵画100選 』

日本経済新聞社,　2000年10月

口頭発 表 ・講 演:

●「日本近代洋画における郷土の画家たち―青木繁と坂本

繁二郎」(久留米市立中学校美術教諭研修会)石 橋美術

館,　2000年6月15日

●「青木繁再考」(美術講座)石 橋美術館,　2000年11月11

日

●「新収蔵作品の紹介―青木繁 《海》を中心に―」(美 術

講座)石 橋美術館,2001年2月3日

●「青木繁 《海》をめぐって」(第39回 日本近代美術研究

会)石 橋美術館,2001年2月24日

●「青木繁の芸術」(青木繁記念大賞公募展ギャラリートー

ク)石 橋美 術館,2001年3月18日

出 講 ・対 外活 動:

●帝京大学福岡短期大学非常勤講師 「美術史」2000年4

月―9月

●九州産業大学非常勤講師 「日本美術史」2000年9月―

2001年3月

●柳川市史専門研究員,　2000年4月―2001年3月

貝塚 健(ブ リヂストン美術館)

執筆:

●「美術館の教育普及の現場」『国立博物館ニュース』

635号,　 2000年4月

●「小出楢重 帽子をかぶった自画像」「藤島武二 芳蕙」

「岡鹿之助 雪の発電所」(作 品解説,作 家解説)20世 紀

の美編纂委員会編 『20世紀 の美 日本の絵画100選 』 日

本経済新聞社,　2000年10月

口頭発 表 ・講 演:

●「日本 人画 家 の ヨー ロ ッパ 体験 」　 (日 曜 レ クチ ャー)ブ

リヂス トン美術 館,　2000年4月23日

●「日本近代美術を読む‐黒田清輝 《ブレハの少女》」

(日 曜 レ クチ ャー),ブ リヂ ス トン美 術 館,　2000年4月

23日

●「『文藝春秋』表紙絵から見た安井曾太郎」(美術講座)

石橋美術館,2000年6月3日

●「阪神大震災と美術館(阪 神大地震與美術館)」(博 物館

災害防阻及危機処理研習管)中 華民国台北市天母國際

會 議 中心,　2000年9月27日

●「美 術 館 と市 民― 美 術 館 の,言 い ぐさ,言 いわ け,言 い

がかり」(三重県立美術館 「連続講演会―美術館と市民,

地域社会を考える」)三重県立美術館,2000年11月5日

●「ブリヂス トン美術館の実践」(平 成12年 度 教員と学

芸 員 の デ ィス カ ッ シ ョ ンvol.2「 美 術館 で の鑑 賞教 育 の

実際」)埼玉県立近代美術館,2000年12月9日

●「全国美術館会議の美術館基準(案)に 書かれていないこ

と」(平 成12年 度美術館等運営研究協議会 「美術館の

運営―国立美術館の独立行政法人化を前にして」)国立

西 洋 美術 館,　2000年12月12日

●「博 物 館 資 料 の管 理― 美 術 館 の コ レク シ ョ ン・マ ネ ー ジ

メ ン ト」(平 成12年 度 ミュー ジア ム ・マ ネ ー ジメ ン ト研

修)国 立科学博物館,2001年2月19日

出講 ・対 外活 動:

●東京大学教育学部非常勤講師 「博物館学特別研究II」

2000年10月―2001年3月

●全国美術館会議,博 物館法検討委員会委員　※継続

●さいたま市おおみや芸術創造館基本計画検討委員会委

員　※継続

後藤純子(石 橋美術館・石橋美術館別館)

執筆:

●「古 賀春 江 関 連記 事 目次(1957－1990年)」 『館 報 』48号

(1999年 度),2000年3月

坂本恭子(ブ リヂストン美術館)

口頭 発 表 ・講 演:

●「美術 の中 の 「日本 」― ジャポニ スム」(日 曜 レクチ ャー)

ブ リヂ ス トン美 術館,　2000年6月25日
キ　 ス

●「世 紀 末 の 接 吻」(日 曜 レクチ ャー)ブ リヂ ス トン美 術

館,2000年6月25日

●「世 紀 末 ウ ィー ンの装 飾」(日 曜 レクチ ャー)ブ リヂス

トン美術 館,2000年7月23日

● 「か ざ る 壁 画― ク リ ム ト 《ベ ー ト ー ヴ ェ ン ・フ リー ズ 》」

(日 曜 レクチ ャー)ブ リヂス トン美術 館,　2000年7月23

日

●「装飾の構造―クリムトの場合」(美 学会東部例会)早

稲 田 大学,　2000年9月30日
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田内正宏(石 橋美術館・石橋美術館別館)

執筆:

●「青木繁の短歌」『黄櫨』2OO1年3月 号

口頭 発表 ・講 演:

●「絵画に登場するビーナス像」(早 朝緑陰講座)石 橋文

化 セ ンター 図書 館南 側 広場,　2OOO年6月16日

●「青木繁と八女」(八 女地区教育委員研修会)八 女市役

所,　2OOO年10月3O日

●「19世紀末パ リと日本趣味」(美 術講座)石 橋美術館,

2OOO年11月25日

●「青木繁と坂本繁二郎」(八女市文化講演会)八 女市文

化 会 館,2OO1年2月18日

出講 ・対 外活 動:

●久留米大学非常勤講師 「美術Ⅰ」20OO年4月―9月/

「美術Ⅱ」　 2OOO年9月―2OO1年3月/　 「博物館経営論」

20OO年4月―9月

●九州産業大学非常勤講師 「造形研究」「世界の美術館」

2OOO年4月―2OO1年3月

●西日本短期大学非常勤講師 「美術史」　2OOO年9月―

2OO1年3月

田中千秋(ブ リヂス トン美術館)

執筆:

●「日本 の美 術 館 ,こ こが悪 い」 『あ いだ 』53号,20OO年

5月

出講 ・対 外 活動:

●東北芸術工科大学 「博物館資料論」「文化財保存特講

2」2OOO年4月―2OO1年3月

富 山秀男(ブ リヂストン美術館)

執 筆:

●「20世紀 の洋画」2O世 紀 の美編纂委員会編 『20世紀の

美 日本の絵画1OO選 』 日本経済新聞社,　2OOO年10月

●「香月泰男の素描―思い出すままに―」「“私の”素描集』

(展覧会力タログ)山 口県三隅町立香月泰男美術館,

200O年6月

●「都 心 の オ ア シ スを め ざ して 」 『博 物 館 研 究 』Vol.35,

No.7,日 本 博物 館 協会,　2OOO年7月

●「猪熊弦一郎 芸術と交遊の軌跡」(上 ・下)『四国新聞』

7月30日,8月6日

●「梅原龍三郎の赤にっいて」『梅原龍三郎』(展覧会力夕

ログ)中 日新 聞社,　2OOO年9月

●「晩年の岸田劉生―古画収集を中心に」『岸田劉生展』

(展覧会力タログ)徳 山市美術博物館,20OO年9月

●「聖なる山の画家 今野忠一の芸術」『今野忠一』(展 覧

会 力 タ ログ)天 童 市 美術 館,　2OOO年10月

口頭発表・講 演:

●「安井曾太郎の芸術」(美術講座)石 橋美術館,20OO年

5月2O日

●「近代日本洋画の作家たち」上原近代美術館,　2OOO年9

月1O日

●「梅原龍三郎芸術の特質」下関市立美術館,2OO1年3月

11日

中田裕子(ブ リヂストン美術館)

口頭 発 表 ・講 演:

●「日本 近 代 洋画 考― 壁 画」(日 曜 レク チ ャー)ブ リヂ ス

トン美術 館,　2OOO年5月28日

中村節子(ブ リヂストン美術館)

口頭発 表 ・講 演:

●「イ ンタ ー ネ ッ トと美 術 情 報」(日 曜 レクチ ャー)プ リ

ヂ ス トン美 術館,2000年5月14日

出 講 ・対 外活 動:

●ア ー ト・ドキ ュメ ンテー シ ョン研 究 会 ,幹 事 　 ※継 続

福満葉子(ブ リヂス トン美術館)

口頭発表・講 演:

●「「レス タンプ ・オ リジナ ル』 につ いて」(日 曜 レクチ ャー)

ブ リヂス トン美術 館,　2OOO年4月9日,5月14日,28日

●「「レス タ ンプ ・オ リジナ ル』 につ い て」(ジ ャ ポニ ス ム

学会)ブ リヂ ス トン美術 館,　2OOO年4月15日

●「『レス タ ンプ ・オ リ ジナル』 とは何 か?」(美 術講 座)石

橋 美術 館,　2OOO年8月26日

●「ア ンソ ール と幻 想 の 系 譜」 姫 路 市 立 美術 館 ,　2OOO年

11月5日

●「ル ノ ワ ー ル― 人 と 芸 術 」 府 中 市 生 涯 学 習 セ ン タ ー,

2OO1年3月5日/豊 島 区 民 セ ンター 文化 ホ ール,3月16

日/足 立 区 生涯 学 習 セ ンター,3月24日
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平間理香(石 橋美術館・石橋美術館別館)

口頭発表・講 演:

●「日本絵画と草花」(美 術講座)石 橋美術館,2000年11

月4日

出講・対外活動:

●柳川市史専門研究員,　2000年4月‐2001年3月

宮崎克己(ブ リヂストン美術館)

執筆:

●「ル ノ ワ ール の麦 わ ら帽 子 を被 っ た女 」 『西 日本 新 聞 』

2000年7月14日

●「フ ラ ンス ・一 八九 〇 年 以 降― 装 飾 の 時 代― 」 ジ ャポ ニ

ス ム学 会編 『ジ ャポ ニ ス ム入 門』 思 文 閣 出版 ,　2000年

11月15日

●「ル ノ ワー ル の造 形‐ セ ザ ンヌ との 関 係 に お いて 」 『ル

ノ ワー ル:異 端 児 か ら 巨匠 へ の道1870-1892』(展 覧

会 力 タ ロ グ)ブ リヂ ス ト ン美 術 館 ・名 古 屋 市 美 術 館,

2001年2月

●「より創造的な前期作品群」(ルノワール展)『東京新聞』

2001年2月9日

●「ル ノ ワ ール展 」 『新 美 術新 聞 』2001年2月21日

●「リニ ュ ーア ルに よ って 美術 館 の ア イデ ンテ ィテ ィ ーを

表現 ～ ブ リヂ ス トン美 術館 ～ 」 『服 飾 美学 』32,服 飾美

学会,2001年3月

口頭発表・講 演:

●「印象 派 って何?」(日 曜 レク チ ャー)ブ リヂス トン美術

館,2000年4月9日

●「ジ ャポ ニ ス ム と世 紀 末 フ ラ ンスの 絵 画 ,版 画,装 飾 」

(ジ ャポ ニス ム学 会)ブ リヂス トン美 術 館,　2000年4月

15日

●「印象派画家ルノワール」北九州市立美術館,2000年4

月16日

●「絵 の 見 方 」(日 曜 レ クチ ャ ー)ブ リヂ ス トン美 術 館 ,

2000年6月11日,7月9日

●「パ リ美 術 案 内」(日 曜 レクチ ャー)ブ リヂ ス トン美 術

館,　2000年6月11日,7月9日

●「フランスの世紀末美術」(美 術講座)石 橋美術館 ,

2000年8月5日

●「実篤と相馬政之助」調布市武者小路実篤記念館,2000

年11月11日

●「ル ノ ワ ール」 「セ ザ ンヌ」 早 稲 田大 学 オ ープ ンカ レッ

ジ,　2000年11月18日,25日

●「メ ッセ ー ジの力 」　(VOCA展 記 念 シ ンポ ジ ウム)上 野

の森美術館(パ ネリス ト:高階秀爾,酒 井忠康,本 江邦

夫,建 畠哲,草 薙奈 津 子,宮 崎 克 己)2001年2月16日

●「ル ノ ワール の 魅力 」(ル ノワ ール 展記 念 講 演 会 ,　NHK

主催)中 野 区ZERO,　 2001年2月20日/北 とぴ あ,2月

22日/調 布 市 文化 会 館 たづ く り,3月17日

●「ル ノ ワー ル展」 日本工 業 倶 楽部 ,2001年3月23日

出講・対外活動:

●ジャポニスム学会実行委員　※継続

●美術史学会査読委員

●地中海学会事務局委員　※継続

●VOCA展 実行委員　※継続

森山秀子(石 橋美術館・石橋美術館別館)

口頭 発 表 ・講 演:

●「安井曾太郎 『文藝春秋』表紙絵展のみどころ」(ア ク

ロ ス文化 で あ い塾)ア ク ロス福 岡 ,　2000年7月1日

●「萬鐵五郎の裸婦像をめぐって」(夜 の美術館‐ 日本近

代美術の躍動期)田 川市美術館,　2000年8月29日

●「近代洋画における群像表現」(美術講座)石 橋美術館 ,

2000年11月18日

出講 ・対 外 活動:

●久留米大学非常勤講師 「博物館概論」「博物館経営論」

2000年4月‐9月

●九州産業大学非常勤講師 「博物館概論」　2000年4月―

9月/「 博物館学各論」　2000年4月-2001年3月

●九州造形短期大学非常勤講師 「日本美術史」2000年9

月‐2001年3月

●佐賀大学非常勤講師 「博物館学Ⅲ」　2000年4月‐9月

76　 個人活動記録





美術 館案 内　 Guide　 to　the　Museums

ブリヂス トン美術館

所在 地 　 　東 京都 中 央 区京 橋1-10-1(〒104-0031)

TEL　 (03)3563-0241

URL　 http://www.bridgestone-museum.gr.jp

開館時間　午前10時― 午後6時

休館　　　毎月曜日　年末年始

入場料　　個人:

一般700円 　 大 ・高生500円 　 中 ・小 生300円

団 体(15名 以上):

一般 600円 　 大 ・高生400円 　 中 ・小 生200円

なお,特 別展の場合は変更することがある。

石橋美術館

所在地　　福岡県久留米市野中町1015(〒839-0862)

TEL　 (0942)39-1131

URL　 http://www.ishibashi-museum.gr.jp

開館時間　 4月―9月 　午前9時30分― 午後5時30分

10月―3月 　午前9時30分― 午後5時

休館　　　毎月曜日　年末年始

入場料　　個人:

一般300円 　 大 ・高 生200円 　 中 ・小 生150円

団体(20名 以上):

一般250円 　 大 ・高 生150円 　 中 ・小 生 　 80円

なお,特 別展の場合は変更することがある。

Bridgestone　 Museum　 of　 Art

Address　 10-1,　 Kyobashi　 1-chome,　 Chuo-ku,　 Tokyo

1O4-OO31,　 Japan

Phone:+81(3)3563-0241
URL　 http://www.bridgestone-museum.gr.jp

Hours　 I0:OO　 to　 18:OO

CIosed　 on　 Mondays,　 New　 year　 holidays

Admission　 Individual:

Adults　 ¥70O;　 Students　 ¥5OO;

Children　 under　 15　 ¥3OO

Group　 (15　or　 more):

Adults　 ¥6OO;　 Students　 ¥4OO;

Children　 under　 15　 ¥2OO

Different　 fees　 will　 be　 charged　 during　 major

special　 exhibitions.

石橋美術館別館

所在地　　福岡県久留米市野中町1015(〒839-0862)

TEL　 (0942)39-0124

URL　 http://www.ishibashi-museum.gr.jp

開館時間　 4月―9月 　午前9時30分― 午後5時30分

10月―3月 　午前9時30分― 午後5時

休館　　　毎月曜日　年末年始

入場料　　個人:

一 般300円 　 大 ・高 生200円 　 中 ・小 生150円

団体(20名 以上):

一 般250円 　 大 ・高 生150円 　 中 ・小 生 　 80円

なお,特 別展の場合は変更することがある。

Ishibashi　 Museum　 of　Art

Address　 IO15,　 Nonaka-machi,　 Kurume-shi,

Fukuoka　 839-O862,　 Japan

Phone:+81(942)39-1131
URL　 http://www.ishibashi-museum.gr.jp

Hours　 April-September　 9:3O　 to　 17:3O

October-March　 9:3O　 to　 17:OO

Closed　on　 Mondays,　 New　 year　 holidays

Admission　 Individual:

Adults　 ¥3OO;　 Students　 ¥2OO;

Children　 under　 15　 ¥15O

Group　 (20　or　 more):

Adults　 ¥250;　 Students　 ¥150;

Children　 under　 15　 ¥80

Different　 fees　 will　 be　 charged　 during　 major

special　 exhibitions.

Ishibashi　 Museum　 of　Art,　 Asian　 Gallery

Address　 IO15,　 Nonaka-machi,　 Kurume-shi,

Fukuoka　 839-0862,　 Japan

Phone:+81(942)39-0124
URL　 http://www.ishibashi-museum.gr.jp

Hours　 April-September　 9:30　 t0　 17:30

October-March　 9:30　 to　 17:OO

CIosed　 on　 Mondays,　 New　 year　 holidays

Admission　 Individual:

Adults　 ¥3OO;　 Students　 ¥2OO;

Children　 under　 15　 ¥15O

Group(2O　or　 more):

Adults　 ¥25O;　 Students　 ¥15O;

Children　 under　 15　 ¥8O

Different　 fees　 will　 be　charged　 during　 major

special　 exhibitions.
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